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│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
韓
国
民
主
化
・
記
者
ク
ラ
ブ
解
体
│
│

浅

野

健

一

李

其

珍

（
大
学
院
文
学
研
究
科
新
聞
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
）

森

類

臣

（
大
学
院
文
学
研
究
科
新
聞
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
）

は

じ

め

に
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン

二
〇
〇
二
年
の
韓
国
大
統
領
選
で
盧
武
鉉
氏
を
当
選
さ
せ
た
原
動
力
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
（
以
下
ネ
ッ
ト

新
聞
）、「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
」（
代
表
オ
・
ヨ
ン
ホ
氏
、U

R
L
−
http

://w
w
w
.ohm

ynew
s.com

）」
の
ヒ
ッ
ト
数
は
、
一
日
平
均
で
約
百

万
件
を
超
え
て
い
る
。
独
立
系
の
ネ
ッ
ト
新
聞
と
し
て
は
世
界
最
大
で
あ
る
。

韓
国
の
有
力
週
刊
誌
「
時
事
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
が
、
毎
年
十
種
類
の
分
野
に
お
け
る
専
門
家
一
〇
四
〇
人
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
、
メ
デ

（
１
）

ィ
ア
影
響
力
に
関
す
る
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
創
刊
一
年
目
の
〇
一
年
に
既
に
影
響
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
第
八
位

― １ ―



（
一
・
五
％
）、
〇
二
年
に
は
第
七
位
（
四
・
二
％
）
を
占
め
、
〇
三
年
に
は
第
六
位
（
十
一
・
五
％
）
に
躍
進
し
た
。
そ
し
て
〇
四
年
の
調

（
２
）

査
で
は
、
前
年
よ
り
六
・
四
％
上
回
る
十
七
・
九
％
を
獲
得
し
、
第
六
位
を
維
持
し
た
。
こ
の
調
査
で
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
影
響
力
が
毎

年
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
創
刊
五
年
の
独
立
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
多
く
の
大
企
業
メ
デ
ィ
ア
を
抜
き
去
っ
て
い
る
。

一
方
、
同
週
刊
誌
の
〇
四
年
度
調
査
で
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
含
む
独
立
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
三
社
が
十
位
圏
内
に
入
る
な

ど
、
ネ
ッ
ト
新
聞
の
全
般
的
な
成
長
が
見
ら
れ
た
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
韓
国
に
あ
っ
た
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
問
題
で
、
官
庁
な
ど
を
相
手
取
り
裁
判
闘
争
を
展
開
し
て
、
中
央
官
庁
の
記
者

ク
ラ
ブ
を
全
面
廃
止
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

韓
国
で
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
以
外
に
も
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
ネ
ッ
ト
新
聞
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
「
プ
レ
シ
ア
ン
」（U

R
L
−
http

://

w
w
w
.pressian.com

）
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
評
論
を
主
に
扱
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
級
紙
（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
ペ
ー
パ
ー
）
で
あ
る
。
メ
デ
ィ

ア
改
革
を
目
指
す
記
者
た
ち
に
よ
っ
て
〇
一
年
七
月
か
ら
準
備
さ
れ
、
同
年
九
月
二
四
日
に
創
刊
さ
れ
た
。

今
、
韓
国
で
は
こ
れ
ら
独
立
ネ
ッ
ト
新
聞
が
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
広
く
根
を
張
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
も
、
日
刊

ベ
リ
タ
（U

R
L
http

://w
w
w
.nikkanberita.com
）、JA

N
JA
N

（U
R
L
−
http

://w
w
w
.janjan.jp

）
な
ど
の
独
立
ネ
ッ
ト
新
聞
が
二
〇
〇
二

年
七
月
前
後
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
社
会
的
な
影
響
力
を
十
分
持
っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。

本
稿
で
は
、
韓
国
社
会
で
ネ
ッ
ト
新
聞
が
既
存
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
並
ぶ
強
い
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
を
検
討
し
、
日

本
に
お
け
る
成
功
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
を
探
る
。
そ
し
て
、
韓
国
で
記
者
ク
ラ
ブ
廃
止
に
至
る
経
緯
は
何
で
あ
っ
た
か
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ

ー
ス
の
活
動
を
追
跡
し
、
日
本
に
お
け
る
記
者
ク
ラ
ブ
改
革
を
展
望
し
て
い
き
た
い
。

リ
・
キ
ジ
ン

本
稿
は
、
浅
野
、
李
其
珍
（
韓
国
人
留
学
生
）、
森
類
臣
の
三
人
に
よ
る
共
同
執
筆
で
あ
る
。

三
人
は
〇
四
年
二
月
と
九
月
、
韓
国
で
調
査
を
行
っ
た
。
英
文
資
料
の
翻
訳
に
お
い
て
、
学
部
新
聞
学
専
攻
三
回
生
、
上
野
恵
理
の
協
力
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を
得
た
。

一

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
成
功
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
可
能
性

（
１
）
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
五
年

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
オ
・
ヨ
ン
ホ
代
表
が
九
月
一
五
日
、
同
志
社
大
学
今
出
川
校
地
で
講
演
し
た
。
主
催
は
同
志
社
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
研
究
会
（
事
務
局＝
浅
野
健
一
研
究
室
）。
オ
代
表
は
下
関
で
開
か
れ
た
第
一
回
「
日
韓
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
す
る
た
め
に
来
日

し
、
ぜ
ひ
同
志
社
で
ゲ
ス
ト
講
義
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
実
現
し
た
。
オ
代
表
の
日
本
で
の
講
演
は
二
度
目
で
、
大
学
の
講
演
は
初

め
て
。
講
演
録
は
資
料
と
し
て
本
稿
の
末
尾
（
六
一
〜
九
三
頁
）
に
入
れ
た
。
な
お
、
本
稿
に
掲
載
し
た
統
計
資
料
や
図
表
は
、
オ
代
表
が

二
〇
〇
四
年
五
月
三
一
日
、
世
界
新
聞
協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
に
招
か
れ
発
表
し
た
も
の
か
ら
、
オ
代
表
の
了
解
を
得
て
日
本
語
に
訳
し
、
抜
粋

し
た
。

オ
代
表
は
盧
大
統
領
当
選
直
後
に
、
最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
現
し
て
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
ま
で
大
統
領
当

選
者
を
最
初
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
は
、
全
国
紙
か
公
営
放
送
な
ど
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
特
権
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
は
既

存
の
紙
新
聞
が
持
っ
て
い
た
独
占
構
造
を
次
々
と
破
っ
て
い
る
。
今
や
、
ソ
ウ
ル
の
全
国
紙
と
ネ
ッ
ト
局
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
引
用
し

て
報
道
す
る
こ
と
も
日
常
化
し
た
。

�

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
モ
ッ
ト
ー
、「
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
記
者
で
あ
る
」

海
外
か
ら
来
る
取
材
記
者
や
研
究
者
に
、「
こ
れ
ま
で
で
一
番
大
き
な
特
ダ
ネ
は
何
か
」
と
聞
か
れ
る
と
、
オ
代
表
は
「
あ
ら
ゆ
る
市
民

は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
と
答
え
る
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
〇
〇
年
二
月
二
二
日
午
後
二
時
二
二
分
に
「
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
ス
タ
ー

― ３ ―
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女性 
23％ 

男性 
77％ 

ト
し
た
。「
数
字
二
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
二
〇
世
紀
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
別
れ
を
告
げ
る
意
味
を
込
め
た
か
っ
た
か
ら
だ
」。
オ
代
表
は

二
〇
世
紀
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
「
わ
れ
わ
れ
は
新
聞
を
つ
く
る
。
み
な
さ
ん
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
一
方
向
性
だ
っ
た
と
言

い
切
る
。「
み
ん
な
で
一
緒
に
新
聞
を
つ
く
っ
て
、
み
ん
な
で
読
ん
で
、
み
ん
な
の
力
で
世
の
中
を
変
え
よ
う
」
と
い
う
双
方
向
性
こ
そ
が

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
目
標
と
す
る
新
し
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

「
そ
の
こ
ろ
に
も
、
ネ
ッ
ト
新
聞
は
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
長
を
あ
ま
り
生
か
し
て
い
な
い
と
思
っ
た
。
時
間
と
空
間
の
制

限
を
受
け
な
い
ネ
ッ
ト
を
使
え
ば
、
市
民
が
ニ
ュ
ー
ス
の
生
産
過
程
に
参
画
で
き
る
。
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す
ネ
テ
ィ
ズ
ン
（netizen

）
が

全
く
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
つ
く
っ
た
」。

オ
代
表
は
ヨ
ン
セ
大
学
国
文
科
卒
業
後
、
米
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
あ
る
リ
ジ
ェ
ン
ト
大
学
で
修
士
号
を
と
り
、
一
九
八
八
年
か
ら
十
年
間
、

月
刊
誌
「
月
刊
マ
ル
（
言
語
）」
で
取
材
記
者
な
ど
を
務
め
た
後
、
友
人
と
共
に
、「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
の
オ
ー
マ
イ

ニ
ュ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
た
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
の
七
〇
％
に
あ
た
る
一
五
〇
件
か
ら
二
〇
〇
件
は
、「
市
民
記
者
」
と
呼
ば
れ
る
素
人
記
者
が
書
い
て
い

る
。
創
刊
当
時
、
市
民
記
者
は
七
二
七
人
だ
っ
た
が
、
今
で
は
三
万
五
千
人
を
超
え
て
い
る
。
小
学
生
か
ら
大
学
教
員
、
会
社
員
、
警
察

官
、
軍
人
な
ど
職
業
も
幅
広
い
。
地
方
新
聞
記
者
も
市
民
記
者
と
し
て
、
自
社
で
書
け
な
い
記
事
を

送
っ
て
く
る
。
市
民
記
者
は
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
「
ニ
ュ
ー
ス
・
ゲ
リ
ラ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

原
稿
料
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
一
面
ト
ッ
プ
記
事
な
ら
二
万
ウ
ォ
ン
（
約
二
千
円
、
一
ウ
ォ
ン＝

約

〇
・
一
円
）、
小
さ
い
記
事
は
二
千
ウ
ォ
ン
。「
市
民
記
者
は
お
金
の
た
め
で
は
な
く
、
社
会
を
変
革

す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
か
ら
、
原
稿
料
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
な
い
」

読
者
は
二
、
三
十
代
が
多
い
。
か
つ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
出
し
た
と

指
摘
さ
れ
た
が
、
ネ
ッ
ト
の
力
で
大
統
領
選
挙
に
勝
っ
た
こ
と
で
、
中
高
年
世
代
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

市民記者の性別分布
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20代, 38.4％ 

10代, 8.5％ 
60以上, 1.0％ 
50代, 3.2％ 

40代, 14.4％ 

30代, 34.5％ 

大学生  19.7％ 

サラリーマン 
15.5％ 

ジャーナリスト 
7.1％ 

専門職  5.1％ 先生  4.3％ 

その他  42.4％ 

自営業  5.9％ 

ト
世
代
に
仲
間
入
り
し
た
。

職
業
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
市
民
記
者
の
記
事
を
信
用

で
き
る
の
か
と
い
う
批
判
に
オ
代
表
は
こ
う
答
え
る
。「
編
集
部
に

プ
ロ
の
記
者
が
約
四
十
人
い
る
。
編
集
デ
ス
ク
に
常
に
十
人
い
て
、

事
実
確
認
、
記
事
の
選
択
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る
。
プ
ロ
の
記
者
が

チ
ェ
ッ
ク
し
た
記
事
か
、
ま
だ
チ
ェ
ッ
ク
前
か
を
記
事
に
明
示
し
て

い
る
」。
よ
っ
て
、
市
民
記
者
が
記
事
を
書
く
こ
と
は
、
最
近
流
行

（
３
）

し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ギ
ン
グ
（blogging

）
と
は
全
く
違
う
。
一
般
的

に
ブ
ロ
ッ
ギ
ン
グ
は
、
ウ
ェ
ブ
上
で
個
人
個
人
が
主
観
に
基
づ
い
て

書
き
込
む
日
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
で

は
な
く
、
事
実
関
係
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
た
め
で
あ
る
。

〇
四
年
九
月
一
日
、
韓
国
ヨ
ン
セ
大
学
で
開
か
れ
た
同
志
社
大
学
文
学
部
社
会
学
科
新
聞
学
専
攻
浅
野
ゼ
ミ
と
韓
国
ヨ
ン
セ
大
学
社
会
科

学
部
新
聞
放
送
学
科
と
の
共
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
記
者
ク
ラ
ブ
研
究
で
も
有
名
な
ユ
ン
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
教
授
（
ヨ
ン
セ
大
学
新
聞
放
送
学
科

教
授
）
は
、「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
が
同
時
に
記
者
に
な
れ
る
と
い
う
読
者
の
主
体
化
、
そ
し
て
時
間
と
紙
面
の
制
約
を
克
服
で

き
た
と
い
う
こ
と
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
構
造
を
持
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は

既
存
の
保
守
的
な
観
点
か
ら
離
れ
て
、
今
の
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
を
批
判
で
き
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

�

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
経
営
、
〇
三
年
か
ら
黒
字

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
創
刊
し
て
か
ら
三
年
間
、
毎
月
二
千
万
か
ら
三
千
万
ウ
ォ
ン
の
赤
字
を
出
し
て
い
た
が
、
〇
三
年
、
は
じ
め
て
年

市民記者の年齢分布

市民記者の職種分布
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読者からの 
カンパ 
10％ 

ニュース 
コンテンツの 
販売 
20％ 

広告収入 
70％ 

商
一
億
五
千
万
ウ
ォ
ン
の
黒
字
に
な
っ
た
。
黒
字
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
、
読
者
数
が
増
え
る
に
伴

い
広
告
が
増
え
た
か
ら
で
あ
る
。

〇
二
年
大
統
領
選
挙
を
経
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
読
者
数
と
影
響
力
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
す
る
と

大
企
業
か
ら
の
広
告
依
頼
が
相
次
い
だ
。
創
刊
四
年
目
、
韓
国
の
ほ
と
ん
ど
の
大
企
業
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー

ス
の
広
告
主
に
な
っ
た
。

「
広
告
主
の
影
響
を
受
け
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
が
抜
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
オ
代
表
は
、「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
は
構
造
的
に
不
可
能
で

あ
る
」
と
答
え
る
。「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
は
誰
も
が
市
民
記
者
と
し
て
記
事
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

全
世
界
の
新
聞
で
も
唯
一
だ
が
、
編
集
局
長
が
明
日
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
記
事
に
ど
の
記
事
が
載
る
か
分
か
ら

な
い
新
聞
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
特
定
企
業
に
関
す
る
記
事
は

書
か
な
い
よ
う
に
と
談
合
す
る
こ
と
が
元
か
ら
不
可
能
な
わ
け
だ
」。「
あ
る
企
業
に
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
材
し
た
市
民
記
者
が
記
事
を

投
稿
し
、
そ
れ
が
事
実
を
書
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
誰
に
も
そ
の
記
事
を
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
万
が
一
、
広
告
主
の
こ
と

を
考
え
て
記
事
を
削
除
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
瞬
間
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
こ
れ
以
上
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
な
る
。
オ
ー

マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
最
大
の
価
値
は
、
い
か
な
る
権
力
や
資
本
家
に
も
影
響
さ
れ
な
い
、
言
う
べ
き
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
点
に
あ
る
。
そ
の
価
値
を
犠
牲
に
し
て
手
に
入
れ
た
お
金
は
、
結
局
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
殺
す
こ
と
に
な

る
」。〇

三
年
秋
、
ド
イ
ツ
の
「
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
」
誌
の
記
者
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
す
る
中
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
黒
字
経
営
を
知

り
、「
こ
れ
位
の
規
模
の
影
響
力
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
黒
字
を
出
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
世
界
で
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
だ

け
だ
ろ
う
」
と
驚
い
た
と
い
う
。
オ
代
表
は
、
し
か
し
問
題
は
こ
れ
か
ら
だ
と
言
う
。「
我
々
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
財
政
的
に
安
定
し

オーマイニュースの収入源
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な
が
ら
も
持
続
可
能
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
自
立
し
た
再
生
産
の
構
造
を
持
続
的
に
整
え
て
い
く
こ
と
、
そ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
実
験
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
」。

（
２
）
多
様
化
す
る
ネ
ッ
ト
新
聞

�

ネ
ッ
ト
新
聞
界
の
正
論
紙
を
目
指
す
プ
レ
シ
ア
ン

冒
頭
で
紹
介
し
た
「
プ
レ
シ
ア
ン
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
と
は
い
え
ど
も
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
は
違
う
路
線
を
取
っ
て
い
る
。

以
下
は
〇
四
年
二
月
末
に
プ
レ
シ
ア
ン
を
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。
調
査
は
プ
レ
シ
ア
ン
の
パ
ク
・
イ
ン
ギ
ュ
代
表
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ

た
。プ

レ
シ
ア
ン
の
読
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
三
〇
〜
四
〇
代
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
い
わ
ゆ
る
「
三
・
八
・
六
世
代
」
で
あ
る
。「
三
・
八

・
六
世
代
」
と
は
、
現
在
三
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
で
、
八
〇
年
代
に
大
学
生
と
し
て
民
主
化
の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
、
六
〇
年
代
生
ま
れ

の
世
代
を
指
す
。

購
読
料
は
無
料
。
一
日
の
ヒ
ッ
ト
数
は
約
五
〇
万
（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
け
る
プ
レ
シ
ア
ン
記
事
へ
の
ヒ
ッ
ト
数
も
含
め
て
）
で
あ

り
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
ヒ
ッ
ト
数
の
半
分
程
度
で
あ
る
。

記
事
は
政
治
、
経
済
を
中
心
に
多
分
野
に
渡
る
が
、
国
際
問
題
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
。

進
歩
系
・
紙
新
聞
の
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
と
広
告
交
換
・
読
者
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
業
務
提
携
を
し
て
い
る
。

プ
レ
シ
ア
ン
の
社
員
数
は
現
在
二
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
編
集
者
・
記
者
は
一
二
人
で
あ
る
。
外
部
寄
稿
者
は
三
〇
〜
四
〇
人
で
あ
る
。
基

本
的
に
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
同
じ
く
自
発
的
な
市
民
記
者
の
寄
稿
を
求
め
て
い
る
。
連
載
な
ど
を
持
つ
市
民
記
者
も
い
て
、
場
合
に
よ

っ
て
は
連
載
を
ま
と
め
て
単
行
本
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
プ
レ
シ
ア
ン
の
特
徴
と
し
て
、
後
援
会
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
後
援
会
は
プ
レ
シ
ア
ン
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
市
民
が
自
発
的
に
結
成
し
た
組
織
で
、
資
金
的
側
面
で
プ
レ
シ
ア
ン

― ７ ―
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を
支
え
て
い
る
。

運
営
資
金
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
割
合
は
、
バ
ナ
ー
広
告
七
〇
％
、
会
員
に
よ
る
寄
付
二
〇
％
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

販
売
一
〇
％
で
あ
る
。
現
在
は
、
後
援
会
（
会
員
数
約
二
〇
〇
〇
人
）
か
ら
会
員
一
人
当
た
り
年
三
万
ウ
ォ
ン
の
寄
付
を
得
て
い
る
。「
将

来
的
に
は
サ
イ
ト
に
課
金
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
一
人
月
三
千
ウ
ォ
ン
が
理
想
で
あ
る
」。

近
く
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
「
日
刊
ベ
リ
タ
」（U

R
L
−
http

://w
w
w
.nikkanberita.com

）
と
提
携
を
予
定
し
て
い
る
。

�

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
プ
レ
シ
ア
ン
の
違
い

韓
国
で
最
も
活
発
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
作
ら
れ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
度
で
あ
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ブ
ル
」
と
言
わ
れ
た

時
代
で
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
当
時
は
資
金
集
め
も
容
易
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
先
駆
け
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
、
市
民
記
者
が
集
ま
り
や
す
か
っ
た
。
そ
こ
で
プ
レ
シ
ア
ン
は
以
下
に
述
べ

る
よ
う
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
は
違
う
対
策
を
練
っ
た
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
プ
レ
シ
ア
ン
の
大
き
な
違
い
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
戦
略
で
あ
る
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
大
衆
的
で
あ
り
、
ワ
ン

・
イ
ッ
シ
ュ
―
（
一
つ
の
社
会
的
問
題
）
に
読
者
の
関
心
が
集
中
す
る
が
、
プ
レ
シ
ア
ン
は
読
者
層
を
限
定
し
、
専
門
的
な
分
析
記
事
の
よ

う
に
質
の
高
い
記
事
を
求
め
て
い
る
。
記
事
を
読
む
層
は
大
学
教
授
な
ど
の
知
識
人
・
社
会
的
な
エ
リ
ー
ト
が
多
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ひ
と
つ
の
影
響
力
の
あ
る
記
事
に
人
が
集
ま
り
世
論
を
作
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

プ
レ
シ
ア
ン
は
分
析
的
な
記
事
が
中
心
で
あ
り
、
社
会
問
題
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
記
事
を
提
供
す
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
記
事
に
人
が
集

ま
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
の
比
較
の
た
め
具
体
例
を
出
す
。
韓
国
で
二
〇
〇
二
年
六
月
一
三
日
米
軍
の
装
甲
車
に
中
学
二
年
生
の
女
子
二
人

が
轢
き
殺
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
反
米
の
キ
ャ
ン
ド
ル
デ
モ
を
呼
び
か
け
た
の
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ド

ル
ネ
ー
ム
「
ア
ン
マ
」
と
い
う
市
民
記
者
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。
そ
の
記
事
に
相
当
の
ヒ
ッ
ト
が
集
ま
り
、
世
論
が
高
ま
っ
て
、
実
際
に
ソ
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ウ
ル
市
役
所
前
の
大
規
模
な
デ
モ
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
そ
の
「
ア
ン
マ
」
と
い
う
記
者
は
、
問
題
に
な
る
よ
う
な
記
事
を
書

き
、
批
判
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
話
題
を
作
る
一
方
、
問
題
記
事
も
載
る
こ
と
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
長
所
で
あ

り
短
所
で
あ
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
例
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
韓
国
大
統
領
選
挙
の
時
に
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
サ
イ
ト
上
で
激
論

に
な
り
、
そ
れ
が
盧
武
鉉
大
統
領
の
当
選
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
強
み

で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
一
番
発
揮
し
て
い
る
の
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
論
的
に
言
っ
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
大
衆
動
員
の
活
動
を
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
プ
レ
シ
ア
ン
は
、
記
事
の
質
を
高

め
現
実
問
題
を
よ
り
き
ち
ん
と
把
握
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る
と
言
え
る
。

プ
レ
シ
ア
ン
の
政
治
ス
タ
ン
ス
を
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
イ
ラ
ク
侵
略
に
み
る
と
、
イ
ラ
ク
侵
略
に
対
し
て
反
対
の

立
場
を
貫
い
て
い
る
。
プ
レ
シ
ア
ン
の
成
り
立
ち
や
「
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
と
も
読
者
層
が
重
な
る
」
と
い
う
パ
ク
記
者
の
言
葉
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
進
歩
的
・
改
革
的
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

韓
国
国
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
は
、
ほ
と
ん
ど
米
英
の
イ
ラ
ク
侵
略
に
反
対
で
あ
る
。
韓
国
国
内
で
も
、
保
守
系
サ
イ
ト
の
中
に
は

イ
ラ
ク
侵
略
を
支
持
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
文
章
レ
ベ
ル
も
か
な
り
低
い
し
、
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
は
全
体
的
に
見
る
と
目
立
た
な
い
。

（
３
）
な
ぜ
韓
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
成
功
し
た
か

�

八
〇
対
二
〇
か
ら
五
〇
対
五
〇
へ

「
当
時
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
は
約
八
〇
％
が
保
守
系
で
、
進
歩
革
新
系
は
約
二
〇
％
で
バ
ラ
ン
ス
が
悪
す
ぎ
た
。
両
者
を
五
〇
％
対
五
〇
％

に
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
進
歩
の
側
に
つ
く
し
か
な
い
と
思
っ
た
」。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
「
開
か
れ
た
進
歩
」
と
い
う
政
治
的
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
主
要
新
聞
が
強
調
す
る
よ
う

― ９ ―
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な
「
公
正
中
立
の
立
場
」
は
と
ら
な
い
。「
記
者
に
は
、
自
分
の
主
張
を
は
っ
き
り
表
明
し
て
も
ら
う
。
読
者
は
す
べ
て
の
記
事
に
、
そ
の

記
事
に
つ
い
て
の
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
討
論
で
き
る
」。

〇
四
年
三
月
の
盧
大
統
領
弾
劾
問
題
で
は
、
弾
劾
反
対
デ
モ
を
詳
し
く
報
じ
た
。
記
事
の
ほ
か
テ
レ
ビ
、
写
真
を
駆
使
し
て
生
き
生
き
と

し
た
報
道
を
行
っ
た
。
デ
モ
を
伝
え
る
特
集
記
事
に
は
四
〇
万
人
が
ヒ
ッ
ト
し
、
記
事
に
対
す
る
意
見
も
八
万
件
を
超
え
た
。

な
ぜ
韓
国
で
ネ
ッ
ト
新
聞
が
成
功

し
た
の
か
に
つ
い
て
、
オ
代
表
は
漓

既
成
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
不

信
感
が
社
会
全
体
に
あ
り
、
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
た
滷
韓

国
で
は
、
七
五
％
の
世
帯
が
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
な
ど
ネ

ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
た
澆
国

土
が
適
度
な
広
さ
で
言
語
も
単
一
潺

そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
ワ
ン
・
イ
ッ

シ
ュ
―
（
一
つ
の
社
会
的
問
題
）
に

集
中
し
て
取
材
・
報
道
す
る
姿
勢
が

評
価
さ
れ
た
―
な
ど
と
説
明
す
る
。

オ
代
表
は
、
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
る

韓国の世代別インターネット利用率
（二〇〇四年六月、韓国記述研究所資料）
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日
本
人
に
「
日
本
で
は
な
ぜ
ネ
ッ
ト
新
聞
が
成
功
し
な
い
と
思
う
か
」
と
質
問
さ
れ
る
と
こ
う
答
え
る
。「
韓
国
で
は
市
民
運
動
が
盛
ん

だ
。
軍
事
政
権
と
の
長
い
民
主
化
を
求
め
る
闘
い
で
、
共
同
体
の
抱
え
て
い
る
問
題
に
参
加
す
る
『
準
備
さ
れ
た
市
民
』
が
い
た
。」

ヨ
ン
セ
大
学
の
ユ
ン
教
授
の
コ
メ
ン
ト
も
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。「
韓
国
で
は
市
民
団
体
の
力
が
非
常
に
大
き
い
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー

ス
の
成
功
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
が
、
権
力
を
持
た
な
い
人
か
ら
の
強
い
支
持
を
集
め
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
や

多
く
の
放
送
局
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
な
媒
体
か
ら
大
き
な
助
け
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
」。

�

韓
国
民
主
化
と
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
の
形
成

韓
国
で
は
「
三
・
八
・
六
世
代
」
が
い
ま
輝
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
三
・
八
・
六
世
代
」
と
は
、
い
ま
三
十
歳
代

で
、
言
論
の
自
由
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
一
九
八
〇
年
代
に
、
エ
リ
ー
ト
の
道
を
捨
て
て
民
主
化
闘
争
に
参
加
し
て
刑
務
所
に
入
っ
た
人
た

ち
も
多
い
、
六
〇
年
代
生
ま
れ
の
人
た
ち
の
こ
と
だ
。

ジ
ョ
ン
ト
ゥ
フ
ァ
ン

こ
こ
で
、
八
〇
年
代
以
降
、
韓
国
に
お
け
る
言
論
民
主
化
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
一
九
八
〇
年
、
全
斗
換
・
元
大
統
領
を
中

心
と
す
る
新
軍
部
勢
力
は
強
制
的
に
全
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
統
合
・
廃
止
を
実
施
し
た
。「
言
論
統
廃
合
」
と
い
わ
れ
る
事
件
で
、「
言

論
検
閲
撤
廃
と
自
由
言
論
実
践
」
運
動
を
主
導
し
た
記
者
協
会
の
幹
部
ら
が
大
量
に
検
挙
さ
れ
、
総
数
七
一
一
名
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
解

雇
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
全
国
六
三
社
の
メ
デ
ィ
ア
の
中
、
四
四
社
が
措
置
の
統
合
・
廃
止
の
対
象
に
な
り
強
制
的
に
解
体
さ
れ
た
。
引
き
続

き
つ
く
ら
れ
た
「
言
論
基
本
法
」
に
よ
り
、
定
期
刊
行
物
の
義
務
登
録
制
・
発
行
停
止
命
令
権
・
登
録
取
り
消
し
権
等
の
規
定
が
設
け
ら

れ
、
国
民
の
表
現
の
自
由
や
知
る
権
利
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
界
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
韓
国
は
、
民
主
化
を
求
め
る
多
く
の
市
民
が
軍
部
政
権
に
よ
る
暴
力
的
な
弾
圧
を
受
け
て
い

ク
ァ
ン
ジ
ュ

た
。
新
軍
部
に
反
対
し
て
蜂
起
し
た
多
く
の
市
民
が
軍
隊
に
よ
っ
て
無
惨
に
殺
さ
れ
た
八
〇
年
五
月
十
八
日
の
光
州
民
主
化
闘
争
は
、
韓
国

現
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
赤
い
血
の
色
に
染
め
て
い
る
。
当
時
、
軍
部
政
権
の
徹
底
的
な
メ
デ
ィ
ア
統
制
に
よ
り
、
外
の
人
間
が
光
州
で
起
き

て
い
る
悲
惨
な
実
態
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
光
州
の
真
相
が
全
国
の
市
民
に
知
ら
れ
る
ま
で
に
は
そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
の
時
間
が
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か
か
る
。

し
か
し
八
〇
年
代
、
韓
国
市
民
は
民
主
化
へ
の
熱
望
を
爆
発
さ
せ
、
自
ら
様
々
な
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
時
代
で
も
あ
っ
た
。「
三
・

八
・
六
世
代
」
は
こ
の
時
、
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
た
二
〇
代
前
半
の
若
い
世
代
の
こ
と
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
界
に
も
八
四
年
一
二
月
、「
民

主
言
論
運
動
協
議
会
（
後
に
、
社
団
法
人
・
民
主
言
論
運
動
市
民
連
合
）」
が
結
成
さ
れ
る
。
前
述
の
「
言
論
統
廃
合
」
で
解
雇
さ
れ
た
記

者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
集
ま
っ
た
。
民
主
言
論
運
動
協
議
会
は
翌
年
の
八
五
年
、
月
刊
誌
「
月
刊
マ
ル
」
を
創
刊
し
た
。「
月
刊
マ

ル
」
は
八
六
年
、「
報
道
指
針
」
事
件
を
特
ダ
ネ
報
道
し
、
社
会
全
体
に
大
き
い
波
紋
を
呼
び
起
こ
し
た
。「
報
道
指
針
」
と
は
、
当
時
の
政

権
が
全
国
紙
メ
デ
ィ
ア
に
事
実
上
、
記
事
の
検
閲
や
添
削
を
指
導
し
て
い
た
内
容
の
文
書
で
あ
る
。「
月
刊
マ
ル
」
は
オ
代
表
が
オ
ー
マ
イ

ニ
ュ
ー
ス
を
創
刊
す
る
前
に
十
年
間
勤
め
た
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
る
。
民
主
言
論
運
動
協
議
会
の
主
力
メ
ン
バ
ー
は
「
月
刊
マ
ル
」
の
成
果
を

受
け
、
八
八
年
、
リ
ベ
ラ
ル
な
全
国
日
刊
紙
で
あ
る
「
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
」
を
創
刊
す
る
ま
で
に
至
る
。
創
刊
当
時
、
二
万
七
二
二
三
人
、

総
額
約
五
十
億
ウ
ォ
ン
か
ら
は
じ
ま
っ
た
国
民
株
の
新
聞
社
で
あ
る
。

韓
国
で
は
、
様
々
な
社
会
の
矛
盾
を
解
決
し
、
民
主
主
義
社
会
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
立
ち
上
が
っ
て
闘
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
社
会
全
体
の
市
民
意
識
が
高
ま
っ
た
。
権
力
批
判
能
力
を
失
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
批
判
的
な
姿
勢
も
、
そ
の
よ
う
な
市
民

意
識
の
成
長
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
韓
国
で
は
民
主
化
闘
争
を
通
じ
て
、
多
く
の
市
民
が
自
ら
を
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
に
育
て
あ
げ
た

の
で
あ
る
。

オ
代
表
の
使
う
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
と
は
、
現
在
の
社
会
に
ど
う
い
う
問
題
が
あ
り
、
ど
う
改
革
す
べ
き
か
、
他
の
市
民
と
ど
う
連
帯

し
協
力
し
て
い
く
べ
き
か
を
認
識
し
て
行
動
で
き
る
人
た
ち
の
こ
と
だ
。「
日
本
に
ど
れ
だ
け
『
準
備
さ
れ
た
市
民
』
が
い
る
か
ど
う
か
が

問
題
だ
。
日
本
で
も
若
者
を
中
心
に
芽
が
出
て
い
る
。
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
ほ
し
い
」。

〇
四
年
九
月
一
五
日
、
同
志
社
で
開
か
れ
た
オ
代
表
の
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
、「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
も
市
民
記
者
は
い
る

の
か
」
と
聞
か
れ
、「
南
北
統
一
後
は
、
北
朝
鮮
に
も
市
民
記
者
を
置
く
。
一
日
も
早
く
統
一
を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
答
え
た
。
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今
年
五
月
か
ら
国
際
版
（
英
語
）
も
開
始
し
た
。
日
本
語
版
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
た
い
と
い
う
。「
日
本
語
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
五
人
を
雇

用
で
き
れ
ば
ス
タ
ー
ト
で
き
る
」。

「
ネ
ッ
ト
新
聞
は
、
紙
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
と
共
存
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
は
韓
国

語
で
伝
え
て
き
た
が
、
韓
国
語
以
外
の
言
語
で
も
活
動
を
展
開
す
る
」。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
来
年
二
月
二
二
日
に
、
創
刊
五
周
年
を
記
念
し
て
「
市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
化
を
目
指
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て
い
る
。

オ
代
表
は
世
界
全
体
の
進
歩
を
目
指
し
て
い
る
。

（
４
）
紙
新
聞
と
ネ
ッ
ト
新
聞

今
や
ネ
ッ
ト
新
聞
は
世
界
各
地
の
メ
デ
ィ
ア
界
に
お
い
て
、
新
た
な
潮
流
を
形
成
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
新
聞
社
は
紙
新
聞
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
版
を
運
営
し
て
い
る
。
オ
代
表
は
「
ネ
ッ
ト
新
聞
が
こ
の
ま
ま
大
き
く
な
る
と
紙
新
聞
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う

質
問
を
よ
く
さ
れ
る
と
言
う
。「
紙
新
聞
は
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
今
ま
で
持
っ
て
い
た
権
威
的
で
独
占
的
な
地
位
か
ら
は
降
り
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
紙
新
聞
か
ら
ネ
ッ
ト
新
聞
へ
の
権
力
の
移
行
で
は
な
く
、
独
占
さ
れ
て
い
た
権
力
の
分
散
で
あ
ろ
う
」。

し
か
し
、
朝
日
新
聞
の
ア
サ
ヒ
ド
ッ
ト
コ
ム
な
ど
、
実
際
ほ
と
ん
ど
の
紙
新
聞
が
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
版
は
既
存
の
紙
新
聞
と
変
わ
ら

（
４
）

な
い
。
オ
代
表
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
を
次
の
よ
う
に
比
較
分
析
し
た
。

�

既
存
の
紙
新
聞
は
ネ
ッ
ト
版
で
も
紙
新
聞

紙
新
聞
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
重
要
な
編
集
領
域
に
な
っ
て
い
る
。
韓
国
の
ほ
と
ん
ど
の
紙
新
聞
は
ネ
ッ
ト
版
の
運
営
を
独
立
さ

せ
、
ネ
ッ
ト
版
の
た
め
の
記
者
を
採
用
し
、
独
自
に
記
事
を
つ
く
っ
て
い
る
。
独
立
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
躍
進
に
刺
激
さ
れ
、
発
想
の

転
換
を
は
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
世
界
の
有
力
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
ネ
ッ
ト
版
と
の
比
較
か
ら
分
か
る
よ
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う
に
、
多
く
の
紙
新
聞
ネ
ッ
ト
版
は
既
存
の
や
り
方
を
そ
の
ま
ま
、
紙

上
か
ら
ネ
ッ
ト
上
に
移
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
紙
新
聞
の
ネ
ッ
ト

版
も
同
様
で
あ
る
。
情
報
の
生
産
と
消
費
の
主
体
を
分
離
す
る
紙
媒
体

の
既
存
新
聞
の
考
え
方
は
、
記
者
を
専
門
化
し
た
職
業
に
し
、
記
者
と

読
者
に
距
離
を
作
っ
て
き
た
。
紙
新
聞
は
ネ
ッ
ト
上
で
も
こ
の
よ
う
な

考
え
方
を
貫
い
て
い
る
。

一
方
、
独
立
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
は
、
記
者
と
読
者
の
関
係
を
水

平
的
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
出
来
る
全
て
の
機

能
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
る
。
紙
新
聞
の
特
徴
を
超
え
て
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

オ
代
表
が
言
う
「
二
〇
世
紀
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
決
別
」
と
は
、

紙
新
聞
が
維
持
し
続
け
て
き
た
専
門
家
集
団
的
な
構
造
を
打
ち
破
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
紙
新
聞
が
今
ま
で
占
有
し
て
い
た
既

得
権
シ
ス
テ
ム
を
な
く
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
現
象
は
ネ
ッ
ト
上

で
既
に
見
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
ネ
ッ
ト
世
代
を
嫌
う
元
大
統
領

キ
ム
・
ヨ
ン
サ
ム

韓
国
の
金
泳
三
元
大
統
領
が
〇
四
年
一
〇
月
一
五
日
、
同
志
社
大
学

で
講
演
し
、「
過
去
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
歴
史
に
し
ば
ら

オーマイニュース

読者の活動の場として

HTML、ウェブラジオ、ウェブテレビ、
モバイルニュースサービス、週刊新聞編
集

みんなで生産し、みんなで消費し、そし
てその場に留まる

次世代的‘我々の’メディア

市民記者として記事を書くか全ての記事
の最後にコメントをつける

常勤記者による政治と社会のイッシュー
に焦点を当てたニュースおよび市民記者
によるエッセイ形式のニュース

必要に応じて。新しい論題が投稿される
など、場合によって二四時間速報で更新

ニューヨークタイムズ・デジタル

ニュース伝達のつなぎ目として

紙新聞のニュースをコンピュータ
ーネットワーク空間に運ぶための
インターネット

私が生産する、みなさんは消費
し、そして去っていく

近代精読メディア

読者意見欄を介し編集者へ送られ
る制限された反応

良質のニュース、分析、社説、論
評など

一日三～五回

ウェブの
利用目的

使用技術

ニュース
消費形態

基本姿勢

読者参加

コ ン
テ ン ツ

更新周期
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れ
ず
未
来
に
何
を
す
る
か
が
重
要
」
と
東
ア
ジ
ア
の
安
定
に
向
け
た
新
時
代
の
日
韓
関
係
の
構
築
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
講
演
で
は
、
会
場

か
ら
失
笑
が
漏
れ
る
場
面
が
何
回
も
あ
っ
た
。

約
五
七
〇
人
の
学
生
た
ち
を
前
に
し
た
金
元
大
統
領
は
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
和
解
と
節
制
、
共
存
の
三
つ
の
徳
目
が
必
要
。
韓
日
両
国

の
若
い
世
代
が
世
界
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
を
願
う
」
と
強
調
し
、
靖
国
問
題
や
韓
国
の
核
開
発
疑
惑
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

金
元
大
統
領
は
講
演
会
前
半
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
断
片
的
で
、
感
情
的
、
若
者
が
誤
っ
た
情
報
に
影
響
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
だ
。
親
米
の
金
元
大
統
領
は
イ
ラ
ク
侵
略
に
反
対
し
て
い
る
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
シ
ア
ン
な
ど
を
暗
に
批
判
し
て
い

る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
た
。
ま
た
「
韓
国
で
、
主
張
の
強
い
若
者
の
一
部
が
反
米
志
向
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
大
多
数
の
国
民
は
韓
国
と
ア

メ
リ
カ
の
同
盟
を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
ま
す
」
と
発
言
し
、
現
在
の
韓
国
市
民
の
考
え
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
認
識
を
露
呈
し
た
。

韓
国
で
は
〇
四
年
三
月
、
野
党
の
三
党
が
談
合
し
盧
武
鉉
大
統
領
に
対
し
て
弾
劾
案
を
可
決
さ
せ
、
国
政
に
大
混
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
る
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
シ
ア
ン
な
ど
の
ネ
ッ
ト
新
聞
は
弾
劾
反
対
の
市
民
側
に
立
っ
た
報
道
を
行
っ
た
。
盧
大
統
領
の
当
選
に

大
き
く
影
響
し
た
の
も
ネ
ッ
ト
新
聞
を
中
心
に
集
ま
っ
た
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
の
力
で
あ
っ
た
。
当
然
の
よ
う
に
保
守
系
政
治
家
や
政
党

は
、
世
の
中
を
変
え
て
い
く
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
力
を
嫌
っ
て
い
る
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
オ
代
表
が
述
べ
た
よ
う
に
、

韓
国
社
会
は
今
ま
で
「
保
守
系
と
リ
ベ
ラ
ル
系
の
割
合
が
八
〇
対
二
〇
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
構
造
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
五
〇
対
五
〇
に
す
る

た
め
に
は
既
得
権
勢
力
の
権
力
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
金
元
大
統
領
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
批
判
は
、
既
得
権
を
喪
失
さ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
。

質
疑
応
答
時
に
は
「
家
が
金
持
ち
で
金
を
み
ん
な
に
配
っ
て
国
会
議
員
に
な
れ
た
」、「
軍
人
に
金
を
渡
し
た
」
な
ど
と
賄
賂
政
治
を
公
式

（
５
）

に
認
め
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
現
職
の
盧
武
鉉
大
統
領
を
非
難
し
た
。

講
演
は
同
大
国
際
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
。
会
場
前
で
は
「
金
元
大
統
領
が
在
任
中
に
多
く
の
民
衆
や
学
生
を
弾
圧
し
た
」
な
ど
在
日
朝
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鮮
人
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
講
演
会
開
催
に
抗
議
。
金
元
大
統
領
は
校
内
扶
桑
館
南
側
に
あ
る
ユ
ン
・
ド
ン
ジ
ュ
氏
の
記
念
碑
に
献
花

を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
抗
議
活
動
が
あ
っ
た
た
め
か
、
講
演
会
終
了
後
、
早
々
と
同
志
社
を
後
に
し
た
。

金
元
大
統
領
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
韓
国
の
高
麗
大
学
で
講
演
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
「
通
貨
危
機
を
招
い

た
張
本
人
を
呼
ん
だ
覚
え
は
な
い
」
と
講
演
会
を
阻
止
さ
れ
た
事
が
あ
る
。
こ
の
事
実
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
話

題
に
な
っ
た
。
一
〇
月
十
二
日
、
当
時
高
麗
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
市
民
記
者
が
「
明
日
、
金
元
大
統
領
が
大
学
で
講
演
を
予
定
し
て
い
る

が
、
学
生
側
は
正
門
で
阻
止
す
る
方
針
で
あ
る
」
と
報
じ
た
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
部
は
こ
の
件
を
集
中
し
て
取
材
す
る
こ
と
を
決

め
、
翌
朝
八
時
に
、「
金
氏
、
大
学
正
門
で
学
生
ら
と
衝
突
に
な
る
の
か
」
と
第
一
報
を
載
せ
る
。
こ
の
取
材
は
生
中
継
の
ル
ポ
形
式
で
十

二
時
間
続
き
、
最
後
の
記
事
は
第
十
九
報
で
あ
っ
た
。
金
元
大
統
領
が
正
門
で
出
入
り
を
阻
止
さ
れ
る
と
、
そ
の
場
を
引
き
あ
げ
ず
、
車
の

中
で
十
二
時
間
も
待
機
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
韓
国
民
の
金
元
大
統
領
に
対
す
る
一
般
的
な
認
識
を
覗
か
せ
る
一
方
、
ネ
ッ
ト
新
聞
に
で
き
る
報
道
と
は
い
か
な
る
も
の

か
を
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
の
読
者
に
生
々
し
く
検
証
し
て
み
せ
た
事
例
で
も
あ
っ
た
。
以
後
、
現
場
で
の
生
中
継
ル
ポ
と
い
う
オ

ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
独
特
な
報
道
パ
タ
ー
ン
が
定
着
し
て
い
く
。

講
演
会
の
チ
ラ
シ
に
は
、
大
統
領
時
代
の
金
融
政
策
の
失
敗
に
つ
い
て
客
観
的
な
事
実
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
学
生
有
志
が

（
６
）

講
演
会
に
つ
い
て
質
問
状
を
送
っ
た
が
、
大
学
当
局
は
回
答
を
し
な
か
っ
た
。

（
金
泳
三
元
大
統
領
講
演
に
お
け
る
問
題
発
言
部
分
の
講
演
録
を
末
尾
に
掲
載
。
九
六
〜
九
七
頁
）
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（
６
）
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
批
判
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
展
望

�

日
本
の
企
業
メ
デ
ィ
ア
特
派
員
か
ら
の
批
判

日
本
の
大
手
企
業
メ
デ
ィ
ア
の
現
ソ
ウ
ル
特
派
員
の
一
人
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
こ
と
を
「
限
界
が
あ
る
」
と
批
判
し
た
。
彼
の
指

摘
す
る
限
界
と
は
、
市
民
記
者
の
書
く
記
事
は
事
実
確
認
な
ど
基
本
的
な
こ
と
か
ら
記
事
の
視
点
に
至
る
ま
で
、
や
は
り
素
人
の
書
い
た
記

事
で
あ
る
こ
と
が
否
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
、
プ
ロ
の
記
者
（
い
わ
ゆ
る
企
業
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
）
は
取
材
・
記
事
の
書
き
方
と
も

き
ち
ん
と
訓
練
を
受
け
て
い
る
た
め
、
や
は
り
プ
ロ
の
記
者
が
書
い
た
記
事
の
ほ
う
に
信
頼
が
お
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
手
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
批
判
は
、
オ
代
表
に
よ
り
論
破
さ
れ
て
い
る
。
市
民
記
者
が
書
い
た
記
事
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー

ス
編
集
局
に
よ
り
事
実
確
認
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
る
し
、
市
民
記
者
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
記
事
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
は
、

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
「
大
新
聞
が
嘘
を
書
い
た
り
名
誉
毀
損
を
し
て
告
訴
さ
れ
る
数
の
ほ
う
が
、
市
民
記
者
が
名
誉
毀
損
な
ど
の
記
事
を

書
く
数
よ
り
全
然
多
い
」
と
い
う
統
計
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
五
年
間
で
、
名
誉
毀
損
で
裁
判
ま
で
進
ん
だ
ケ
ー
ス
は
五
件
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
は
裁
判
ま
で
行
か
な
い
軽
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
プ
ロ
の
記
者
の
記
事
の
ほ
う
が
信
頼
が
お
け
る
の
で
は
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
は
、
韓
国
の
市
民
は
、
大
手
企
業
メ
デ
ィ
ア
の
発

信
す
る
情
報
に
信
頼
が
持
て
ず
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
に
期
待
し
た
こ
と
と
、
そ
の
結
果
現
在
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
答
え
は
自
ず
か
ら
出
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
は
、
大
手
企
業
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
「
私
た
ち
プ
ロ
が
情
報
を
発
信
す
る
の
で
、

あ
な
た
た
ち
市
民
は
受
け
取
り
な
さ
い
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な

企
業
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
を
否
定
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
ニ
ュ
ー
ス
を
み
ん
な
で
生
産
し
、
み
ん
な
で
消
費
し
、
議
論
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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�

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
政
治
的
に
偏
っ
て
い
る

韓
国
の
中
で
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
「
政
治
的
な
偏
向
」
を
批
判
す
る
声
が
少
な
く
な
い
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
影
響
力
が
強
ま
る

に
つ
れ
、
言
論
と
し
て
「
公
正
・
中
立
」
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
出
て
き
て
い
る
。
〇
二
年
、
大
統
領
選
挙
で
現
大

統
領
で
あ
る
盧
武
鉉
氏
を
支
持
し
た
こ
と
や
、
保
守
系
新
聞
で
あ
る
朝
鮮
日
報
を
批
判
す
る
記
事
が
多
い
こ
と
を
挙
げ
て
の
批
評
で
あ
る
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
政
治
的
な
立
場
と
し
て
「
開
か
れ
た
進
歩
」
を
明
白
に
し
て
い
る
。
そ
の
立

場
は
「
韓
国
の
報
道
界
に
お
け
る
保
守
対
進
歩
の
バ
ラ
ン
ス
が
八
〇
対
二
〇
と
悪
く
、
五
〇
対
五
〇
の
よ
い
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
設
立
趣
旨
の
中
で
鮮
明
に
言
明
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
韓
国
の
三
大
新
聞
と
呼
ば
れ
る
朝
鮮
日
報
・

東
亜
日
報
・
中
央
日
報
は
財
閥
と
近
く
、
政
治
的
に
保
守
で
、
選
挙
の
時
も
露
骨
に
保
守
系
政
党
を
支
持
し
て
い
る
。

キ
ム
・
ソ
ン
イ
ル

〇
四
年
、
イ
ラ
ク
で
韓
国
人
の
金
鮮
一
さ
ん
が
武
装
勢
力
に
殺
害
さ
れ
、
韓
国
軍
の
イ
ラ
ク
追
加
派
兵
問
題
が
社
会
的
話
題
に
な
っ
た

時
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
盧
大
統
領
の
派
兵
強
行
に
全
面
的
な
反
対
を
示
し
た
。
す
る
と
今
度
は
盧
大
統
領
支
持
者
ら
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ

ー
ス
を
批
判
し
た
。

言
論
に
お
け
る
公
正
・
中
立
と
は
、
常
に
真
ん
中
に
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
多
く
の
企
業
メ
デ
ィ
ア
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
当
は

偏
っ
て
い
る
の
に
中
立
で
あ
る
と
嘘
を
つ
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
政
治
的
な
立
場
が
異
な
る
側
か
ら
の
批
判
や
そ
れ
に
よ
る
論
争
は
健

全
な
も
の
で
あ
る
。
社
会
全
体
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
様
々
な
見
解
が
競
い
合
う
べ
き
で
あ
る
。

言
論
に
お
け
る
完
全
な
公
正
・
中
立
は
幻
想
で
あ
る
。
公
正
な
言
論
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
標
榜
し
て
い
る
政
治
的
立
場
が
間
違
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
論
じ
合
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た

中
央
日
報
が
発
行
し
て
い
る
雑
誌
「
月
刊
中
央
」
は
、
〇
三
年
三
月
号
で
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
と
し
て
扱
い
、
見
出

し
を
〈
第
三
の
言
論
権
力
〉
と
付
け
た
。
ま
た
、
前
述
の
「
時
事
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
よ
る
世
論
調
査
で
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
年
、
影
響
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力
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
オ
代
表
は
、「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
」
と
忠
告
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
言
う
。
創
刊
当
時
四
人
だ
っ
た
常
勤
記
者
の
数
が
六
十
人
に
増
え
、
資
本
金
は
一
七
億
ウ
ォ
ン
に
達
し
、
毎
月
三
億
ウ
ォ
ン
の
資

金
が
必
要
で
あ
る
。「
大
き
く
な
る
と
資
金
運
用
の
た
め
に
妥
協
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
き
く
な
る
ほ
ど
力
が
強
く
な

り
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
そ
の
も
の
が
も
う
一
つ
の
権
力
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

確
か
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
三
万
五
千
人
の
会
員
を
持
ち
、
サ
イ
ト
を
訪
れ
る
人
は
一
日
百
万
人
に
至
る
巨
大
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
組
織

で
あ
る
。
し
か
し
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
一
カ
月
の
売
り
上
げ
は
三
億
ウ
ォ
ン
、
大
手
日
刊
紙
の
一
日
当
た
り
の
広
告
収
入
の
半
分
で
あ

る
。
そ
し
て
ま
だ
創
刊
し
て
五
年
足
ら
ず
の
新
生
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
オ
代
表
は
、「
資
本
主
義
社
会
の
中
で
持
続
可
能
な
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
を
作
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か
が
わ
か
っ
た
。
〇
二
年
か
ら
よ
う
や
く
黒
字
を
出
し
て
い
る
も
の
の
、

未
だ
に
広
告
収
入
が
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
生
き
残
る
た
め
に
は
広
告
に
頼
ら
な
い
収
益
構
造
を
作
る
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
」
と
述

べ
る
。「
こ
れ
以
上
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
忠
告
は
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
我
々
が
目
標
と
し
て
い
る
、
保
守
と
進
歩
の
バ
ラ

ン
ス
が
五
〇
対
五
〇
に
な
る
ま
で
に
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
も
っ
と
発
展
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

に
進
出
し
て
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
や
る
仕
事
は
多
い
」。

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
展
望

韓
国
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
次
々
と
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
成
功
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
実
践
の
場
と
し
て
確
立
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
肥
大
化
を
牽
制
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
現

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
世
の
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
人
間
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
既
存
の
メ
デ

ィ
ア
を
批
判
し
て
創
刊
さ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
�
既
存
�
に
と
ら
わ
れ
る
瞬
間
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
否
定
か
ら
出
発

す
る
メ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。�
既
存
�
に
と
ら
わ
れ
な
い
た
め
に
は
、
絶
え
ず
自
己
革
新
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
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る
。〇

四
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
オ
代
表
の
著
書
『
大
韓
民
国
特
産
品
・
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
』（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
出
版
）
に
は
、「
オ
ー
マ

イ
ニ
ュ
ー
ス
は
こ
れ
か
ら
『
第
三
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
』
を
目
指
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
持
っ
て
い
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
能

を
十
分
に
活
用
し
、
批
判
を
超
え
て
代
案
を
提
示
で
き
る
、
世
界
に
も
通
用
す
る
、
財
政
的
に
安
定
し
持
続
可
能
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ

デ
ィ
ア
を
目
標
と
し
進
ん
で
い
く
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
書
か
れ
て
い
る
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
っ
て
い
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
活
動
は
、
十
分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
成
功
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
変
革
を
求
め
る
世
界
市
民
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二

韓
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
と
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
制
度
廃
止

（
１
）
日
韓
に
あ
っ
た
記
者
ク
ラ
ブ
制
度

私
（
浅
野
、
以
下
同
じ
）
は
教
員
を
し
な
が
ら
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
も
し
て
お
り
、
一
昨
年
、
在

外
研
究
で
滞
在
し
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
英
首
相
の
記
者
会
見
な
ど
に
出
て
記
事
を
書
い
た
。
と
こ
ろ
が
東
京
で
は
、
小
泉

首
相
の
会
見
は
お
ろ
か
、
各
省
庁
が
行
う
記
者
会
見
な
ど
の
報
道
行
事
に
一
切
参
加
で
き
な
い
。
日
本
に
は
悪
名
高
い
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
制

度
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
の
会
員
以
外
は
排
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

本
誌
７０
号
《
田
中
康
夫
知
事
の
「
脱
・
記
者
ク
ラ
ブ
」
宣
言
と
「
表
現
セ
ン
タ
ー
」
の
意
義
》
で
詳
し
く
論
じ
た
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度

ノ

ム
ヒ
ョ
ン

が
あ
る
の
は
日
本
と
韓
国
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
で
は
〇
三
年
一
月
に
就
任
し
た
盧
武
鉉
大
統
領
の
政
策
で
、
中
央
官
庁
に
あ
っ

た
す
べ
て
の
記
者
室
が
廃
止
さ
れ
、
地
方
自
治
体
や
大
企
業
な
ど
で
も
記
者
ク
ラ
ブ
（
韓
国
で
は
記
者
団
と
呼
ば
れ
る
）
制
度
の
解
体
が
進

ん
で
い
る
。
韓
国
で
記
者
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
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韓
国
に
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
の
は
、
日
本
の
植
民
地
時
代
の
遺
物
で
あ
っ
た
。
韓
国
で
記
者
ク
ラ
ブ
廃
止
が
実
現
し
た
こ
と
を
日
本
人

（
７
）

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。
日
本
の
企
業
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
な
い
か
ら
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
ノ
リ
ミ
ツ
・
オ
ー
ニ
シ
東
京
支
局
長
（
日
系
カ
ナ
ダ
人
）
が
〇
四
年
六
月
一
三
日
付
で
、「
南
朝
鮮
が
プ

レ
ス
を
権
力
に
縛
り
付
け
て
い
た
絆
を
解
消
」
と
い
う
見
出
し
で
、
韓
国
に
お
い
て
政
府
と
報
道
機
関
の
癒
着
関
係
の
象
徴
だ
っ
た
記
者
ク

ラ
ブ
制
度
（the

press
club

system

）
が
急
速
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
伝
え
た
。
日
本
の
ソ
ウ
ル
特
派
員
は
い
っ
た
い
何
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

盧
大
統
領
は
民
主
党
常
任
顧
問
だ
っ
た
〇
一
年
一
二
月
、「
青
瓦
台
（
大
統
領
官
邸
）
の
記
者
室
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
な
ど
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
に
開
放
し
、
権
力
に
関
す
る
報
道
の
監
視
機
能
を
強
化
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
表
明
し
、
大
統
領
選
挙
の
公
約
の
一

つ
に
「
記
者
ク
ラ
ブ
解
体
」
を
掲
げ
当
選
。
大
統
領
就
任
直
後
に
、
青
瓦
台
（
大
統
領
官
邸
）
記
者
ク
ラ
ブ
を
廃
止
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

新
聞
記
者
な
ど
が
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
た
、
三
月
に
は
文
化
観
光
省
の
記
者
ク
ラ
ブ
が
な
く
な
り
、
全
省
庁
の
記
者
室
を
解
体
し
た
。

大
統
領
の
記
者
ク
ラ
ブ
廃
止
の
背
景
に
は
、
台
頭
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
市
民
記
者
や
地
方
紙
の
良
心
的
な
記
者
の
「
記
者
ク
ラ

ブ
」
と
の
長
い
闘
い
が
あ
っ
た
。

イ
ン
チ
ョ
ン

〇
一
年
三
月
二
八
日
、
仁
川
国
際
空
港
の
開
港
を
翌
日
に
控
え
開
か
れ
た
空
港
公
社
副
社
長
の
記
者
会
見
を
取
材
し
て
い
た
オ
ー
マ
イ
ニ

ュ
ー
ス
の
チ
ェ
・
キ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
記
者
が
、
空
港
記
者
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
記
者
会
見
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
チ
ェ
記
者
は
そ
の
翌
日

再
び
仁
川
国
際
空
港
の
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
出
入
り
を
試
み
た
。
前
日
と
同
様
、
そ
の
日
も
出
入
り
を
禁
止
さ
れ
、
記
者
は
そ
の
場
面
を
映
像

撮
影
し
読
者
に
公
開
し
た
。
同
時
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
企
画
記
事
と
し
て
記
者
ク
ラ
ブ
の
歴
史
や
問
題
点
を
扱
っ
た
お
よ
そ
一
五
件
の

記
事
を
集
中
的
に
掲
載
し
た
。
読
者
は
ま
る
で
自
分
の
事
の
よ
う
に
憤
怒
し
た
。
一
方
で
こ
れ
を
知
っ
た
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
お
よ
び
現
職
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
「
報
道
改
革
の
た
め
の
百
人
委
員
会
」
を
〇
一
年
四
月
六
日
に
発
足
さ
せ
、
漓
政
府
、
企
業
は
情
報
接
近
の
自
由
を

保
障
し
、
取
材
報
道
の
意
思
を
持
つ
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
へ
記
者
室
を
開
放
せ
よ
滷
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
理
不
尽
な
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慣
行
を
自
ら
改
善
せ
よ
澆
す
べ
て
の
市
民
団
体
、
学
会
は
、
す
べ
て
の
記
者
が
記
者
ク
ラ
ブ
を
改
善
し
、
自
由
な
取
材
競
争
を
行
う
よ
う
監

視
し
よ
う
―
な
ど
を
求
め
た
声
明
を
発
表
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
四
月
二
四
日
、「
記
者
団
や
記
者
室
が
、
権
力
と
報
道
界
の
談
合
、
癒
着
を
生
ん
で

い
る
。
記
者
室
問
題
が
何
度
も
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
法
廷
の
判
断
に
よ
り
論
争
を
終
わ
ら
せ
る
べ
き
だ
。
国
民
の
知
る
権
利
を
妨
害
し
て

き
た
記
者
ク
ラ
ブ
を
改
革
し
、
情
報
民
主
主
義
を
確
立
し
よ
う
」
な
ど
と
市
民
に
訴
え
た
見
解
を
発
表
し
、
市
民
、
識
者
の
意
見
を
聞
い

た
。
そ
の
上
で
、
五
月
四
日
、
仁
川
地
裁
に
「
仁
川
国
際
空
港
記
者
室
へ
の
出
入
り
、
取
材
に
対
す
る
妨
害
禁
止
の
仮
処
分
を
申
請
」
を
出

し
た
。

仁
川
地
裁
（
第
三
民
事
部
、
ク
ォ
ン
・
ス
ン
イ
ル
）
は
七
月
二
四
日
、「
仁
川
国
際
空
港
公
社
と
オ
・
ジ
ョ
ム
コ
ン
（
記
者
室
幹
事
）
は

記
者
ク
ラ
ブ
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
記
者
の
記
者
室
出
入
り
や
取
材
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
決
定
を
言
い
渡
し
た
。

東
亜
日
報
の
よ
う
な
大
手
新
聞
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
廃
止
を
全
面
的
に
歓
迎
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
九
九
年
か
ら
〇
二
年
ま
で
東
亜
日
報
の

シ
ム
キ
ュ
ソ
ン

東
京
特
派
員
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
経
営
戦
略
室
経
営
総
括
チ
ー
ム
長
沈
揆
先
さ
ん
は
、「
韓
国
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
日
本
か
ら
学
ん
だ
も
の

だ
か
ら
日
本
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
盧
武
鉉
大
統
領
に
な
っ
て
か
ら
変
わ
っ
た
」
と
述
べ
、
記
者
グ
ラ
ブ
の
廃
止
が
時
代
の
流

れ
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
。「
日
本
は
非
常
に
排
他
的
で
あ
る
。
韓
国
も
同
じ
く
排
他
的
だ
が
、
制
度
が
変
わ
っ
た
今
は
ネ
ッ
ト

新
聞
で
も
（
記
者
室
に
）
入
れ
る
。
週
刊
誌
も
月
刊
誌
も
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
抵
抗
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
改
革
は

必
然
だ
っ
た
と
思
う
。
日
本
で
も
今
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
改
革
が
少
し
ず
つ
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」。

キ
ム
・
デ
ジ
ュ
ン

一
方
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
オ
代
表
は
、
韓
国
で
の
記
者
ク
ラ
ブ
改
革
の
動
き
が
金
大
中
元
大
統
領
の
時
か
ら
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ

の
頃
は
オ
代
表
も
「
月
刊
マ
ル
」
に
い
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
改
革
の
声
を
出
し
て
い
た
の
も
月
刊
誌
・
週
刊
誌
の
記
者
で
あ
っ
た
。「
毎
日
記

者
ク
ラ
ブ
に
出
入
り
す
る
必
要
が
な
い
雑
誌
記
者
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
動
き
に
は
切
実
さ
が
十
分
に
込
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

独
立
ネ
ッ
ト
新
聞
の
登
場
・
活
躍
が
状
況
を
一
転
さ
せ
た
。
全
国
を
越
え
て
世
界
を
カ
バ
ー
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
新
聞
だ
か
ら
、
記
者
ク
ラ
ブ
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と
い
う
取
材
へ
の
障
壁
を
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

韓
国
で
記
者
ク
ラ
ブ
の
廃
止
を
働
き
か
け
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
新
聞
の
成
長
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
新
聞
を
成
長
さ
せ
た
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」

の
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
前
述
の
オ
ー
ニ
シ
記
者
も
「
民
主
化
す
る
中
で
、
韓
国
の
プ
レ
ス
は
ア
ジ
ア
で
最
も
権
力
に
厳
し
い
姿
勢
を
示
す

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
２
）
元
ク
ラ
ブ
員
が
支
持
す
る
記
者
ク
ラ
ブ
廃
止

〇
四
年
二
月
末
、
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
の
フ
ァ
ン
・
ス
ン
グ
記
者
（
教
育
省
担
当
）
の
案
内
で
、
ソ
ウ
ル
の
中
心
に
あ
る
韓
国
政
府
中
央
庁

舎
（
外
交
通
商
省
・
行
政
自
治
省
・
教
育
人
的
資
源
省
・
女
性
省
な
ど
が
入
っ
て
い
る
）
の
報
道
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
同
庁
舎
五
階
に
取

材
記
者
が
使
え
る
「
記
者
会
見
室
」「
記
事
送
稿
室
」「
記
者
休
憩
室
」
の
三
室
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
同
庁
舎
に
入
っ
て
い
る
各
省
庁
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
ス
ン
グ
記
者
は
、「
教
育
省
記
者
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
ク
ラ
ブ
が
〇
三
年
九
月

に
廃
止
さ
れ
た
。

政
府
の
国
政
広
報
省
に
記
者
登
録
す
れ
ば
、
誰
で
も
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
出
ら
れ
る
し
、
記
事
送
稿
室
も
使
え
る
。
以
前
は
、
教
育
省
記

者
団
に
入
っ
て
い
な
い
記
者
は
、
記
者
室
に
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
会
見
に
も
出
ら
れ
な
か
っ
た
。

記
者
団
時
代
に
は
三
六
人
の
記
者
が
い
た
が
、
い
ま
は
八
〇
人
を
超
え
て
い
る
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
記
者
が
多
数
入
っ
た
。

大
学
や
高
校
の
新
聞
部
、
市
民
運
動
の
機
関
紙
の
記
者
で
も
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
が
排
他
的
に
占
有
す

る
記
者
室
が
な
く
な
っ
た
の
だ
。

地
方
自
治
体
で
も
記
者
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
警
察
署
に
あ
る
記
者
ク
ラ
ブ
は
今
も
残
っ
て
い
る
が
、
労
働
団

体
、
市
民
組
織
な
ど
が
発
表
に
使
っ
て
い
る
。

韓
国
で
は
記
者
ク
ラ
ブ
廃
止
と
並
行
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
も
事
件
事
故
の
速
報
で
は
な
く
、
調
査
報
道
、
企
画
記
事
で
の
競
争
が
図
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ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
政
府
が
記
者
ク
ラ
ブ
の
廃
止
と
同
時
に
、
記
者
の
官
庁
の
執
務
室
へ
の
事
前
約
束
な
し
の
立
ち
入
り
禁
止

措
置
も
発
表
し
た
た
め
、「
取
材
の
制
約
」
だ
と
反
発
も
強
ま
っ
て
い
る
。

ス
ン
グ
記
者
が
所
属
す
る
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
は
、
一
九
八
八
年
に
、
市
民
が
株
主
に
な
っ
て
つ
く
っ
た
草
の
根
の
民
衆
新
聞
だ
。
ス
ン
グ

記
者
は
「
記
者
ク
ラ
ブ
が
な
く
な
り
、
登
録
さ
え
す
れ
ば
、
誰
で
も
自
由
に
報
道
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
べ
て
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
材
の
機
会
を
平
等
に
与
え
た
の
が
よ
か
っ
た
。
今
後
は
、
三
大
新
聞
の
独
占
状
態
を
打
破
す
る
こ
と
や
、
購
読
者
に
景
品
を
つ

け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
な
ど
の
報
道
改
革
が
望
ま
れ
る
」
と
述
べ
た
。

ソ
ウ
ル
に
本
社
の
あ
る
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
廃
止
に
つ
い
て
、「
解
体
よ
り
も
運
営
方
式
の
改
善
を
考
え
る
ほ
う
が
合
理
的

で
は
な
い
か
」（
元
世
界
日
報
編
集
局
長
）「
取
材
制
度
の
改
善
の
方
向
と
意
義
は
正
し
い
が
、
実
施
方
法
や
細
則
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
発
表

さ
れ
た
た
め
既
存
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
反
発
が
心
配
だ
」（
記
者
出
身
の
大
学
教
授
）
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
メ
デ
ィ
ア
は
時
代
の

変
化
と
市
民
の
要
求
に
こ
た
え
て
い
か
な
い
と
、
国
民
か
ら
背
を
向
け
ら
れ
て
し
ま
う
」（
民
主
言
論
運
動
市
民
連
合
）
な
ど
と
い
う
市
民

パ
ワ
ー
が
報
道
改
革
を
後
押
し
し
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
廃
止
が
実
現
し
た
。

韓
国
の
記
者
ク
ラ
ブ
問
題
に
つ
い
て
詳
し
い
延
世
大
学
ユ
ン
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
教
授
は
「
市
民
パ
ワ
ー
を
基
盤
に
し
て
勝
利
し
た
大
統
領
が

報
道
改
革
を
す
す
め
た
わ
け
だ
が
、
今
後
は
メ
デ
ィ
ア
界
が
、
多
様
な
言
論
を
保
障
す
る
よ
う
な
手
立
て
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
、
記
者
ク

ラ
ブ
廃
止
後
の
展
望
を
述
べ
る
。

（
３
）
日
本
に
お
け
る
記
者
ク
ラ
ブ
問
題

韓
国
で
記
者
ク
ラ
ブ
が
解
体
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
日
本
で
は
記
者
ク
ラ
ブ
は
長
野
県
と
鎌
倉
市
以
外
で
は
不
変
だ
。
長
野
県
庁
の
記
者

ク
ラ
ブ
廃
止
は
、
韓
国
と
同
じ
形
で
行
わ
れ
た
が
、
日
本
の
新
聞
・
通
信
社
は
長
野
方
式
を
非
難
し
、
無
視
し
て
き
た
。「
う
さ
ん
く
さ
い

記
者
が
入
っ
て
き
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
と
い
う
企
業
メ
デ
ィ
ア
擁
護
の
大
学
教
授
た
ち
の
暴
論
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
続
を
許
し
て
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い
る
。
日
本
に
特
有
な
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
は
、
厳
密
な
定
義
も
な
し
に
、「
外
国
に
も
記
者
ク
ラ
ブ
は
あ
る
」
と
論
じ
る
�
学
者
�
に
支
え

ら
れ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
衰
退
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
を
私
は
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
き
た
。

﹇
官
庁
や
大
企
業
を
取
材
す
る
大
手
の
報
道
機
関
の
常
駐
記
者
だ
け
が
メ
ン
バ
ー
に
な
り
記
者
室
を
独
占
的
に
使
用
し
、
記
者
会
見
な
ど

か
ら
ク
ラ
ブ
員
以
外
の
記
者
を
排
除
す
る
制
度
。
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
と
こ
れ
に
準
ず
る
報
道
機
関
の
記
者
に

限
ら
れ
、
ク
ラ
ブ
に
常
駐
で
き
る
こ
と
が
条
件
。
韓
国
に
も
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
は
、
日
本
の
植
民
地
当
時
の
名
残
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
九
六
年
四
月
、
鎌
倉
市
（
竹
内
謙
市
長
）
は
鎌
倉
記
者
会
に
便
宜
供
与
し
て
い
た
記
者
室
を
廃
止
し
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
。
〇
一
年
、
田
中
康
夫
長
野
県
知
事
が
県
庁
に
あ
っ
た
記
者
室
を
解
体
し
、「
表
現
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
以
外
、
記
者
ク
ラ
ブ

は
存
置
さ
れ
て
い
る
。﹈

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
記
者
ク
ラ
ブ

海
老
沢
勝
二
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
は
、
〇
三
年
三
月
二
七
日
、
参
議
院
総
務
委
員
会
で
日
本
共
産
党
の
八
田
ひ
ろ
子
議
員
（
当
時
）
が
、
米
英
の

イ
ラ
ク
侵
略
に
つ
い
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
姿
勢
を
質
し
た
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
今
度
の
イ
ラ
ク
戦
争
、
御
案
内
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
複
雑
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。
国
連
を
中
心
に
い
ろ
ん
な
交
渉
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ

れ
が
ま
と
ま
ら
な
い
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
が
武
力
行
使
を
し
た
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
社
会
で
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
国

に
よ
っ
て
も
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
ま
す
し
、
日
本
で
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
国
益
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
い
ろ
ん
な
意
見
が
今
飛
び
交
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
見
が
分
か
れ
た
中
で
、
我
々
報
道
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
、
こ
の
戦
争
が
ど
う
い
う
戦
争
な
の
か
、
ど
う
い
う
実
態

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
各
国
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
一
般
市
民
は
こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
受
け
取

っ
て
お
る
の
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
多
角
的
に
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
我
々
の
今
使
命
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
当
事
国
で
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
国
家
を
目
指
し
、
ど
こ
の
国
と
も
仲
良
く
し
よ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
の
が
日
本
の
国
の
方
針
だ
ろ
う
と
思
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っ
て
い
ま
す
。
我
々
も
そ
う
い
う
立
場
か
ら
、
先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
我
々
の
姿
勢
だ
け
で
は
な
く
て
世
界
の
主
な
国
の
、
あ
る
い
は
中
近

東
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ル
ダ
ン
放
送
と
か
い
ろ
ん
な
国
の
今
、
四
十
一
の
放
送
機
関
、
あ
る
い
は
通
信
社
系
の
映
像
会
社
か
ら
映
像
を
取
り
寄
せ
、
情
報
を

集
め
て
、
そ
れ
を
総
合
的
に
判
断
し
て
放
送
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
私
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
最
も
世
界
で
公
平
な
偏
ら
な
い
放
送
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
お
り
ま
す
し
、
一
部
を
見
て
い
ろ
い
ろ
論
評
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
十
四
時
間
放
送
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
き

ち
っ
と
し
た
視
点
で
見
て
も
ら
え
ば
、
私
は
、
世
界
で
最
も
公
平
な
扱
い
を
し
て
国
民
の
判
断
に
な
る
よ
う
な
実
態
を
放
送
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

今
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
々
も
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
戦
争
が
終
結
し
、
中
東
に
平
和
が
よ
み
が
え
り
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ラ
ク
を
中
心

と
し
た
中
近
東
問
題
が
解
決
に
向
か
う
こ
と
を
願
っ
て
お
る
こ
と
は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
我
々
と
し
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
い
う
現
実
に
目
を
背
け
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
し
、
現
実
は
現
実
と
し
て
報
道
す
る
の
が
我
々
の

使
命
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」

手
嶋
龍
二
・
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
の
リ
ポ
ー
ト
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
、
海
老
沢
会
長
の
こ
の
発
言
が
大
嘘
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ラ
ク
報
道
は
、
マ
ー
ド
ッ
ク
資
本
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
―
Ｔ
Ｖ
と
酷
似
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
な
ど
よ
り
も
ブ
ッ
シ
ュ
寄
り

だ
。「
世
界
で
最
も
公
平
」
な
ど
と
言
え
る
は
ず
が
な
い
。
英
国
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や
独
仏
の
公
共
放
送
の
方
が
よ
ほ
ど
フ
ェ
ア
な
報
道
を
展
開
し

て
い
る
。

日
本
は
米
英
の
国
際
法
違
反
の
「
戦
争
」
の
当
事
者
で
あ
り
、
い
ま
や
多
国
籍
軍
に
参
戦
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
イ
ラ
ク
・
サ
マ
ワ
へ
派

兵
さ
れ
た
自
衛
隊
と
い
う
名
の
日
本
軍
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
際
、「
イ
ラ
ク
で
人
道
復
興
支
援
活
動
を
し
て
い
る
日
本
の
自
衛

隊
は
・
・
・
」
と
頭
で
必
ず
表
現
す
る
。
自
衛
隊
が
米
兵
を
輸
送
し
、
米
軍
機
に
給
油
し
、
米
軍
の
指
揮
権
下
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
隠

蔽
し
て
い
る
。

会
長
の
国
会
参
考
人
審
議
を
生
中
継
し
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ

そ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
今
年
七
月
『
週
刊
文
春
』
に
よ
る
調
査
報
道
で
発
覚
し
た
番
組
制
作
費
不
正
支
出
に
端
を
発
し
た
一
連
の
事
件
に
つ
い
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て
、
企
業
メ
デ
ィ
ア
は
「
不
祥
事
」
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
な
る
「
不
祥
事
」
で
は
な
く
、
北
海
道
警
察
本
部
の
組
織
的
な

犯
罪
と
同
様
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
体
質
が
生
み
出
し
た
構
造
的
な
不
正
、
裏
金
作
り
で
あ
る
。
元
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
制
作
費
不
正

流
用
が
発
覚
し
た
直
後
に
、
関
根
昭
義
Ｎ
Ｈ
Ｋ
専
務
理
事
は
、「
個
人
的
な
問
題
」
と
言
い
放
っ
た
。
こ
う
し
た
傲
慢
な
姿
勢
こ
そ
が
問
題

な
の
だ
。

衆
院
総
務
委
員
会
は
九
月
九
日
、
海
老
沢
勝
二
会
長
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
七
人
を
参
考
人
招
致
し
、
約
三
時
間
余
り
に
わ
た
り
質
疑
を
交
わ
し

た
。私

は
こ
の
委
員
会
審
議
を
取
材
し
た
い
と
考
え
、
衆
議
院
警
務
部
の
報
道
係
と
記
章
係
の
当
局
者
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
が
、「
国
会

記
者
章
を
持
っ
て
い
な
い
記
者
は
取
材
で
き
な
い
。
傍
聴
は
議
員
紹
介
な
ど
で
で
き
る
」
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。

国
会
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
国
民
が
知
る
場
合
、「
傍
聴
」
と
「
取
材
」
を
区
別
す
る
根
拠
は
何
か
と
質
し
た
が
、
納
得
の
い
く
説

明
は
な
か
っ
た
。
国
会
記
者
章
を
も
て
る
の
は
新
聞
協
会
加
盟
社
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
手
報
道
機
関
と
政
党
機
関
紙
の
記
者
に
限
ら
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
八
月
二
七
日
、
河
野
洋
平
衆
議
院
議
長
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
。

﹇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
市
民
の
受
信
料
で
運
営
さ
れ
て
い
る
公
的
な
性
格
が
強
い
公
共
放
送
で
あ
り
、
国
会
の
場
で
、
元
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

よ
る
番
組
制
作
費
の
不
正
支
出
な
ど
の
違
法
、
不
当
な
事
件
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
の
解
明
が
必
要
で
す
。

「
記
者
ク
ラ
ブ
」
に
属
し
て
い
る
記
者
た
ち
だ
け
が
、
こ
の
委
員
会
を
取
材
す
る
と
い
う
の
は
「
知
る
権
利
」
の
侵
害
で
あ
り
、
大
手
報

道
機
関
記
者
と
フ
リ
ー
を
差
別
す
る
不
当
な
制
度
で
す
。「
記
者
ク
ラ
ブ
」＝
プ
レ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
者
ク
ラ
ブ
と
だ
け
対
応
す
る
と

い
う
慣
習
を
打
ち
破
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
に
し
か
な
い
「
記
者
ク
ラ
ブ
」（
韓
国
で
は
昨
年
初
め
、
中
央
官
庁
で
完
全
廃
止
）
を
な
く
す
た
め
に
も
、
私
の
取
材
を
認
め
て
く

だ
さ
い
。﹈
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九
月
一
日
付
で
、
衆
議
院
秘
書
課
か
ら
、
総
務
委
員
会
の
取
材
は
「
御
希
望
に
は
添
え
ま
せ
ん
」
と
い
う
内
容
の
回
答
が
あ
っ
た
。
理
由

は
《
別
紙
「
回
答
」》
に
あ
り
、
傍
聴
に
関
す
る
衆
議
院
規
則
第
二
二
一
条
か
ら
二
三
二
条
に
、
漓
傍
聴
席
に
新
聞
記
者
席
を
設
け
る
滷
新

聞
通
信
社
の
た
め
一
会
期
を
通
ず
る
傍
聴
章
を
交
付
す
る
こ
と
│
│
と
の
規
定
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
回
答
」
は
、《「
知
る
権
利
」
の
概
念
は
明
確
と
は
言
え
な
い
。》
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
衆
議
院
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
、
衆
議
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
審
議
中
継
も
行
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
全
く
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
に
日
本
新
聞
協
会
を
中
心
と
す
る
古
典
的
報
道
機
関
だ
け
を
「
新
聞
記
者
」

「
新
聞
通
信
社
」
と
規
定
し
、
運
用
し
て
い
る
の
が
時
代
遅
れ
な
の
だ
。

結
局
、
取
材
は
断
念
し
、
反
対
党
議
員
の
紹
介
で
傍
聴
し
た
。

九
日
午
後
一
時
、
衆
院
第
一
五
委
員
会
室
で
参
考
人
招
致
が
始
ま
っ
た
。
委
員
会
の
開
始
時
間
に
着
席
し
て
い
た
委
員
は
半
数
以
下
。
遅

れ
て
く
る
委
員
た
ち
は
、
に
や
に
や
し
て
い
る
。

隣
の
委
員
と
お
し
ゃ
べ
り
に
熱
中
し
て
い
る
議
員
が
ほ
と
ん
ど
で
、
野
田
聖
子
議
員
ら
は
居
眠
り
だ
。

公
金
で
あ
る
受
信
料
が
不
当
に
使
わ
れ
て
い
る
問
題
な
の
に
、
議
員
た
ち
は
感
情
を
ほ
と
ん
ど
表
わ
さ
な
い
。「
記
者
席
」
の
報
道
関
係

者
も
無
表
情
で
無
機
質
だ
っ
た
。

い
つ
も
は
保
守
政
治
家
の
よ
う
に
威
勢
の
い
い
海
老
沢
会
長
も
、
目
が
う
つ
ろ
で
、
冒
頭
で
の
謝
罪
表
明
も
ぼ
そ
ぼ
そ
言
っ
て
い
て
、
よ

く
聞
き
取
れ
な
い
。「
お
と
と
い
、
私
を
長
と
す
る
コ
ン
プ
ラ
、
ラ
ア
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ホ
、
ホ
ウ
レ
イ
ジ
ュ
ン
シ
ュ
委
員
会
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
」。「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）」
の
発
音
も
で
き
な
か
っ
た
。
答
弁
も
七
日
に
公
表
し
た
調
査
報
告
書
の
内
容
を
棒

読
み
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
会
長
こ
そ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
。

「
週
刊
新
潮
」
が
（
〇
四
年
八
月
一
二
・
一
九
日
号
）
ス
ク
ー
プ
し
た
前
ソ
ウ
ル
支
局
長
の
経
理
処
理
に
つ
い
て
は
、
前
回
赴
任
し
て
い

た
九
三
年
か
ら
四
年
間
、
上
乗
せ
し
た
額
の
領
収
書
を
外
部
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
作
ら
せ
精
算
し
、
そ
の
不
正
経
理
額
は
約
四
四
〇
〇
万
円
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に
の
ぼ
る
。

民
主
党
議
員
ら
が
、「
元
支
局
長
に
な
ぜ
弁
済
を
求
め
な
い
の
か
」「
な
ぜ
懲
戒
解
雇
で
は
な
い
の
か
」
と
聞
い
た
が
、「
元
支
局
長
が
出

入
り
し
た
店
な
ど
を
調
査
し
た
が
、
す
べ
て
取
材
活
動
に
使
い
、
私
的
な
流
用
は
な
か
っ
た
」「
管
理
職
で
な
く
一
般
職
員
だ
か
ら
」
な
ど

と
答
弁
し
た
。
ソ
ウ
ル
支
局
長
を
二
度
も
経
験
し
た
職
員
が
「
一
般
職
員
」
と
言
え
る
の
か
。

「
再
び
支
局
長
に
し
た
の
は
非
常
識
で
は
な
い
か
」
と
い
う
追
及
に
は
、
関
根
・
専
務
理
事
が
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
で
も
韓
国
や
北
朝
鮮
の
専

門
家
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
ハ
ン
グ
ル
に
精
通
し
、
情
報
源
も
多
く
あ
る
」
と
答
え
た
。
う
そ
を
つ
く
な
と
思
っ

た
。
議
員
は
「
芸
能
は
不
正
支
出
で
、
報
道
は
す
べ
て
取
材
に
使
っ
た
と
い
う
の
は
お
か
し
い
」
と
批
判
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
幹
部
が
飲
食
店

な
ど
を
調
査
し
て
も
真
実
な
ど
分
か
る
は
ず
が
な
い
。

「
週
刊
新
潮
」
記
事
は
、
ト
ン
ネ
ル
会
社
で
裏
金
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
の
は
、
問
題
の
元
支
局
長
の
前
任
者
、
佐
藤
俊
夫
・

（
８
）

国
際
局
長
で
あ
る
こ
と
を
顕
名
で
告
発
し
て
い
る
。

佐
藤
局
長
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
支
局
長
時
代
に
、
坂
本
�
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
局
長
の
助
手
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
助
手
が
告
発
し
た
「
や
ら

せ
爆
弾
漁
」（
一
九
九
七
年
八
月
）
を
隠
蔽
し
た
人
物
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
始
ま
っ
た
「
現
代
」（
講
談
社
）
民
事
裁
判
で
、
フ
ラ
ン
ス
氏
を

非
難
す
る
陳
述
書
を
提
出
し
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
裁
判
当
時
、
国
際
部
長
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
の
実
質
的
な
中
心
人
物
で
口
頭
弁
論
を
欠
か
さ
ず
傍

聴
し
訴
訟
の
進
行
を
喜
田
村
洋
一
弁
護
士
と
共
に
仕
切
っ
て
い
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
こ
の
日
の
委
員
会
を
中
継
し
な
か
っ
た
。
辻
元
清
美
氏
の
参
考
人
招
致
の
際
に
見
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
て
み
た
い
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
総
合
テ
レ
ビ
で
総
務
委
員
会
の
質
疑
の
模
様
を
四
〇
分
に
編
集
し
て
放
送
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
会
社
が
番

組
イ
ベ
ン
ト
に
絡
ん
で
、
寄
付
金
を
集
め
た
問
題
や
、
海
老
沢
氏
に
会
長
辞
任
を
求
め
る
シ
ー
ン
な
ど
重
要
な
場
面
は
ほ
と
ん
ど
カ
ッ
ト
し

て
い
た
。
歴
史
の
捏
造
で
あ
る
。

新
聞
各
紙
の
報
道
も
地
味
で
、
海
老
沢
会
長
の
辞
任
を
求
め
る
論
説
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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週
刊
誌
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
犯
罪
を
引
き
続
き
取
材
・
報
道
し
て
い
る
。
特
に
「
週
刊
現
代
」
は
海
老
沢
会
長
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
と
の
関
係

や
、
息
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
メ
ラ
パ
ー
ソ
ン
を
し
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
た
。

九
月
一
七
日
に
施
行
さ
れ
た
国
民
保
護
法
の
施
行
令
で
、「
日
本
有
事
」
の
際
の
国
民
の
避
難
・
救
援
の
た
め
、
協
力
を
求
め
ら
れ
る
指

定
公
共
機
関
と
し
て
、
放
送
二
〇
法
人
を
含
む
一
六
〇
法
人
が
決
ま
っ
た
。
指
定
さ
れ
た
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
民
放
は
、「
日
本
有
事
」

の
際
の
国
民
の
避
難
・
救
援
の
た
め
、「
警
報
、
避
難
の
指
示
、
緊
急
通
報
を
放
送
す
る
こ
と
」
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

民
放
は
「
報
道
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
」
と
し
て
指
定
に
反
対
し
て
き
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
早
々
と
「
反
対
し
な
い
」（
三
月
三
〇
日
、
衆

院
総
務
委
員
会
の
海
老
沢
会
長
発
言
）
と
容
認
し
て
き
た
。
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
死
を
意
味
す
る
悪
法
に
反
対
も
し
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
解

散
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
労
働
組
合
で
あ
る
日
本
放
送
労
働
組
合
（
日
放
労
）
は
一
一
月
九
日
海
老
沢
会
長
の
辞
任
を
求
め
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
は
「
労
使
交
渉
に
な
じ
ま
な
い
」
と
し
て
要
求
を
拒
否
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
質
問
に
答
え
な
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
に
も
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
」
と
い
う
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
浅
野
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、

〇
三
年
一
月
二
五
日
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
の
幹
事
社
（
フ
ァ
ク
ス
〇
三
―
三
四
八
一
―
一
四
六
五
）
に
記
者
会
へ
の
入
会
申
請
と
質

問
を
し
た
文
書
を
送
っ
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
現
在
の
規
約
を
教
え
て
ほ
し
い
と
求
め
た
。
当
時
の
幹
事
社
で
あ
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
報
知
」
記
者

の
平
辻
哲
也
氏
に
も
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
う
え
で
、
文
書
を
送
付
し
た
。

本
書
送
付
か
ら
一
年
一
〇
ヵ
月
も
た
つ
が
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
か
ら
は
何
の
回
答
も
な
い
。

〇
三
年
一
月
三
一
日
、
海
老
沢
勝
二
・
日
本
放
送
協
会
会
長
、
畠
山
博
治
広
報
局
長
に
も
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番

組
に
数
回
出
演
し
た
ほ
か
、
研
修
会
な
ど
の
講
師
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
た
。

市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
連
帯

―３０―



﹇
貴
協
会
の
建
物
の
中
に
あ
る
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
（
以
下
、
記
者
会
）
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
先
日
、
当
時
の
記
者
会
幹
事
社
で
あ
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
報
知
」
の
平
辻
哲
也
氏
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
に
あ
り
ま
す
「
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
記
者
会
」
に
本
年
六
月
か
ら
入
会
し
た
く
、
そ
の
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
一
月
二
五
日
に
文
書
で
質
問
し
ま
し
た
。

平
辻
氏
の
電
話
で
の
説
明
で
は
、「
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
年
）
九
月
一
八
日
に
制
定
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
の
規
約
で
は
、
同
ク
ラ
ブ

は
日
本
新
聞
協
会
に
加
盟
す
る
報
道
機
関
の
記
者
の
『
親
睦
組
織
』
で
あ
り
、
規
定
に
従
う
と
、
個
人
で
は
入
会
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
新
聞
協
会
は
昨
年
一
月
二
三
日
に
全
国
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
基
本
指
針
と
な
る
見
解
を
四
年
ぶ
り
に
改
定
し
た
新
見
解
を
ま

と
め
ま
し
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
を
「
取
材
拠
点
」
と
し
て
い
た
前
見
解
（
一
九
九
七
年
）
か
ら
、「
取
材
・
報
道
の
た
め
の
自
主
的
な
組
織
」
と
位
置
付

け
、「
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
と
こ
れ
に
準
ず
る
報
道
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
記
者
な
ど
」
が
加
入
で
き
る
と
規
定
し
ま
し
た
。「
記
者
な
ど
」
の
「
な

ど
」
に
当
た
る
の
は
、「
一
定
の
業
績
が
あ
り
、
報
道
倫
理
を
守
る
な
ど
一
定
の
条
件
を
備
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
記
者
室
は
「
公
的
機
関
の
情
報
を
報
道
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
」
と
位
置
付
け
、
組
織
と
し
て
の
記
者
ク
ラ
ブ
と
は
別
で
あ
る
こ

と
を
初
め
て
明
確
に
し
、「
記
者
室
を
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
の
み
が
使
う
理
由
は
な
い
」
と
断
言
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
見
解
は
全
国
の
報
道
機
関
、
官
庁
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
配
布
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

記
者
会
は
、
二
九
年
前
の
「
親
睦
団
体
」
と
い
う
規
定
を
い
ま
だ
に
変
え
て
い
な
い
の
が
非
常
に
不
思
議
で
す
。

私
、
浅
野
健
一
は
共
同
通
信
記
者
を
二
二
年
間
務
め
、
そ
の
う
ち
の
六
年
半
勤
務
し
た
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
企
画
部
時
代
に
は
放
送
局
へ
ニ
ュ
ー
ス

・
音
声
を
配
信
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
移
っ
た
後
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。「
一
定
の
業
績
が
あ
り
、
報
道
倫
理

を
守
る
な
ど
一
定
の
条
件
を
備
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
し
て
の
資
格
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
六
月
か
ら
記
者
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
申
請
し
て
お
り
ま
す
。
記
者
会
に
は
、
入
会
の
た
め
に
必
要
な
手
続
き
を
尋
ね
て
お
り
ま
す
。

記
者
会
に
建
物
の
中
の
一
室
を
提
供
し
て
い
る
貴
協
会
に
質
問
し
ま
す
。
回
答
は
、
私
の
教
育
研
究
に
生
か
す
と
と
も
に
、
私
の
大
学
の
Ｈ
Ｐ
、
雑

誌
、
新
聞
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

以
下
質
問
で
す
。

１

貴
協
会
の
所
有
・
管
理
す
る
建
物
の
一
部
を
記
者
会
に
独
占
使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
記
者
会
と
の
間
で
何
か
協
定
か
、
文
書
を
取
り

交
わ
し
て
い
ま
す
か
。
文
書
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
コ
ピ
ー
を
く
だ
さ
い
。

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
に
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
以
外
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
は
あ
り
ま
す
か
。
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３

新
聞
協
会
は
、「
二
〇
〇
二
年
一
月
二
三
日
開
催
の
日
本
新
聞
協
会
理
事
会
の
了
承
を
得
て
、
会
員
各
社
、
全
国
公
共
機
関
（
中
央
官
庁
、
都
道
府

県
な
ら
び
に
警
察
本
部
な
ど
）、
各
記
者
ク
ラ
ブ
な
ど
に
連
絡
、
周
知
す
る
こ
と
と
し
た
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
貴
教
会
に
は
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

か
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
新
見
解
が
出
た
こ
と
で
、
貴
協
会
と
記
者
会
と
の
間
で
、
何
か
協
議
し
ま
し
た
か
。

４

現
在
、
記
者
会
の
加
盟
報
道
機
関
名
、
加
盟
記
者
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
記
者
会
の
使
用
し
て
い
る
「
記
者
室
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
の
建
物
の
何

階
に
あ
る
の
か
、
そ
の
全
体
の
広
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
記
者
会
の
世
話
を
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
（
専
任
、
兼
任
）
は
い
ま
す
か
。
記
者
会
の
部
屋
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
い
く
ら
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。

５

現
在
、
記
者
会
の
看
板
、
表
札
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
新
聞
協
会
の
新
見
解
で
は
記
者
室
と
記
者
ク
ラ
ブ
を
別
に
し
て
考
え
て
い
ま
す
が
、

貴
協
会
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

６

記
者
会
が
現
在
使
っ
て
い
る
「
記
者
室
」
に
記
者
会
以
外
の
メ
ン
バ
ー
（
加
盟
社
で
あ
っ
て
も
貴
記
者
会
に
入
っ
て
い
な
い
記
者
や
、
フ
リ
ー
な

ど
ク
ラ
ブ
加
盟
社
以
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
取
材
・
報
道
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
そ
う
い
う
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
貴
協
会
は

ど
う
い
う
手
続
き
を
と
っ
て
き
ま
し
た
か
。

７

記
者
会
以
外
の
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
の
記
者
が
、
記
者
室
に
入
っ
て
取
材
し
た
い
と
要
請
し
た
場
合
、
ど
う
し
ま
す
か
。
実
例
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

８

見
解
の
い
う
「
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
に
準
ず
る
報
道
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
記
者
な
ど
」
の
「
な
ど
」
に
当
た
る
記
者
、
研
究
者
、
市
民
が
記

者
室
を
使
い
た
い
と
言
っ
て
来
た
場
合
に
ど
う
対
応
し
ま
す
か
。

９

記
者
室
に
表
現
者
（
長
野
県
で
は
表
現
セ
ン
タ
ー
を
使
う
人
の
こ
と
）
で
あ
る
市
民
が
行
き
た
い
場
合
、
ど
う
い
う
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

１０

新
見
解
は
、「
記
者
室
利
用
に
付
随
し
て
生
じ
る
諸
経
費
に
つ
い
て
は
、
実
情
に
応
じ
て
実
費
を
負
担
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
貴
協
会
は
記

者
会
の
経
費
に
つ
い
て
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。
東
京
都
は
二
〇
〇
一
年
九
月
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
含
め
て
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
社
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
と
っ
て
い
ま
す
。

１１

新
見
解
は
「
公
的
機
関
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
か
か
わ
る
記
者
会
見
は
、
ク
ラ
ブ
構
成
員
以
外
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
よ
り
開
か
れ
た
記
者
会
見
を
記

者
ク
ラ
ブ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
追
求
し
て
い
く
べ
き
」
と
し
て
い
ま
す
。
貴
協
会
会
長
が
毎
月
第
一
木
曜
日
に
行
っ
て
い
る
会
見
な
ど
に
、
記
者
会
構

成
員
以
外
も
参
加
で
き
ま
す
か
。
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
場
合
で
、
ど
う
い
う
人
で
し
ょ
う
か
。
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１２

記
者
会
で
団
体
や
個
人
が
記
者
会
見
を
し
た
い
場
合
に
ど
う
い
う
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。
庁
舎
管
理
権
は
貴
協
会
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
が
過
去
に
あ
り
ま
し
た
か
。

以
上
一
二
点
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。「
記
者
ク
ラ
ブ
」
が
真
に
市
民＝

読
者
・
視
聴
者
に
開
か
れ
た
も
の
に
な
る
に
は
、
ま
ず
「
記
者
ク
ラ
ブ
」

に
関
す
る
情
報
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
で
す
。「
記
者
ク
ラ
ブ
」
に
関
す
る
情
報
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
人
民
の
権
益
と
関
心
」（public

interest

）
に
か
か

わ
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
す
み
ま
せ
ん
が
、
二
月
六
日
午
後
六
時
ま
で
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。﹈

末
尾
に
【
参
考
資
料
】
と
し
て
新
聞
協
会
が
二
〇
〇
二
年
一
月
二
三
日
、
全
国
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
基
本
指
針
と
な
る
新
見
解
を
ま
と
め
た

文
書
を
付
け
た
。
ま
た
新
聞
労
連
も
〇
二
年
二
月
八
日
、
独
自
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
改
革
案
を
発
表
し
た
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
見
開
催
権

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
な
ど
、
〇
一
年
五
月
の
田
中
康
夫
長
野
県
知
事
の
脱
・「
記
者
ク
ラ
ブ
」
宣
言
を
受
け
て
改
革
案
を
示
し
て
い
る
。

新
見
解
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
「
開
か
れ
た
存
在
」
を
強
調
し
、「
取
材
拠
点
」
か
ら
「
取
材
・
報
道
の
た
め
の
自
主
的
な
組
織
」「
公
的
機

関
を
継
続
的
に
取
材
す
る
た
め
の
自
主
的
な
組
織
」
と
位
置
付
け
た
。

新
見
解
で
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
「
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
と
こ
れ
に
準
ず
る
報
道
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
記
者
な
ど
」
で
構
成
さ
れ
る
と

規
定
し
、
協
会
加
盟
社
の
記
者
の
み
な
ら
ず
、
一
定
の
業
績
が
あ
り
、
報
道
倫
理
を
守
る
な
ど
一
定
の
条
件
を
備
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

も
門
戸
を
開
い
た
。
ク
ラ
ブ
の
役
割
・
機
能
は
、
取
材
・
報
道
活
動
が
記
者
個
人
の
努
力
を
前
提
と
し
た
自
由
な
競
争
が
基
本
と
し
た
上

で
、
公
的
情
報
の
的
確
・
迅
速
な
報
道
▽
公
権
力
の
行
使
を
監
視
し
、
一
層
の
情
報
公
開
を
迫
る
▽
誘
拐
事
件
な
ど
人
命
・
人
権
を
優
先
す

る
た
め
の
取
材
・
報
道
の
調
整
▽
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
の
共
同
の
窓
口
│
│
の
四
項
目
と
し
た
。

記
者
室
は
「
公
的
機
関
の
情
報
を
報
道
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
」
と
位
置
付
け
、
組
織
と
し
て
の
記
者
ク
ラ
ブ
と
は
別
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
。
記
者
室
の
設
置
は
、
公
的
機
関
の
説
明
責
任
と
情
報
開
示
義
務
の
観
点
か
ら
「
行
政
の
責
務
」
と
し
、「
記
者
室
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
組
織
と
し
て
の
記
者
ク
ラ
ブ
と
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
記
者
室
は
別
個
の
存
在
と
い
う
立
場
か
ら
、
記
者
ク
ラ
ブ
以
上
に
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開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
」「
記
者
室
を
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
の
み
が
使
う
理
由
は
な
い
。
取
材
の
継
続
性
な
ど

に
よ
る
必
要
度
の
違
い
も
勘
案
し
な
が
ら
、
適
正
な
利
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
記
者
ク
ラ
ブ
構
成
員
を
含
む
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
広
く
開
放
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

さ
ら
に
「
記
者
室
が
公
有
財
産
の
目
的
外
使
用
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
、
裁
判
所
の
判
決
や
旧
大
蔵
省
通
達
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
利
用
に
付
随
し
て
か
か
る
諸
経
費
に
つ
い
て
は
、
報
道
側
が
応
分
の
負
担
を
す
べ
き
だ
。
利
用
に
付
随
す
る
諸
経
費
は
応
分
の
負
担

を
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

し

い

記
者
会
見
は
、
ク
ラ
ブ
主
催
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
公
的
機
関
側
の
主
催
を
一
律
に
は
否
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
公
的
機
関
の
恣
意
的

な
運
用
を
防
ぐ
た
め
、
ク
ラ
ブ
側
が
会
見
を
主
催
す
る
重
要
性
を
指
摘
。
各
ク
ラ
ブ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
「
よ
り
開
か
れ
た
会
見
」
を
追
求

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

新
聞
協
会
は
「
批
判
に
も
謙
虚
に
耳
を
傾
け
た
。
信
頼
さ
れ
る
記
者
ク
ラ
ブ
を
実
現
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

「
記
者
ク
ラ
ブ
」
は
日
本
と
韓
国
に
し
か
な
い
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
、
一
九
九
六
年
に
鎌
倉
市
の
竹
内
市
長
が
記
者
ク
ラ
ブ
の
代

わ
り
に
広
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
田
中
康
夫
長
野
が
〇
一
年
六
月
に
「
脱
・
記
者
ク
ラ
ブ
宣
言
」
を
発
表
、
同
年
六
月
、
石
原
東

京
都
知
事
が
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
し
記
者
室
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
と
発
表
し
て
そ
の
後
撤
回
す
る
な
ど
、
様
々
な
議
論
が
あ
っ
た
。

新
聞
協
会
の
Ｈ
Ｐ
は
、
新
見
解
の
主
な
改
定
内
容
を
次
の
五
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。

《（
１
）
記
者
ク
ラ
ブ
の
位
置
付
け
を
「
取
材
拠
点
」「
取
材
の
た
め
の
組
織
」
か
ら
、
新
見
解
で
は
、
性
格
を
よ
り
明
確
に
し
、「
記
者
室
」
と
の
概
念

の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
公
的
機
関
な
ど
を
継
続
的
に
取
材
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
取
材
・
報
道
の
た
め
の
自
主
的
な

組
織
」
と
し
た
。

（
２
）
九
七
年
見
解
の
原
則
を
引
き
継
ぎ
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
「
開
か
れ
た
存
在
」
で
あ
り
、「
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
と
こ
れ
に
準
ず
る
報
道
機
関
か
ら

派
遣
さ
れ
た
記
者
な
ど
」
で
構
成
す
る
も
の
と
し
、
報
道
活
動
に
長
く
携
わ
り
一
定
の
実
績
を
有
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
も
門
戸
は
開
か
れ
る
べ
き
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と
し
た
。
加
盟
す
る
要
件
と
し
て
、（
１
）
報
道
と
い
う
公
共
的
な
目
的
を
共
有
、（
２
）
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
一
定
の
責
任
を
負
う
、（
３
）
報
道
倫
理
の

厳
守
、
を
挙
げ
、
な
か
で
も
新
聞
倫
理
綱
領
で
定
め
る
報
道
倫
理
の
厳
守
を
強
く
求
め
る
も
の
と
し
た
。

し

い

（
３
）
公
的
機
関
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
か
か
わ
る
記
者
会
見
は
、
公
的
機
関
側
の
恣
意
的
な
運
用
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
強
調
、
ネ
ッ
ト
社
会
到
来
と
い
う
時
代
状
況
を
踏
ま
え
公
的
機
関
が
主
催
す
る
記
者
会
見
を
一
律
に
否
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
ク
ラ
ブ
構
成
員
以
外
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
よ
り
開
か
れ
た
記
者
会
見
を
記
者
ク
ラ
ブ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
追
求
し
て
い
く
べ
き
と
し
た
。

（
４
）
記
者
室
は
、
報
道
機
関
と
公
的
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
で
あ
る
「
国
民
の
知
る
権
利
に
応
え
る
」
た
め
に
必
要
な
、
公
的
機
関
内
に
設
け
ら
れ
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
た
。
九
七
年
見
解
で
は
、
記
者
室
の
設
置
・
提
供
を
報
道
機
関
側
が
公
的
機
関
に
要
求
で
き
る
権
利
と

し
て
い
た
が
、
新
見
解
で
は
公
的
機
関
の
「
行
政
上
の
責
務
」
と
し
、
公
的
機
関
が
情
報
開
示
義
務
と
説
明
責
任
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
果
た
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

（
５
）
記
者
室
利
用
に
付
随
し
て
生
じ
る
諸
経
費
に
つ
い
て
は
、
実
情
に
応
じ
て
実
費
を
負
担
す
る
記
者
ク
ラ
ブ
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
見
解
で

は
「
報
道
側
が
応
分
の
負
担
を
す
る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
確
認
し
た
。》

（
４
）
Ｅ
Ｕ
の
要
求
を
「
誤
解
」「
偏
見
」
と
非
難
し
た
日
本
新
聞
協
会

日
本
で
は
記
者
ク
ラ
ブ
が
実
際
に
ど
う
い
う
犯
罪
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
知
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
と
制
度
を
支
え
る
日
本
新
聞
協
会
に
と
っ
て
思
わ
ぬ
挑
戦
者
が
現
れ
た
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

行
政
機
関
、
欧
州
委
員
会
が
〇
二
年
と
〇
三
年
に
連
続
し
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
撤
廃
を
日
本
政
府
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
も

一
部
新
聞
が
小
さ
く
報
道
し
た
だ
け
だ
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
欧
州
委
員
会
は
〇
二
年
一
一
月
二
五
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
日
本
政
府
と
の
「
日
・
Ｅ
Ｕ
規
制
改
革
対
話
」
で
、
日

本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
制
度
は
外
国
の
報
道
機
関
を
不
当
に
差
別
し
て
い
る
な
ど
と
し
て
改
善
を
求
め
た
。
欧
州
委
員
会
は
〇
三
年
一
一
月

一
四
日
開
催
の
「
規
制
改
革
に
関
す
る
日
・
Ｅ
Ｕ
高
級
事
務
レ
ベ
ル
協
議
」
で
も
前
年
に
引
き
続
き
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
撤
廃
を
申
し
入
れ

た
。
提
案
は
二
つ
あ
り
、
新
聞
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
全
文
を
読
め
る
。
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以
下
は
「
日
本
の
規
制
改
革
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
優
先
提
案
」（
〇
二
年
一
〇
月
一
七
日
）
の
第
二
章
第
三
項
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
：
情
報
へ

の
自
由
か
つ
平
等
な
ア
ク
セ
ス
」
を
抜
粋
す
る
。

﹇
日
本
に
お
い
て
、
公
的
機
関
が
（
中
央
官
庁
か
ら
地
方
自
治
体
や
地
方
警
察
署
に
い
た
る
）
行
う
記
者
会
見
や
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
そ
の
他
の
メ
デ

ィ
ア
向
け
行
事
へ
の
参
加
は
、
一
般
的
に
各
機
関
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
会
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
国
・
地
方
レ
ベ
ル
の
記
者
ク
ラ

ブ
が
無
数
に
存
在
す
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
は
通
常
、
対
象
機
関
が
自
ら
の
敷
地
内
に
確
保
す
る
一
室
に
所
在
し
て
い
る
。
そ
の
部
屋
は
所
属
記
者
が
共
同

で
使
用
す
る
が
、
実
際
に
は
事
務
所
兼
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
会
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
数
の
通
信
社
（
そ
の
場
合
で
も
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
加
盟
は
し
て
い
て
も
、
準
会
員
資
格
し
か
持
た
な
い
た
め
、
傍
聴
は
可
能
で
も
質
問
を

す
る
権
利
は
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
）
を
除
き
、
外
国
報
道
機
関
の
記
者
に
会
員
資
格
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
大
衆
向
け
週
刊
誌
を
は
じ
め
、
そ
の
他

の
週
刊
、
月
刊
、
隔
月
刊
誌
、
ま
た
当
該
機
関
と
直
接
関
連
し
な
い
分
野
を
専
門
と
す
る
報
道
機
関
も
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

会
員
資
格
に
関
す
る
事
項
は
、
表
面
上
そ
の
ク
ラ
ブ
の
上
層
部
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
ク
ラ
ブ
と
共
生
関
係
に
あ
る
当
該
機
関
に
よ

り
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て
い
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
は
常
に
取
材
源
か
ら
物
理
的
に
近
い
場
所
に
居
る
た
め
、
オ
フ
レ
コ
情
報
を
入
手
し
や
す
い
と

い
う
特
権
を
も
享
受
し
て
い
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
以
外
に
も
、
外
国
報
道
機
関
の
記
者
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
る
た
め
に
、
国
際
的
に
広
く
関
心
の
高
い
重
要
な
出
来
事
を
、

日
本
国
外
で
報
道
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
た
事
例
が
数
多
く
存
在
す
る
。
ル
ー
シ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
殺
害
事
件
や
先
の
小
泉
首
相
の
訪
朝
が
そ
の
一

例
で
あ
る
。
外
国
特
派
員
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
直
接
与
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
制
度
は
外
国
報
道
機
関
に
対
す
る
事
実
上
の
競

争
妨
害
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
外
国
報
道
機
関
の
視
聴
者
や
読
者
へ
の
情
報
伝
達
が
国
内
報
道
機
関
よ
り
も
不
当
に
遅
れ
、
ま
た

現
場
で
の
質
問
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
間
接
情
報
に
頼
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。
事
実
上
、
こ
の
制
度
は
情
報
の
自
由
貿
易
の

抑
制
と
し
て
働
い
て
い
る
。

ま
た
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
、
日
本
に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
る
国
内
外
双
方
の
人
々
に
さ
ら
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

・
官
僚
や
記
者
ク
ラ
ブ
の
上
層
部
は
、
ク
ラ
ブ
の
意
に
沿
わ
な
い
記
者
は
排
除
す
る
と
脅
す
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
不
利
益
に
な
る
と
み
な
す
情
報
の

流
布
を
防
ぐ
手
段
を
有
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
制
度
は
、
例
え
ば
、
公
衆
衛
生
お
よ
び
安
全
に
直
接
関
連
す
る
情
報
を
含
む
重
要
な
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
否
定
ま
た
は
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
公
共
利
益
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
の
狂
牛
病
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
発
見
に
関
す
る
報
道
が
好
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例
で
あ
る
。

・
こ
の
制
度
は
、
官
僚
と
記
者
の
双
方
に
記
事
の
独
占
を
維
持
す
る
既
得
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
単
一
の
情
報
元
へ
の
過
度
の
依
存
お
よ
び
情
報

の
照
合
確
認
の
怠
慢
を
助
長
し
、
社
会
全
般
が
得
ら
れ
る
情
報
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

・
国
内
記
者
と
外
国
報
道
陣
に
別
々
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
制
度
は
こ
の
好
ま
し
く
な
い
慣
例

を
助
長
し
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
す
る
側
が
そ
の
時
の
聞
き
手
に
合
わ
せ
て
情
報
を
提
供
す
る
可
能
性
を
増
加
さ
せ
、
日
本
に
関
す
る

不
正
確
で
偏
っ
た
情
報
の
流
布
と
い
う
危
険
性
を
高
め
て
い
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
が
情
報
の
最
終
の
受
け
手
に
も
た
ら
す
害
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
廃
止
し
、
国
内
外
す
べ
て
の
報
道
機
関

に
、
報
道
行
事
へ
の
公
平
で
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
与
え
る
し
か
道
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
べ
て
の
外
務
省
記
者
証
保
持
者
は
国
内
記
者
と
同
等

の
条
件
で
、
公
的
機
関
が
開
催
す
る
報
道
行
事
へ
の
参
加
権
利
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
参
加
者
の
人
数
な
ど
正
当
な
問
題
に
関
し
て
は
、
現
存

の
プ
ー
ル
制
度
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｊ

ま
た
は
在
日
外
国
報
道
協
会
）
に
お
い
て
容
易
に
対
処
で
き
る
。
そ
も
そ
も
同
制
度
は
、
上
記
の
よ
う
な
状
況
に
対
処

す
る
た
め
に
、
日
本
政
府
の
要
請
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

優
先
提
案

ａ.

外
国
報
道
機
関
特
派
員
に
発
行
さ
れ
て
い
る
外
務
省
記
者
証
を
、
日
本
の
公
的
機
関
が
主
催
す
る
報
道
行
事
へ
の
認
可
証
と
し
て
認
め
、
国
内
記

者
と
平
等
の
立
場
で
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
。

ｂ.

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
自
由
貿
易
に
係
る
制
限
を
取
り
除
く
こ
と
。﹈

Ｅ
Ｕ
が
規
制
改
革
の
対
象
と
し
て
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
取
り
上
げ
た
の
は
初
め
て
で
、「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、

情
報
の
自
由
貿
易
に
か
か
わ
る
制
限
を
取
り
除
く
」
よ
う
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
の
外
務
省
発
行
の
記
者
証
を
持
つ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
は
公
的
機
関
で
の
取
材
を
す
べ
て
開
放
し
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
日
本
新
聞
協
会
は
〇
三
年
一
二
月
一
〇
日
、「
歴
史
的
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
、
現
在
も
『
知
る
権
利
』

の
代
行
機
関
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
お
り
、
廃
止
す
る
必
要
は
全
く
な
い
」
と
の
見
解
を
公
表
し
た
。
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こ
の
新
聞
協
会
の
見
解
は
、
情
報
公
開
に
消
極
的
だ
っ
た
議
会
や
行
政
に
対
し
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
結
束
し
て
情
報
公
開
を
迫
る
役
割
を
一

〇
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
き
た
と
か
、
市
民
や
市
民
団
体
が
気
軽
に
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
を
提
供
で
き
る
場
と
な
っ
て
き

た
な
ど
と
い
う
大
嘘
を
つ
い
て
、《
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
背
景
を
持
つ
取
材
上
の
組
織
、
ル
ー
ル
が
あ
る
。
日
本
の

記
者
ク
ラ
ブ
も
我
が
国
の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
、
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
提
案
は
、
そ
う
し
た
背
景
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
お
り
、

「
誤
解
」
と
「
偏
見
」「
事
実
誤
認
」
に
基
づ
い
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。》
と
Ｅ
Ｕ
を
非
難
し
て
い
る
。

日
本
を
代
表
す
る
報
道
機
関
の
編
集
局
長
が
集
ま
っ
て
つ
く
っ
た
文
章
だ
が
、
歴
史
に
残
す
べ
き
開
き
直
り
の
見
解
で
あ
る
。
今
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
幹
部
の
知
的
退
廃
を
象
徴
す
る
内
容
な
の
で
前
文
を
引
用
す
る
。

﹇
新
聞
協
会
は
一
二
月
一
〇
日
、
編
集
委
員
会
の
記
者
ク
ラ
ブ
問
題
検
討
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
廃
止
に
か
か
わ
る
Ｅ
Ｕ
優
先
提

案
」
に
対
す
る
見
解
を
発
表
し
ま
し
た
。﹈

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
行
政
機
関
、
欧
州
委
員
会
が
、
一
一
月
一
四
日
開
催
の
「
規
制
改
革
に
関
す
る
日
・
Ｅ
Ｕ
高
級
事
務
レ
ベ
ル
協
議
」
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
撤
廃
を
申
し
入
れ
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
の
新
聞
界
と
し
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

Ｅ
Ｕ
の
優
先
提
案
は
直
接
新
聞
協
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
聞
協
会
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
Ｅ

Ｕ
提
案
へ
の
反
論
を
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。

新
聞
協
会
編
集
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
が
昨
年
一
〇
月
、
日
本
政
府
に
対
し
て
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
撤
廃
」
を
求
め
た
後
の
同
一
一
月
か
ら
記
者
ク
ラ
ブ
問

題
検
討
小
委
員
会
を
再
開
し
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
見
解
は
そ
の
検
討
結
果
で
す
。

日
本
新
聞
協
会
・
記
者
ク
ラ
ブ
問
題
検
討
小
委
員
会
が
〇
三
年
一
二
月
一
〇
日
に
公
表
し
た
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
廃
止
に
か
か
わ
る
Ｅ
Ｕ
優
先
提
案
に

対
す
る
見
解
」

情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
、
日
本
国
内
で
の
出
来
事
に
関
す
る
外
国
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
二
〇
〇
二

年
一
〇
月
と
翌
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部
が
日
本
政
府
に
対
し
て
提
出
し
た
「
日
本
の
規
制
改
革
に

関
す
る
Ｅ
Ｕ
優
先
提
案
」
に
、
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
廃
止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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Ｅ
Ｕ
の
優
先
提
案
は

Ａ

外
国
報
道
機
関
特
派
員
に
発
行
さ
れ
て
い
る
外
務
省
記
者
証
を
、
日
本
の
公
的
機
関
が
主
催
す
る
報
道
行
事
へ
の
参
加
認
可
証
と
し
て
認
め
、
国

内
記
者
と
平
等
の
立
場
で
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
。

Ｂ

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
自
由
貿
易
に
か
か
わ
る
制
限
を
取
り
除
く
こ
と
。

の
二
点
で
す
。

Ａ
は
日
本
政
府
に
対
す
る
要
望
で
あ
り
、
日
本
新
聞
協
会
は
異
論
を
差
し
挟
む
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｂ
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
廃
止
」

は
日
本
の
報
道
機
関
の
役
割
に
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
問
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
新
聞
協
会
と
し
て
も
〇
二
年
一
一
月
、「
記

者
ク
ラ
ブ
問
題
検
討
小
委
員
会
」（
編
集
委
員
幹
事
社
一
五
社
の
編
集
・
報
道
局
次
長
、
部
長
ら
で
構
成
）
を
改
め
て
設
置
し
、
提
案
の
前
文
で
指
摘
さ

れ
た
事
例
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
一
〇
回
に
わ
た
る
会
合
で
率
直
な
議
論
を
交
わ
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
見
解
を
公
表
し
ま
す
。

そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
、
現
在
も
『
知
る
権
利
』
の
代
行
機
関
と
し
て
十
分
有
効
に
機
能
し
て
お
り
、
廃
止

す
る
必
要
は
全
く
な
い
と
考
え
る
―
こ
れ
が
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
一
致
し
た
意
見
で
し
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
を
よ
り
開
か
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
新

聞
協
会
は
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
ま
す
。

日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
情
報
公
開
に
消
極
的
だ
っ
た
議
会
や
行
政
と
い
っ
た
公
的
機
関
に
対
し
結
束
し
て
情
報
公
開
を
迫
る
と
い
う
役
割
を
、
一

〇
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
き
た
。
現
代
に
お
い
て
も
言
論
・
報
道
の
自
由
と
国
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
に
い

さ
さ
か
も
変
化
は
な
い
。

加
え
て
記
者
ク
ラ
ブ
は
、（
一
）
公
的
情
報
の
迅
速
・
的
確
な
報
道
（
二
）
人
命
人
権
に
か
か
わ
る
取
材
・
報
道
上
の
整
理
（
三
）
市
民
か
ら
の
情
報

提
供
の
共
同
の
窓
口
―
と
い
っ
た
機
能
も
持
っ
て
い
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
は
、
公
的
機
関
な
ど
を
継
続
的
に
取
材
す
る
報
道
各
社
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
取
材
・
報
道
の
た
め
の
自
主

的
な
組
織
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
報
道
さ
れ
る
情
報
の
質
の
向
上
、
ひ
い
て
は
的
確
な
報
道
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
災
害
関
係
な
ど
特
に

迅
速
に
伝
え
る
べ
き
公
的
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
を
効
率
良
く
達
成
す
る
上
で
、
記
者
ク
ラ
ブ
と
い
う
組
織
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
誘
拐
事
件
の
よ
う
に
報
道
が
被
害
者
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
案
に
お
い
て
は
、
秩
序
あ
る
取
材
・
報
道
を
実
現
す
る
何
ら
か
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の
協
定
を
メ
デ
ィ
ア
側
が
速
や
か
に
結
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
大
き
な
事
件
・
事
故
に
際
し
、
当
事
者
や
関
係
者
の
も
と
へ
多
数
の
メ
デ
ィ
ア

が
殺
到
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
多
大
な
精
神
的
苦
痛
を
与
え
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、
現
場
の
記
者
た
ち
で
解
決
策
、
予
防
策
を

探
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
こ
う
し
た
協
定
の
締
結
や
取
材
・
報
道
に
よ
る
被
害
防
止
な
ど
を
行
う
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
市
民
や
市
民
団
体
が
気
軽
に
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
、
自
ら
の
活
動
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
で
き
る
場
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
大
き
な
事
件
・
事
故
の
際
に
は
、
当
事
者
ら
に
取
材
に
よ
る
過
度
の
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、
代
表
者
や
代
理
人
が
記
者
会
見
を
行
う

場
所
を
提
供
す
る
な
ど
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

規
制
改
革
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
提
案
は
、「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
、
単
一
の
情
報
源
へ
の
過
度
の
依
存
お
よ
び
情
報
の
照
合
確
認
の
怠
慢
を
助
長
し
、
社
会

全
般
が
得
ら
れ
る
情
報
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い
る
」
と
言
う
。
し
か
し
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
「
単
一
の
情
報
源
へ
の
過
度
の
依
存
」
や
「
情
報
の
照
合
確

認
の
怠
慢
」
を
助
長
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
何
ら
根
拠
が
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
実
態
も
存
在
し
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
公
的
機
関
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
一
次
情
報
そ
の
も
の
で
は
報
道
の
目
的
は
果
た
せ
な
い
。
大
部
分
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
独

自
の
取
材
と
努
力
で
一
次
情
報
の
内
容
を
深
め
る
こ
と
に
日
々
努
め
て
い
る
。
そ
れ
が
報
道
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
本
来
の
責
務
を
放
棄
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
さ
に
そ
れ
は
「
社
会
全
般
が
得
ら
れ

る
情
報
の
質
の
低
下
」
を
意
味
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
提
案
は
ま
た
、「
外
務
省
発
行
記
者
証
を
、
公
的
機
関
が
主
催
す
る
報
道
行
事
へ
の
参
加
認
可
証
と
し
て
認
め
、
国
内
記
者
と
平
等
な
立
場
で
の

ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
べ
き
だ
」
と
言
う
。

日
本
新
聞
協
会
は
一
九
九
三
年
六
月
一
〇
日
付
で
、「
外
国
報
道
機
関
記
者
の
記
者
ク
ラ
ブ
加
入
に
関
す
る
日
本
新
聞
協
会
編
集
委
員
会
の
見
解
」
を

発
表
し
、「
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
参
入
を
希
望
す
る
外
国
報
道
機
関
の
記
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
正
会
員
の
資
格
で
ク
ラ
ブ
の
加
入
を
認
め
る
べ
き

で
あ
る
。
公
式
、
非
公
式
記
者
会
見
へ
の
出
席
は
も
と
よ
り
、
取
材
源
へ
の
公
平
か
つ
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
」
と
明
記
し
た
。
公

的
な
記
者
会
見
に
つ
い
て
は
、
〇
二
年
に
ま
と
め
た
見
解
で
、「
記
者
会
見
参
加
者
を
ク
ラ
ブ
の
構
成
員
に
一
律
に
限
定
す
る
の
は
適
当
で
な
い
」
と
し

た
。こ

う
し
た
見
解
を
受
け
て
、
多
数
の
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
外
国
報
道
機
関
に
門
戸
を
開
放
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
官
邸
ク
ラ
ブ
な
ど
主
要
ク
ラ

ブ
で
は
、
入
会
し
た
外
国
報
道
機
関
も
あ
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
記
者
会
見
は
、
所
属
す
る
会
員
以
外
に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、
外
国
プ
レ
ス
が
い

う
「
排
除
」「
制
限
」
は
一
方
的
な
見
方
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
取
材
す
る
側
に
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
万
国
共
通
で
あ
る
。「
記
者
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ク
ラ
ブ
が
あ
る
か
ら
記
者
会
見
の
日
時
が
つ
か
め
な
い
」
と
い
っ
た
不
満
は
、
実
は
も
っ
ぱ
ら
公
的
機
関
側
の
姿
勢
や
記
者
側
の
ア
ク
セ
ス
努
力
の
問

題
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
優
先
提
案
は
、「
公
的
機
関
が
行
う
記
者
会
見
や
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
向
け
行
事
へ
の
参
加
は
、
一
般
的
に
各
機
関
の
記

者
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
会
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
的
機
関
が
行
な
う
記
者
会
見
へ
の
参
加
が
記
者
ク
ラ
ブ
所
属
の

会
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
、
と
の
指
摘
に
は
根
拠
が
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来

や
趣
旨
に
つ
い
て
理
解
不
足
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
や
懇
談
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
方
は
違
っ
て
も
、
基
本
的
に
各
報
道
機
関
や
記
者
が
個
別
に
行
う
取
材
を
、
取
材
対
象
者
の
都
合

で
、
集
団
の
形
で
行
う
取
材
の
形
式
で
あ
る
。
こ
の
取
材
形
式
は
、
情
報
を
隠
し
た
が
る
公
的
機
関
に
対
し
て
、
記
者
が
集
団
で
圧
力
を
か
け
、
勝
ち

取
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
、
定
例
化
し
て
い
て
も
、
取
材
対
象
者
と
取
材
者
の
間
に
一
定
の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
記
者
な
ら
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
、

取
材
対
象
者
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
組
織
が
置
か
れ
て
い
る
取
材
対
象
は
公
共
性
の
高
い
機
関
が
多
い
。
そ
こ
で
の
記
者
活
動
は
「
公
」
と
「
民
」
を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割

も
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
は
決
し
て
「
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
お
役
所
の
広
報
紙
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
批
判
を
受
け
る
形
態
の
も
の
で
は
な
い
。

我
々
の
視
点
は
常
に
読
者
・
視
聴
者
の
側
に
あ
り
、
公
的
機
関
に
対
し
て
は
遠
慮
な
く
批
判
、
提
言
し
て
い
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
、
権
力
に
迎
合

せ
ず
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
に
応
え
る
た
め
の
横
断
的
な
組
織
で
あ
り
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
構
築
し
た
権
力
監
視
の
対
応
策
で
あ
る
。
記

者
ク
ラ
ブ
は
「
社
会
全
般
が
得
ら
れ
る
情
報
の
質
」
の
向
上
に
深
く
寄
与
し
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
及
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
そ
の
責
務
を
果
た
す
上
で

欠
か
せ
な
い
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
背
景
を
持
つ
取
材
上
の
組
織
、
ル
ー
ル
が
あ
る
。
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
も
我
が
国
の
歴
史
か
ら
生
ま

れ
、
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
提
案
は
、
そ
う
し
た
背
景
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
お
り
、「
誤
解
」
と
「
偏
見
」「
事
実
誤
認
」
に
基
づ
い
た
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以

上
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（
付
記
）

新
聞
協
会
は
〇
二
年
に
ま
と
め
た
見
解
で
記
者
ク
ラ
ブ
を
、「
記
者
室
」＝

取
材
・
執
筆
な
ど
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ル
ー
ム＝

と
い
う
「
場
」
と

し
て
の
概
念
か
ら
切
り
離
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、「
場
」
と
「
組
織
」
の
二
つ
が
混
在
し
て
い
た
た
め
に
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
自
身
に
も
混
乱
が
生
じ
、

海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
誤
解
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
優
先
提
案
は
こ
の
点
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
小
委
員
会
の
見
解
で
は
あ
え
て
、
こ
の
点
に
は
触
れ
な
か
っ

た
。

記
者
ク
ラ
ブ
問
題
検
討
小
委
員
会
・
二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
三
活
動
報
告

記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
日
本
新
聞
協
会
編
集
委
員
会
の
見
解

「
日
本
の
規
制
改
革
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
優
先
提
案
」
抜
粋
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
七
日
）

「
日
本
の
規
制
改
革
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
優
先
提
案
」
抜
粋
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
一
六
日
）﹈

Ｅ
Ｕ
駐
日
欧
州
委
員
会
の
ロ
イ
タ
ー
広
報
部
長
に
聞
く

〇
四
年
三
月
一
二
日
、
東
京
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
駐
日
欧
州
委
員
会
日
本
代
表
部
の
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ロ
イ
タ
ー
広
報
部
長
（
国
籍
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
）
に
聞
い
た
。

ロ
イ
タ
ー
氏
は
最
初
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

﹇（
浅
野
の
「
評
論
社
会
科
学
」
英
文
抜
き
刷
り
集
を
見
な
が
ら
）「
メ
デ
ィ
ア
と
民
主
主
義
」
の
関
係
は
非
常
に
重
要
だ
。
な
ぜ
日
本
の

プ
レ
ス
は
、
ラ
ッ
プ
ド
ッ
グ
（
ウ
オ
ッ
チ
ド
ッ
グ＝

番
犬
の
反
対
語
、
抱
き
犬
、
愛
玩
犬
、
人
の
い
い
な
り
に
な
る
人
）
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
思
う
。
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
で
は
な
く
ラ
ッ
プ
ド
ッ
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
面
白
い
。
そ
の
通
り
だ
。

我
々
は
新
聞
協
会
が
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
制
度
問
題
の
解
決
に
非
常
に
後
ろ
向
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
最
近
、
少
し
は
前
進
が

あ
る
。
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我
々
が
日
本
政
府
と
の
間
で
抱
え
て
い
る
困
難
で
あ
る
「
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
」
の
根
源
（
オ
リ
ジ
ン
）
が
何
か
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が

大
切
だ
。

日
本
に
滞
在
す
る
外
国
特
派
員
が
、
彼
や
彼
女
た
ち
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
職
業
を
ま
っ
と
う
す
る
と
き
に
、
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
と

い
う
障
害
（obstacles

）
が
あ
る
。
外
国
特
派
員
は
日
本
外
務
省
を
通
し
て
日
本
政
府
か
ら
正
当
に
信
認
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
制
度
が
あ
る
た
め
、
記
者
会
見
、
記
者
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
（press

briefing

）
な
ど
の
報
道
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
彼
ら
は
「
日
本
で
は
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
あ
る
た
め
的
確
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
我
々
に
苦

情
を
申
し
立
て
て
き
た
。

我
々
に
と
っ
て
は
、
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
は
、
通
商
障
壁
（trade

barrier

）
の
中
で
、
緊
急
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
つ

ま
り
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
会
見
に
出
ら
れ
て
も
、
質
問
が
で
き
な
い
な
ど
の
差
別
も
あ
る
。
間
接
情

報
に
依
存
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。
外
国
の
報
道
機
関
の
視
聴
者
や
読
者
へ
の
情
報
伝
達
が
、
日
本
の
国
内
報
道
機
関
よ
り
も

不
当
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
、
情
報
の
自
由
貿
易
の
抑
制
と
し
て
働
い
て
い
る
。

我
々
の
見
方
で
は
、
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
で
決
め
ら
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
貿
易
の
一
般
協
定
」

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
に
抵
触
す
る
。
我
々
は
日
本
政
府
が
遵
守
を
約
束
し
て
い
る
法
的
規
約
に
照
ら
し
て
、
法
的
手
段
を
使
う
可
能
性
を
吟
味
し

た
。
厳
密
な
法
解
釈
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
法
的
規
定
は
、
報
道
機
関
（press

agencies

）
に
適
用
さ
れ
る
が
、
個
々
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
法
的
な
手
段
も
あ
り
得
た
が
、
も
っ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
見
方
を
と
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
と
日
本
政
府
と
の
間

で
年
に
二
回
開
か
れ
る
「
規
制
改
革
に
関
す
る
日
・
Ｅ
Ｕ
高
級
事
務
レ
ベ
ル
協
議
」
と
い
う
対
話
（dialogue

）
の
場
で
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
協
議
で
は
、
自
由
な
貿
易
と
投
資
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
う
。
エ
ン
ジ
ン
、
花
・
果
物
、
化
粧
品
、
食
品
加
工
製
品

な
ど
の
輸
出
基
準
や
お
互
い
の
国
の
弁
護
士
の
業
務
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い
て
対
話
を
し
て
い
る
。
討
議
項
目
は
八
〇
項
目
あ
る
。
キ

シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
は
二
回
討
議
し
た
。

―４３―

市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
連
帯



我
々
は
、
お
互
い
の
文
化
価
値
、
歴
史
的
背
景
、
社
会
に
お
け
る
新
聞
の
違
い
を
話
し
合
う
わ
け
で
は
な
い
。
新
聞
協
会
（
Ｎ
Ｓ
Ｋ
）
は

〇
三
年
一
二
月
に
発
表
し
た
見
解
で
、
我
々
が
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
日
本
の
歴
史
的
背
景
を
「
誤
解
」
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

が
、
我
々
は
歴
史
や
文
化
的
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

我
々
は

キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
「
情
報
を
得
る
た
め
の
鍵
」
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
鍵
を
持
っ
て
い
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
。
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
た
め
に
、
鍵
を
持
た
な
い
者
は
、
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
、
記
者
会
見
に
参
加
で
き
な

い
現
在
の
状
況
を
問
題
に
し
て
い
る
。

外
国
人
記
者
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
事
件
（incidents

）
が
実
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
物
理
的
に
拒
絶
、
排
斥
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
時
に

は
、
公
開
で
開
か
れ
る
公
聴
会
（hearing

）
や
記
者
会
見
場
か
ら
実
力
で
手
荒
く
排
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

一
番
最
近
で
は
、
藤
井
・
道
路
公
団
総
裁
の
国
会
で
の
公
聴
会
が
決
ま
っ
て
取
材
し
よ
う
と
し
た
が
、
外
国
特
派
員
は
こ
の
聴
聞
会
の
場

に
入
っ
て
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
最
近
、
前
進
が
あ
る
。
日
本
外
務
省
を
窓
口
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
政
府
は
我
々
の
問
題
提
起
を
正
式
に
受
け
止
め
、
両

者
の
間
に
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、
解
決
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
と
い
う
約
束
を
し
た
。
〇
四
年
二
月
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
で
開
か
れ
た
話
し
合
い
の
席
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。（
注
：
三
月
一
二
日
朝
日
記
事
）

現
在
の
と
こ
ろ
日
本
外
務
省
が
提
示
し
た
解
決
策
と
は
、
外
務
省
が
日
本
の
公
的
機
関
、
省
庁
に
対
し
て
、
外
務
省
に
正
当
に
認
証
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
外
国
特
派
員
を
、
記
者
会
見
や
報
道
行
事
（
プ
レ
ス
イ
ベ
ン
ト
）
に
入
れ
る
よ
う
書
面
、
口
頭
で
指
示
を
出
す
と
い
う
方

針
を
示
し
た
。
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
た
め
の
要
素
と
し
て
は
、
い
つ
ど
こ
で
記
者
発
表
が
あ
る
か
な
ど
の
情
報
が
必
要
だ
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
そ
う
い
う
連
絡
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
外
務
省
の
こ
う
い
う
改
善
策
を
正
し
い
方
向
だ
と
歓
迎
す
る
。
実
際
に
取
材
に
苦

労
す
る
外
国
特
派
員
の
利
益
の
た
め
に
い
い
こ
と
だ
か
ら
だ
。

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
、
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
あ
る
た
め
に
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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の
質
（quality

）、
新
聞
社
に
働
く
記
者
と
雑
誌
の
記
者
と
の
間
の
差
別
、
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
我
々
は
外
国
特

派
員
の
利
益
を
守
る
と
い
う
点
に
集
中
し
て
、
日
本
政
府
に
要
求
し
て
い
る
。

我
々
の
と
こ
ろ
に
苦
情
を
申
し
立
て
に
訪
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
か
ら
来
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
多
い
。
キ
シ
ャ
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
調
査
し
た
時
に
は
、
米
国
な
ど
外
国
の
記
者
か
ら
事
情
を
聞
い
た
。
日
本
の
記
者
か
ら
も
聞
い
た
。

あ
な
た
も
我
々
に
苦
情
を
申
し
立
て
て
ほ
し
い
。
我
々
は
、
そ
れ
を
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
証
拠
の
一
つ
と
し
た
い
。﹈

以
下
は
浅
野
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。

│
│
Ｅ
Ｕ
が
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

約
四
年
前
、
Ｅ
Ｕ
の
多
く
の
記
者
た
ち
が
問
題
に
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
リ
ー
ス
東
京
支
局
長
（
現
Ａ
Ｆ
Ｐ
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
支
局
長
）
が
最
も
熱
心
だ
っ
た
。
リ
ー
ス
氏
は
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
を
調
査
し
て
問
題
提
起
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
は
時
事
通
信
と
提
携
し
て
い

る
の
で
、
問
題
の
本
質
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

英
国
の
ル
ー
シ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
さ
ん
失
踪
事
件
や
大
阪
の
小
学
生
刺
殺
事
件
な
ど
で
、
外
国
人
記
者
が
記
者
会
見
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
。ま

た
、
小
泉
首
相
が
日
朝
首
脳
会
談
で
平
壌
へ
行
っ
た
際
も
、
同
行
取
材
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

外
国
の
記
者
で
は
、
米
国
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
記
者
だ
け
が
認
め
ら
れ
た
。
最
初
は
米
国
の
通
信
社
だ
け
認
め
る
と
言
っ
て

い
た
。
英
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ス
は
憤
慨
し
た
が
、
結
局
は
あ
き
ら
め
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス

記
者
が
同
行
を
許
さ
れ
た
の
で
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ス
は
怒
っ
て
い
た
。

最
近
の
外
国
人
記
者
は
、
日
本
語
が
で
き
る
人
も
多
い
。
我
々
は
何
の
特
権
も
要
求
し
て
い
な
い
。
何
も
特
別
な
こ
と
を
頼
ん
で
い
な

い
。
自
由
な
ア
ク
セ
ス
を
求
め
た
だ
け
だ
。

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
さ
ん
事
件
の
よ
う
な
犯
罪
は
英
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
関
心
を
持
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
、
政
治
、
経
済
ニ
ュ
ー
ス
が
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重
要
だ
。
道
路
公
団
改
革
、
郵
政
民
営
化
、
空
港
管
理
な
ど
だ
。

│
│
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
政
府
の
関
係
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
る
か
。

全
体
的
に
言
っ
て
、
日
本
は
い
ま
、
外
国
か
ら
の
投
資
を
期
待
し
、
外
国
人
観
光
客
を
欲
し
て
い
る
。
欧
州
の
プ
レ
ス
に
よ
っ
て
日
本
に

つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
が
適
切
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
日
本
の
利
益
に
な
る
は
ず
だ
。

我
々
が
日
本
の
人
た
ち
に
強
調
し
て
い
る
の
は
、
日
本
に
い
る
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
を
非
常
に
困
難
に
す
る
と
、
彼
ら
が
日

本
を
離
れ
北
京
、
上
海
へ
移
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
実
際
に
起
き
て
い
る
。

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
は
東
京
支
局
を
閉
鎖
し
、
北
京
に
支
局
を
移
転
し
た
。
平
壌
へ
の
同
行
を
認
め
ら
れ
た
の
に
、
閉
鎖
し

た
。
今
度
は
平
壌
に
も
っ
と
近
く
な
っ
た
（
笑
い
）。

日
本
外
務
省
の
Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員
会
を
担
当
す
る
欧
州
局
の
部
局
は
、
建
物
の
入
口
か
ら
一
番
遠
い
、
コ
ー
ナ
ー
の
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

に
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
欧
州
委
員
会
は
経
済
協
力
共
同
体
だ
と
思
っ
て
い
て
、
各
国
の
大
使
館
に
当
た
る
機
構
だ
と
い
う
こ
と
を
ま
だ
認

識
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員
会
は
二
五
カ
国
、
人
口
四
億
五
千
万
人
の
行
政
機
関
だ
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と

知
っ
て
ほ
し
い
。

キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
問
題
は
、
日
本
の
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
排
除
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
我
々
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
排
除
さ

れ
る
問
題
は
、
氷
山
の
一
角
だ
ろ
う
。
外
国
人
記
者
の
数
は
知
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
問
題
は
よ
り
深
刻
だ
ろ
う
。
我
々
が

日
本
政
府
に
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
制
度
の
廃
止
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
支
援
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め

だ
ろ
う
。

我
々
は
「
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
」
そ
の
も
の
を
解
体
し
ろ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
お
茶
を
飲
も
う
と
、
お
酒
を
飲
も

う
と
、
テ
ニ
ス
を
し
よ
う
と
、
そ
れ
は
自
由
だ
。
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
運
営
す
る
の
は
「
結
社
の
自
由
」（freedom

of
association

）
だ
。

キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
報
道
行
事
へ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
公
的
機
関
な
ど
に
よ
る
記
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者
会
見
な
ど
の
出
席
の
条
件
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
誤
っ
て
い
る
の
だ
。
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
「
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
」
を
妨
害
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
、
解
決
を
求
め
て
い
る
。
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
と
報
道
行
事
は
完
全
に
分
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ

の
制
度
は
日
本
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
も
ア
ン
フ
ェ
ア
だ
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
は
欧
州
委
員
会
と
い
う
代
表
部

（em
bassy

）
と
し
て
、
外
国
人
記
者
の
利
益
の
た
め
に
要
求
し
て
い
る
。
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
協
力
（ride

on
our

coattail

）
し
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。

│
│
新
聞
協
会
は
政
府
間
交
渉
に
な
る
の
は
お
か
し
い
と
言
っ
て
い
る
が
。

し
か
し
、
我
々
は
日
本
の
国
内
問
題
に
干
渉
し
な
い
。

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
も
、
日
本
に
は
「
報
道
の
自
由
は
な
い
」
と
表
明
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
批
判
が
あ
る
。「
報

道
の
自
由
」
の
諸
問
題
の
ひ
と
つ
だ
。

日
本
で
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
第
一
号
の
発
生
が
あ
っ
た
と
き
、
三
週
間
も
伏
せ
ら
れ
た
。
農
林
水
産
省
の
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
ブ
ロ

ッ
ク
し
た
。
外
国
人
記
者
が
い
た
ら
報
道
で
き
た
は
ず
だ
。

欧
州
に
も
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
が
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
例
え
ば
、
英
国
の
議
会
に
も
「
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
と
言
う
の
だ
が
、
そ

れ
は
全
く
事
実
で
は
な
い
。
日
本
の
キ
シ
ャ
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
障
壁
は
な
い
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
、
二
五
人
の
日
本
人
記
者
も
含
め
、
す
べ
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、
す
べ
て
平
等

に
公
平
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
当
局
者
や
政
治
家
が
、
特
定
の
記
者
た
ち
と
特
別
の
友
人
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
あ
る
。

私
は
一
九
八
五
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
、
欧
州
委
員
会
の
報
道
官
を
し
て
い
た
と
き
に
、
私
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
記
者
は
、
私
か
ら

情
報
を
入
手
し
て
、
記
事
を
書
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。「
ネ
タ
を
紡
ぐ
」（spin

stories,
spinning

）
の
だ
。

し
か
し
、
報
道
官
の
任
務
は
基
本
的
に
、
プ
レ
ス
を
統
制
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
プ
レ
ス
を
助
け
る
こ
と
だ
。
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例
え
ば
、
欧
州
委
員
会
の
委
員
長
が
訪
日
す
る
際
、
日
本
人
記
者
だ
け
を
招
い
て
会
見
す
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
中
国
や

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
記
者
が
「
な
ぜ
我
々
を
呼
ば
な
い
の
だ
」
と
い
っ
て
も
あ
ま
り
説
得
力
を
持
た
な
い
。﹈

（
５
）
裁
判
闘
争
で
記
者
ク
ラ
ブ
解
体
へ

「
私
た
ち
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
の
特
派
員
は
、
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
は
加
盟
し
な
い
。
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
と
当
局
を
批
判
で
き
な

く
な
る
か
ら
だ
。
新
聞
は
政
府
の
敵
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
官
庁
が
用
意
す
る
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
な
い
」。
こ
れ
は

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
の
ト
ー
マ
ス
・
リ
ー
ド
東
京
支
局
長
が
九
四
年
四
月
に
テ
レ
ビ
朝
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
発
言
し
た
も
の

だ
。日

本
で
取
材
し
て
い
る
外
国
の
報
道
機
関
の
記
者
た
ち
は
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
抱
え
る
最
大
の
問
題
は
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
だ
と
口

を
揃
え
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
が
解
体
さ
れ
れ
ば
、
も
っ
と
ま
と
も
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
こ
の
国
に
も
誕
生
す
る
だ
ろ
う
と
も
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。私

も
同
感
で
あ
る
。

フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
寺
澤
有
氏
は
、
九
六
年
九
月
一
九
日
、
松
山
地
裁
で
今
村
邦
男
元
愛
媛
県
警
警
部
ら
三
名
に
対
す
る
銃
刀

法
違
反
事
件
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
当
日
の
朝
、
菰
田
斎
愛
媛
地
裁
総
務
課
長
（
当
時
）
に
対
し
、
記
者
傍
聴
席
一
席
を
割
り
当
て
る
よ

う
要
請
す
る
が
、
拒
否
さ
れ
た
。
一
般
傍
聴
席
の
抽
選
に
当
た
り
、
傍
聴
取
材
。
開
廷
早
々
、
田
村
秀
作
裁
判
長
（
当
時
）
が
「
判
決
要
旨

を
希
望
す
る
報
道
機
関
の
方
は
後
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
発
言
。
閉
廷
後
、
田
村
裁
判
長
の
言
葉
に
従
い
、
判
決
要
旨
を
総
務
課
へ

取
り
に
行
く
が
、
菰
田
課
長
か
ら
「
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
以
外
に
は
渡
せ
な
い
」
と
拒
否
さ
れ
た
。

寺
澤
氏
は
九
九
年
九
月
一
七
日
、「
菰
田
の
行
為
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
所
属
の
記
者
以
外
の
記
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
に
は
判
決
要
旨
を
交
付
し
な
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
差
別
取
扱
い
は
、
憲
法
第
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
」「
広
く
国
民
の
知
る
権
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利
に
奉
仕
す
る
記
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
し
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い
な
い
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
判
決
要
旨
の
交
付
を

拒
絶
す
る
と
い
う
も
の
で
、
憲
法
第
二
一
条
に
も
違
反
す
る
」
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
第
一
条
に
基
づ
き
、
一
二
六
万
円
を
求
め
る
損
害
賠

償
請
求
を
起
こ
し
た
。

寺
澤
氏
は
、
浅
野
も
所
属
す
る
「
ア
ジ
ア
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
仲
間
で
あ
り
、
日
本
の
警
察
や
司
法
制
度
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
取
材
・
報

道
し
て
い
る
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
。
最
近
で
は
武
富
士
に
切
り
込
ん
だ
。

東
京
地
裁
は
○
○
年
一
〇
月
五
日
、
請
求
棄
却
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。「
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
の

理
由
で
、
判
決
要
旨
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
実
態
を
厳
し
く
吟
味

す
る
こ
と
な
く
、
記
者
ク
ラ
ブ
を
管
理
し
て
い
る
日
本
新
聞
協
会
の
建
前
的
説
明
を
鵜
呑
み
に
し
て
、「
我
が
国
の
報
道
分
野
に
お
い
て
一

定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
な
ど
と
評
価
し
た
。

東
京
地
裁
は
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
実
態
が
、
国
際
的
に
見
て
も
前
世
紀
の
遺
物
と
し
か
思
え
ぬ
非
民
主
的
、
反
市
民
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

こ
と
を
完
全
に
見
落
と
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

私
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
と
し
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
対
し
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
現
在
の
活
動
内
容
を
詳
し
く
検
討
し
た
う
え
で
、

判
決
を
言
い
渡
す
よ
う
強
く
要
望
し
た
陳
述
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
高
裁
は
〇
一
年
六
月
二
八
日
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
最
高
裁
も
〇
三

年
六
月
、「
上
告
を
受
理
し
な
い
」
と
し
て
棄
却
し
た
。

一
審
原
判
決
は
記
者
ク
ラ
ブ
を
こ
う
規
定
し
て
い
る
。

「
公
的
機
関
な
ど
を
取
材
対
象
と
す
る
報
道
機
関
に
所
属
し
、
そ
の
編
集
責
任
者
の
承
諾
を
得
て
派
遣
さ
れ
た
記
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
組
織
で
あ
り
、
公
的
機
関
が
保
有
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
取
材
拠
点
と
し
て
、
機
能
的
な
取
材
、
報
道
活
動
を
可
能
に

し
、
国
民
に
ニ
ュ
ー
ス
を
的
確
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
報
道
の
分
野
で
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
（
公
知
の
事
実
）」。
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次
に
、
こ
の
判
決
は
争
点
１
に
関
し
、
報
道
の
た
め
の
取
材
の
自
由
は
、「
報
道
機
関
の
取
材
行
為
に
国
家
機
関
が
介
入
す
る
こ
と
か
ら

の
自
由
を
意
味
す
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
裁
判
は
公
開
さ
れ
傍
聴
が
認
め
ら
れ
、「
原
告
は
現
に
本
件
事
件
の
判
決
公
判
を
傍
聴
し

て
い
る
の
で
あ
る
」「
判
決
要
旨
自
体
は
、
判
決
の
内
容
の
理
解
を
容
易
に
す
る
と
い
う
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と

書
い
て
い
る
。

広
報
事
務
を
担
当
す
る
松
山
地
裁
の
総
務
課
長
が
原
告
に
対
し
て
い
っ
た
ん
、
判
決
要
旨
を
渡
す
と
約
束
し
た
が
、
そ
の
後
、
上
司
と
相

談
し
た
結
果
、
や
は
り
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
の
記
者
以
外
に
は
交
付
で
き
な
い
と
伝
え
、
判
決
要
旨
を
交
付
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。「
本
件
発
言
は
す
ぐ
に
撤
回
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
取
材
活
動
上
、
原
告
は
結
局
判
決
理
由
要
旨
の
交
付
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
以
上
の
不
利
益
を
被
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
件
発
言
は
好
意
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
、
本
件
発
言
と
そ

の
撤
回
は
、
原
告
の
取
材
活
動
を
混
乱
さ
せ
る
と
か
、
妨
害
す
る
と
い
う
意
図
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
」。

争
点
２
に
お
い
て
は
、
憲
法
一
四
条
一
項
の
規
定
は
、「
合
理
的
な
理
由
な
く
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
趣
旨
」
で
、
裁
判
所
に

よ
る
判
決
要
旨
の
交
付
は
、「
何
ら
の
法
的
な
義
務
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
司
法
行
政
上
の
便
宜
供
与
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
判
決
要
旨
を
作
成
し
て
交
付
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
判
決
要
旨
を
だ
れ
に
交
付
す
る
か
の
区
別
が
著
し
く
不
合
理
な
も
の
で
な
く
、
裁
量
判
断
の
合
理
的
な
限

界
を
越
え
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

判
決
は
、
報
道
機
関
を
「
そ
の
内
容
を
精
査
検
討
す
る
時
間
の
十
分
あ
る
報
道
機
関
」
と
「
迅
速
な
報
道
を
要
求
さ
れ
る
報
道
機
関
（
速

報
性
の
あ
る
報
道
機
関
）」
と
に
分
け
て
、「
松
山
地
裁
の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
に
判
決
要
旨
を
交
付
し
、
そ
れ
以
外
の
報
道
機
関
に
は
特
に
交

付
し
な
い
と
い
う
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
が
不
合
理
な
も
の
で
、
裁
量
判
断
の
合
理
的
な
限
界
を
越
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
」
と
認
定
し

た
。最

後
に
、
本
件
発
言
に
よ
り
、「
原
告
の
法
的
地
位
な
い
し
法
的
な
状
態
が
変
化
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
（
本
件
発
言
に
よ
り
、
原
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告
に
対
し
、
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
の
記
者
と
同
様
の
法
的
利
益
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
な
ど
と
は
い
え
な
い
。）」
と
述
べ
て
、「
憲

法
一
四
条
一
項
の
平
等
原
則
に
違
反
し
、
違
法
で
あ
る
と
の
原
告
の
主
張
も
理
由
が
な
い
」
と
断
じ
た
。
判
決
は
結
論
と
し
て
、「
原
告
の

本
件
請
求
に
は
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す
る
」
と
し
た
。

判
決
は
原
告
が
受
け
た
差
別
的
扱
い
と
精
神
的
苦
痛
な
ど
に
つ
い
て
全
く
理
解
し
て
い
な
い
。

判
決
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
定
義
は
、
日
本
新
聞
協
会
が
九
七
年
一
二
月
、
記
者
ク
ラ
ブ
を
、
公
的
機
関
が
保
有
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

容
易
に
す
る
「
取
材
の
た
め
の
拠
点
」
と
し
た
見
解
の
丸
写
し
で
あ
る
。
新
聞
協
会
は
四
九
年
以
来
長
く
、
記
者
ク
ラ
ブ
を
取
材
機
関
で
あ

る
こ
と
を
頑
強
に
否
定
し
て
、
記
者
同
士
の
親
睦
団
体
で
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
が
、
内
外
の
記
者
ク
ラ
ブ
批
判
に
こ
た
え
て
解
釈
を
大
幅

に
変
更
し
た
も
の
で
、
市
民
の
間
で
定
着
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
記
者
ク
ラ
ブ
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
外
国
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

ど
う
違
う
か
な
ど
は
、
市
民
の
間
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
排
他
性
、
独
占
性
が
常
に
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。「
日
本
の
報
道
の
分
野
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
」
と
い
う
こ
と
が
、
公
知
の
事
実
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
国
民
の
知
る
権
利
を
阻
害
し
、
記
者
を
堕
落
さ
せ
て
き
た
と
い
う

負
の
側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

主
要
メ
デ
ィ
ア
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
実
態
と
問
題
点
に
つ
い
て
市
民
に
伝
え
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
企
業
ほ
ど
情
報
開
示
を
拒
む
企
業
は
な
い
。

報
道
の
基
準
さ
え
開
示
し
な
い
。
社
内
で
社
員
に
配
付
す
る
文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
社
外
秘
」
で
あ
る
。
社
員
が
社
外
で
行
う
言
論
活
動

も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
審
判
決
は
、
原
告
が
判
決
要
旨
の
交
付
を
め
ぐ
っ
て
差
別
さ
れ
た
理
由
を
、
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
の
社
の
記
者
で
は
な
い
か
ら
だ
と
、
さ

ら
っ
と
言
明
し
て
い
る
。
原
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判
官
た
ち
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
い
。
記
者
は

ど
の
よ
う
な
報
道
機
関
に
属
し
て
い
よ
う
が
、
ま
た
全
く
メ
デ
ィ
ア
企
業
に
属
さ
な
い
記
者
で
あ
ろ
う
が
、
記
者
は
記
者
で
あ
る
。
報
道
企

業
の
社
員
で
あ
る
前
に
、
一
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
医
師
と
か
看
護
婦
、
薬
剤
師
と
い
う
職
業
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
所
属
は
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問
題
で
は
な
い
。
原
判
決
は
、「
報
道
機
関
」
と
か
「
報
道
」
を
大
新
聞
と
か
放
送
局
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
取
材
・
報
道
の
自

由
」
は
そ
う
し
た
大
マ
ス
コ
ミ
企
業
に
だ
け
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
絶
対
に
な
い
。

取
材
・
報
道
の
自
由
は
、
国
民
の
知
る
権
利
を
代
行
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
権
利
で
あ
る
。
報
道
メ
デ

ィ
ア
を
「
速
報
性
の
あ
る
報
道
機
関
」
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
る
な
ど
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
と
現
状
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
も

無
知
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
論
理
で
行
け
ば
、
締
め
切
り
時
間
の
な
い
通
信
社
だ
け
に
要
旨
を
渡
せ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ク
ラ
ブ

加
盟
の
新
聞
社
に
は
週
刊
誌
や
月
刊
誌
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
放
送
局
に
も
企
画
特
集
番
組
も
あ
る
。

裁
判
は
公
開
で
傍
聴
が
認
め
ら
れ
、「
原
告
は
現
に
本
件
事
件
の
判
決
公
判
を
傍
聴
し
て
い
る
の
で
あ
る
」「
判
決
要
旨
自
体
は
、
判
決
の

内
容
の
理
解
を
容
易
に
す
る
と
い
う
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、
原
告
が
傍
聴
で
き
な
か
っ
た
と
き

は
、
ど
う
な
る
の
か
。
記
者
ク
ラ
ブ
所
属
の
記
者
は
、
判
決
公
判
を
傍
聴
し
な
く
て
も
判
決
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
判
決

要
旨
を
入
手
し
た
記
者
は
、
判
決
を
聞
か
ず
に
記
事
を
書
く
こ
と
が
多
い
。
原
判
決
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
迅
速
な
報
道
を
要
求
さ
れ
る
報
道

機
関
」
に
は
複
数
の
記
者
が
い
る
。
原
告
の
よ
う
に
現
地
に
出
張
し
て
取
材
す
る
記
者
に
こ
そ
、
要
旨
の
交
付
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

判
決
を
読
む
と
、
判
決
要
旨
自
体
は
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
判
決
要
旨
の
交
付
は
あ
っ
て
も
な
く

て
も
い
い
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
無
価
値
な
も
の
に
、
裁
判
所
の
総
務
課
長
が
な
ぜ
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
な
「
司
法
行
政
上
の
便
宜
供
与
」
は
税
金
の
む
だ
遣
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
の
「
好
意
」
の
有
無
で
要
旨
の
交
付
が
左
右
さ
れ
る
の
は
、
理
解
で
き
な
い
。
課
長
が
相
談
し
た
「
上
司
」
は
、
何
を
根
拠
に

記
者
ク
ラ
ブ
以
外
へ
の
交
付
を
禁
じ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。

結
局
、
松
山
地
裁
は
原
告
を
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
差
別
し
た
。

原
判
決
は
、
報
道
の
た
め
の
取
材
の
自
由
を
「
報
道
機
関
の
取
材
行
為
に
国
家
機
関
が
介
入
す
る
こ
と
か
ら
の
自
由
を
意
味
す
る
」
と
解

釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
憲
法
一
四
条
一
項
の
規
定
は
、「
合
理
的
な
理
由
な
く
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
趣
旨
」
と
規
定
し
て
い
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る
。松

山
地
裁
は
、
判
決
公
判
の
取
材
に
駆
け
つ
け
た
記
者
の
取
材
行
為
に
対
し
、
記
者
に
と
っ
て
重
要
な
判
決
要
旨
を
一
部
記
者
に
は
渡
さ

な
い
と
い
う
差
別
的
な
扱
い
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
取
材
の
自
由
」
に
介
入
し
た
の
で
あ
る
。
原
告
に
は
要
旨
を
交
付
し
な
か
っ
た
こ

と
に
、
合
理
的
な
理
由
は
見
い
だ
せ
な
い
は
ず
だ
。

判
決
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
便
宜
供
与
を
与
え
れ
ば
、
国
民
の
知
る
権
利
に
こ
た
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
思
い
込

み
が
あ
る
。
こ
れ
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
現
実
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
導
き
だ
さ
れ
た
結
論
だ
ろ
う
。

（
６
）
寺
澤
氏
の
第
二
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟

寺
澤
氏
は
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
、「
裁
判
所
が
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
以
外
の
取
材
者
に
対
し
、
傍
聴
席
と
判
決
要
旨
を
用
意
し
な

い
の
は
、
日
本
国
憲
法
第
一
四
条
（
法
の
下
の
平
等
）
お
よ
び
同
第
二
一
条
（
表
現
の
自
由
）
に
違
反
す
る
」
と
い
う
訴
訟
（
第
二
次
記
者

ク
ラ
ブ
訴
訟
）
を
東
京
地
裁
に
提
起
し
た
。
佃
克
彦
、
堀
敏
明
両
氏
（
東
京
弁
護
士
会
）
が
代
理
人
を
務
め
る
。

寺
澤
氏
が
問
題
に
し
た
の
は
、「
漓
〇
三
年
四
月
二
一
日
、
稲
葉
圭
昭
元
北
海
道
警
警
部
の
銃
刀
法
違
反
等
事
件
の
判
決
公
判
が
札
幌
地

裁
で
開
か
れ
た
。
私
は
事
前
に
傍
聴
席
一
席
と
判
決
要
旨
一
部
の
用
意
を
要
請
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
拒
否
さ
れ
、
取

材
、
執
筆
上
、
著
し
い
不
利
益
を
被
っ
た
。
滷
〇
三
年
七
月
二
四
日
、
大
塚
万
吉
こ
と
趙
万
吉
被
告
の
武
富
士
一
億
円
恐
喝
未
遂
事
件
の
初

公
判
が
東
京
地
裁
で
開
か
れ
た
。
私
は
一
般
傍
聴
席
が
満
席
（
先
着
順
）
だ
っ
た
た
め
、
記
者
傍
聴
席
に
座
り
ま
し
た
が
、
裁
判
所
職
員
か

ら
排
除
さ
れ
、
取
材
、
執
筆
上
、
著
し
い
不
利
益
を
被
っ
た
」
二
点
で
あ
る
。

寺
澤
氏
は
記
者
会
見
で
、「
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
な
い
取
材
者
で
団
結
し
、
国
会
、
裁
判
所
、
中
央
官
庁
な
ど
へ
記
者
会
見
に
出

（
９
）

席
す
る
権
利
な
ど
を
認
め
る
よ
う
要
求
し
よ
う
」
と
提
案
し
た
。
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犯
罪
報
道
の
迷
走

日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
ハ
ー
ド
面
で
は
世
界
有
数
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
新
聞
購
読
率
は
世
界
一
で
、
記
事
も
概
ね
正
確
だ
。
放
送
局
も

ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
雑
誌
も
元
気
だ
。
し
か
し
、
犯
罪
と
い
う
か
刑
事
事
件
に
か
か
わ
る
新
聞
、
放
送
、
雑
誌
の
取
材
と

報
道
は
国
際
的
な
水
準
か
ら
見
て
も
、
最
低
の
部
類
に
入
る
と
思
う
。

ほ
と
ん
ど
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
た
ち
は
、
捜
査
段
階
で
犯
人
探
し
を
し
て
し
ま
い
、
裁
判
が
ま
だ
始
ま
っ
て
も
い
な
い
段
階
で
、「
ペ
ン
を

持
っ
た
お
ま
わ
り
さ
ん
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
被
害
者
感
情
に
左
右
さ
れ
な
い
冷
静
な
裁
判
報
道
が
必
要
だ
が
、�
少
年
探
偵
団
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
�
が
警
察
発
表
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
被
疑
者
を
犯
人
視
し
て
実
名
報
道
で
、
法
律
に
基
づ
か
な
い
刑
罰
を
執
行
し
て
い
る
構

造
が
最
大
の
問
題
だ
。

一
部
の
週
刊
誌
、
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
だ
け
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
大
新
聞
の
社
会
部
や
放
送
局
の
報
道
局
に
も
問
題
が
あ
る
の

だ
。
新
聞
・
通
信
社
の
記
者
た
ち
は
、
報
道
倫
理
や
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
教
育
を
十
分
に
受
け
な
い
ま
ま
、
警
察
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
放

り
込
ま
れ
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
で
や
る
こ
と
は
、
捜
査
官
と
親
密
に
な
っ
て
「
信
頼
関
係
」
を
築
い
て
、
情
報
を
非
公
式
ル
ー
ト
で
入
手
す
る

こ
と
だ
。
メ
デ
ィ
ア
の
幹
部
は
、「
記
者
ク
ラ
ブ
で
権
力
を
監
視
し
て
い
る
」（
小
川
一
毎
日
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
副
部
長
）
な
ど
と
主
張

す
る
が
、
現
場
の
実
態
を
見
れ
ば
、
記
者
た
ち
の
主
た
る
仕
事
は
警
察
の
監
視
で
は
な
く
、
警
察
か
ら
情
報
を
も
ら
う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

が
す
ぐ
に
分
か
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
社
会
部
系
幹
部
は
、
被
疑
者
の
実
名
を
報
道
す
る
の
は
、
警
察
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
人
が
冤
罪
で
は
な
い
か
と
か
、
当
局
が

適
正
な
捜
査
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
だ
と
主
張
す
る
が
、
警
察
官
の
自
宅
に
「
夜
討
ち
朝
駆
け
」
を
す
る
記
者
た
ち

に
、
そ
ん
な
視
点
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
む
し
ろ
、
捜
査
官
と
同
じ
視
線
で
事
件
を
見
て
一
体
化
し
て
い
る
。
九
八
年
一
〇
月
四
日
に
和
歌
山

毒
カ
レ
ー
事
件
で
夫
妻
が
詐
欺
容
疑
な
ど
で
別
件
逮
捕
さ
れ
た
後
、
和
歌
山
県
県
警
記
者
ク
ラ
ブ
の
幹
事
社
の
記
者
が
、
刑
事
部
長
ら
の
会

見
の
冒
頭
で
「
長
い
間
の
捜
査
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
頭
を
下
げ
た
こ
と
で
も
明
ら
か
だ
。
和
歌
山
事
件
で
は
朝
日
新
聞
が
別
件
に
よ
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る
強
制
捜
査
の
開
始
を
ス
ク
ー
プ
し
て
、
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
。
和
歌
山
毒
カ
レ
ー
事
件
報
道
は
朝
日
新
聞
の
「
ア
サ
ヒ
芸
能
」
化
を

象
徴
し
て
い
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
た
ち
が
警
察
を
き
ち
ん
と
監
視
し
て
い
れ
ば
、
神
奈
川
県
警
や
新
潟
県
警
な
ど
の
反
市
民
的
な
行
為
を
事
前
に
キ
ャ

ッ
チ
で
き
た
は
ず
だ
。

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
瀕
死
の
重
体
だ
が
、
原
告
の
寺
澤
氏
の
よ
う
に
フ
リ
ー
で
活
躍
す
る
記
者
た
ち
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
し

て
い
な
い
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
捜
査
当
局
の
不
正
、
腐
敗
な
ど
の
犯
罪
や
反
市
民
的
行
為
を
暴
い
て
い
る
。
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
、
本
来
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
い
る
。
寺
澤
氏
は
、「
大
マ
ス
コ
ミ
の
記
者
は
、
ク
ラ
ブ
で
発
表
も
の
だ
け

を
垂
れ
流
し
て
い
れ
ば
い
い
」
と
共
同
通
信
労
組
の
機
関
紙
で
皮
肉
っ
ぽ
く
書
い
て
い
た
。
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
も
記
者
ク
ラ
ブ
に
固
執
す

る
の
は
、
一
社
だ
け
で
は
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う
情
け
な
い
横
並
び
意
識
で
あ
る
。

鎌
田
慧
、
立
花
隆
、
斎
藤
貴
男
各
氏
ら
ま
と
も
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
『
記
者
ク
ラ
ブ
』
で
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
い
。
中
川
秀
直
・
自

民
党
国
対
委
員
長
、
山
崎
拓
・
元
自
民
幹
事
長
、
辻
本
清
美
・
元
衆
議
院
議
員
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
政
財
界
の
不
正
を
告

発
し
て
い
る
の
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
な
い
記
者
た
ち
だ
。

日
本
の
取
材
の
特
徴
は
記
者
ク
ラ
ブ
取
材
に
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
古
典
的
な
パ
タ
ー
ン
が
警
察
記
者
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
は

日
本
の
官
庁
・
大
企
業
な
ど
主
要
な
ニ
ュ
ー
ス
・
ソ
ー
ス
の
記
者
室
に
置
か
れ
て
い
る
排
他
的
な
記
者
集
団
で
あ
る
。
日
本
独
特
で
、「
キ

シ
ャ
ク
ラ
ブ
」
と
し
か
表
現
で
き
な
い
。

記
者
ク
ラ
ブ
は
一
八
九
〇
年
、
第
一
回
帝
国
議
会
で
「
議
会
出
入
記
者
団
」
を
結
成
、
当
局
に
取
材
許
可
を
要
求
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

戦
前
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
記
者
た
ち
の
連
帯
の
拠
点
と
も
な
っ
た
が
、
一
九
四
一
年
に
新
聞
統
制
機
関
「
日
本
新
聞
連
盟
」
の
発
足
に
伴
い
、

ク
ラ
ブ
の
自
治
が
禁
止
さ
れ
た
。
治
安
維
持
法
下
で
新
聞
が
一
県
一
紙
に
制
限
さ
れ
、
記
者
ク
ラ
ブ
も
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
和
枝
氏
の
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊

人
権
と
報
道
を
考
え
る
」〈
日
本
評
論
社
）
の
論
文
が
詳
し
い
。
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戦
後
も
記
者
ク
ラ
ブ
体
制
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
。
米
占
領
軍
は
日
本
国
民
を
統
治
す
る
た
め
に
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
を
利
用
し

た
。記

者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
と
こ
れ
に
準
ず
る
報
道
機
関
の
記
者
に
限
ら
れ
、
ク
ラ
ブ
に
常
駐
で
き
る
こ
と
が

条
件
に
な
っ
て
い
る
。
新
聞
協
会
は
四
九
年
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
方
針
」
で
、「
記
者
の
親
睦
社
交
を
目
的
と
し
て
組
織
す
る
も
の

と
し
、
取
材
上
の
問
題
に
は
一
切
関
与
せ
ぬ
こ
と
」
と
規
定
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
取
材
機
関
で
、
報
道
協
定
を
結
ん
だ
り
、
除
名
や
資

格
停
止
の
措
置
を
と
っ
て
き
た
。
新
聞
協
会
は
九
七
年
一
二
月
、
公
的
機
関
が
保
有
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
「
取
材
の
た

め
の
拠
点
」
と
見
解
を
改
め
た
。

九
三
年
か
ら
外
国
報
道
機
関
を
準
会
員
と
し
て
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
首
相
官
邸
ク
ラ
ブ
な
ど
に
Ａ
Ｐ
、
ロ
イ
タ
ー
な
ど
外
国
通
信
社
を

準
会
員
と
し
た
。
ま
た
首
相
や
官
房
長
官
の
会
見
に
外
国
人
記
者
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
国
メ
デ
ィ
ア

に
門
戸
を
少
し
広
げ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
と
て
正
会
員
で
は
な
い
し
、
質
問
は
で
き
な
い
な
ど
の
制
限
が
あ
る
。
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
は
新
聞

協
会
加
盟
の
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
に
限
定
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

実
は
記
者
ク
ラ
ブ
と
い
う
も
の
が
、
日
本
に
い
く
つ
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
デ
ー
タ
が
な
い
の
だ
。
西
山
武
典
氏
が
八
六
年
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
共
同
通
信
記
者
が
加
盟
し
て
い
る
記
者
ク
ラ
ブ
は
六
一
二
（
こ
の
う
ち
東
京
に
九
九
）
あ
っ
た
。
朝
日
新
聞
が
九
六

年
に
行
っ
た
調
査
（
未
公
表
）
で
は
七
八
一
あ
っ
た
と
い
う
。

京
都
の
記
者
ク
ラ
ブ
裁
判

記
者
ク
ラ
ブ
に
公
然
と
挑
戦
し
た
の
は
、
山
口
百
恵
さ
ん
だ
。
三
浦
友
和
氏
と
の
婚
約
を
発
表
す
る
際
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
に
あ
る
「
放
送
記
者

会
」
な
ど
三
つ
の
芸
能
・
文
化
関
係
の
ク
ラ
ブ
で
会
見
を
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
断
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
に
報
道
陣
を
集
め
て
記
者

会
見
し
た
。「
仕
事
上
の
こ
と
な
ら
ま
だ
分
か
る
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
で
ど
う
し
て
何
回
も
ク
ラ
ブ
で
話
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
」

と
言
っ
て
拒
否
し
た
と
い
う
。
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「
記
者
ク
ラ
ブ
が
使
っ
た
電
話
代
を
市
が
負
担
し
た
こ
と
と
、
市
側
が
懇
親
会
な
ど
で
記
者
接
待
を
行
っ
た
こ
と
は
行
き
過
ぎ
た
便
宜
供

与
。
京
都
市
長
と
京
都
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
京
都
市
に
こ
の
費
用
を
返
す
べ
き
」。
京
都
市
伏
見
区
の
農
業
、
藤
田
孝
夫
氏
は
九
二
年
六

月
一
九
日
こ
ん
な
訴
訟
を
京
都
地
裁
に
起
こ
し
た
。
同
様
の
住
民
監
査
請
求
を
棄
却
さ
れ
た
末
の
住
民
訴
訟
だ
っ
た
。

藤
田
氏
は
京
都
市
の
情
報
公
開
制
度
を
利
用
し
て
、
九
一
年
度
の
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
電
話
料
負
担
額
と
記
者
接
待
費
を
調
査
し
た
。
電
話

料
は
約
九
三
万
円
。
記
者
接
待
は
九
一
年
五
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
七
回
あ
り
、
合
計
約
二
〇
二
万
円
で
、
一
回
の
出
席
者
一
人
当
た
り
の
平

均
費
用
は
約
一
万
八
千
円
だ
っ
た
。

藤
田
氏
は
九
〇
年
四
月
一
二
日
に
、「
京
都
府
が
京
都
府
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
記
者
室
を
無
償
提
供
す
る
な
ど
数
々
の
便
宜
供
与
を
し
て
い

る
の
は
違
法
」
と
い
う
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
荒
巻
禎
一
知
事
が
八
七
年
九
月
一
日
、
定
例
記
者
会
見
で
、
沖
縄
を
襲
っ

た
台
風
被
害
に
触
れ
、「
台
風
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
倒
れ
た
か
ら
、（
過
激
派
の
）
警
備
が
や
り
や
す
く
な
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
の
う
ち
、
記
事
に
し
た
の
は
共
同
通
信
の
若
い
記
者
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
に
疑
問
を
持
っ
た
藤
田
氏
が

記
者
ク
ラ
ブ
と
府
庁
の
癒
着
を
問
題
に
し
た
の
だ
。

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
元
毎
日
新
聞
記
者
、
木
部
克
己
著
『
犯
人
視
と
い
う
凶
器
』（
あ
さ
を
社
）
が
詳
し
い
。

二
件
と
も
最
高
裁
ま
で
争
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
原
告
敗
訴
と
な
っ
た
。

裁
判
所
の
判
断
は
、
市
や
府
に
と
っ
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
広
報
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
違
法
性
は
な
い
と
し
た
。

一
人
二
万
円
近
い
豪
華
宴
会
が
、
社
会
的
常
識
の
範
囲
内
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
は
親
睦
を
目
的
と
し
た
任
意
団
体
で
被
告
と

し
て
の
当
事
者
性
が
な
い
と
認
定
し
た
。

藤
田
氏
は
京
都
府
警
に
よ
る
京
都
府
警
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
便
宜
供
与
、
接
待
に
つ
い
て
も
資
料
を
請
求
し
た
が
、
既
に
償
却
し
て
い
る
と

か
、
知
事
部
局
で
は
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
入
手
で
き
て
い
な
い
。

藤
田
氏
は
私
が
担
当
す
る
講
義
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
て
も
ら
っ
て
た
こ
と
が
あ
る
。
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藤
田
氏
は
寺
澤
氏
が
起
し
て
い
る
裁
判
に
つ
い
て
、「
記
者
ク
ラ
ブ
員
で
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
裁
判
所
が
資
料
を
配
付
し
な
い
の
は

不
当
だ
。
警
察
と
記
者
ク
ラ
ブ
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
が
、
警
察
の
方
が
ま
だ
話
し
て
く
れ
る
。
記
者
は
逃
げ
回
っ
て
い
る
。
私
の

裁
判
の
後
に
、
新
聞
協
会
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
を
親
睦
団
体
か
ら
取
材
機
関
だ
と
認
め
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
当
事
者
能
力
が
な
い
と
し
た
裁
判

所
の
判
断
の
根
拠
が
崩
れ
た
の
で
、
再
提
訴
を
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
の
裁
判
以
降
、
派
手
な
接
待
は
な
く
な
り
、
各
社
も
電

話
を
自
分
で
引
く
よ
う
に
な
っ
た
。
市
民
が
記
者
ク
ラ
ブ
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
鎌
倉
市
（
竹
内
謙
市
長
）
は
九
六
年
四
月
、
鎌
倉
記
者
会
に
便
宜
供
与
し
て
い
た
記
者
室
を
廃
止
し
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
鎌
倉
記
者
会
は
新
聞
協
会
加
盟
の
六
社
が
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
利
用

登
録
で
き
る
。
た
だ
し
企
業
広
報
紙
、
政
治
団
体
・
宗
教
団
体
の
機
関
紙
や
ミ
ニ
コ
ミ
紙
は
除
外
。
鎌
倉
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
鎌
倉
エ
フ
エ

ム
放
送
な
ど
計
一
六
社
が
登
録
（
九
九
年
五
月
現
在
）
し
て
い
る
。
拙
著
『
無
責
任
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
』（
現
代
人
文
社
、
一
九
九
六
年
）

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

参
考
文
献
は
、
新
聞
労
連
新
聞
研
究
部
編
『
提
言

記
者
ク
ラ
ブ
改
革
』、
一
九
九
四
年
。
北
村
肇
『
腐
敗
し
た
メ
デ
ィ
ア
』
現
代
人
文

社
、
一
九
九
六
年
。

権
力
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
こ
と
は
な
い

Ｅ
Ｕ
の
記
者
ク
ラ
ブ
廃
止
要
求
に
対
し
て
、
新
聞
協
会
は
「
情
報
公
開
に
消
極
的
だ
っ
た
議
会
や
行
政
に
対
し
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
結
束
し

て
情
報
公
開
を
迫
る
役
割
を
一
〇
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
き
た
」
と
反
論
し
た
が
、「
一
〇
〇
余
年
」
の
間
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
へ

の
侵
略
が
あ
っ
た
の
を
忘
却
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
役
員
に
は
、
日
本
の
軍
国
主
義
化
と
侵
略
戦
争
を
抑
止
で
き
な

か
っ
た
原
因
が
言
論
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
貧
困
さ
に
あ
っ
た
と
い
う
反
省
す
ら
な
い
の
か
。

報
道
界
は
戦
後
、
人
権
と
民
主
主
義
の
確
立
へ
の
希
望
を
掲
げ
て
再
出
発
し
た
は
ず
だ
が
、
日
本
は
い
ま
米
英
と
と
も
に
国
際
法
違
反
の

イ
ラ
ク
侵
略
・
占
領
に
参
戦
し
て
い
る
。
一
〇
月
二
二
日
、
自
衛
隊
と
詐
称
す
る
日
本
国
軍
の
サ
マ
ワ
基
地
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
着
弾
し
た
こ
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と
を
、
防
衛
庁
が
発
表
し
た
の
は
発
生
か
ら
八
時
間
後
だ
っ
た
。
サ
マ
ワ
基
地
を
取
材
し
て
い
る
日
本
人
記
者
は
ゼ
ロ
。
派
兵
さ
れ
た
自
衛

隊
員
の
数
さ
え
報
道
で
き
な
い
。
軍
と
警
察
が
情
報
統
制
を
強
め
る
中
で
大
新
聞
、
通
信
社
、
放
送
局
は
無
抵
抗
で
あ
る
。
ま
さ
に
記
者
ク

ラ
ブ
が
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
を
衰
退
さ
せ
て
き
た
の
だ
。

ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
社
会
科
学
す
べ
き
メ
デ
ィ
ア
学
の
研
究
者
が
記
者
ク
ラ
ブ
を
擁
護
し
て
い
る
の
は

「
学
問
の
犯
罪
」
と
言
え
よ
う
。

お

わ

り

に

韓
国
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
新
聞
の
発
展
は
、
民
主
化
闘
争
、
米
軍
基
地
撤
退
要
求
、
労
働
運
動
な
ど
の
主
体
と
な
っ
た
市
民
、
知
識
人
の
営

為
の
結
果
で
あ
る
。
い
ま
、
韓
国
の
人
民
は
南
北
の
統
一
後
も
展
望
し
な
が
ら
、
人
権
と
民
主
主
義
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
学
会
や
経
団
連
が
最
近
、
オ
代
表
に
盛
ん
に
接
触
し
て
い
る
が
、
日
本
の
韓
国
ネ
ッ
ト
新
聞
に
対
す
る
関
心
の

対
象
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
韓
国
の
現
状
を
知
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
う
改
革
す
る

か
と
い
う
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

五
七
回
目
の
新
聞
週
間
が
始
ま
っ
た
十
月
一
五
日
、
富
山
市
で
新
聞
大
会
が
開
か
れ
た
。
記
念
講
演
を
し
た
の
が
辺
見
じ
ゅ
ん
氏
だ
っ

た
。
自
衛
隊
と
詐
称
す
る
憲
法
違
反
の
日
本
国
軍
が
米
英
の
イ
ラ
ク
侵
略
・
強
制
占
領
に
参
戦
す
る
中
で
行
わ
れ
る
《
戦
時
体
制
下
の
新
聞

週
間
》
な
の
だ
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

『
朝
日
』
は
一
七
日
付
で
「
戦
争
と
新
聞
│
│
誤
り
を
正
す
勇
気
に
学
ぶ
」
と
題
し
、
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

ポ
ス
ト
両
紙
が
イ
ラ
ク
報
道
で
謝
罪
記
事
を
載
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。《
小
泉
首
相
は
「
問
題
の
核
心
は
、
イ

ラ
ク
が
保
有
す
る
大
量
破
壊
兵
器
を
廃
棄
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
問
題
の
本
質
は
、
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
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器
が
テ
ロ
リ
ス
ト
の
手
に
渡
る
危
険
性
を
ど
う
排
除
す
る
か
だ
」
と
書
い
て
、
戦
争
を
強
く
支
持
す
る
新
聞
も
あ
っ
た
。（
略
）
大
量
破
壊

兵
器
が
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
も
、
首
相
は
過
去
の
判
断
を
「
過
ち
で
は
な
い
」
と
言
い
張
る
。
さ
き
の
新
聞
も
「
脅
威
は
存
在

し
て
い
た
」
と
書
く
ば
か
り
だ
。
政
府
と
の
二
人
三
脚
の
よ
う
で
は
な
い
か
》

し
か
し
、『
朝
日
』
も
小
泉
首
相
、
川
口
・
前
外
相
、
石
破
防
衛
庁
長
官
ら
の
米
国
追
随
発
言
を
垂
れ
流
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
自

社
の
記
事
も
検
証
し
て
ほ
し
い
。

憲
法
を
蹂
躙
し
て
、
自
衛
隊
を
米
英
の
イ
ラ
ク
侵
略
・
強
制
占
領
の
多
国
籍
軍
に
参
戦
さ
せ
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
朝
鮮
）
へ

の
先
制
攻
撃
も
あ
り
得
る
と
ま
で
閣
僚
が
発
言
し
て
き
た
。「
憲
法
を
現
実
に
あ
わ
せ
る
べ
き
だ
」
と
極
右
政
治
家
、
文
化
人
は
繰
り
返

す
。
現
実
が
憲
法
違
反
だ
と
認
め
て
い
る
の
だ
。

『
朝
日
』
社
説
は
、「
新
聞
は
懐
疑
心
と
独
立
心
を
鍛
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
新
聞
の
最
大
の
使
命
は
、
小

泉
首
相
ら
す
べ
て
の
特
別
・
高
級
公
務
員
が
憲
法
遵
守
専
念
義
務
に
違
反
し
な
い
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
胸
に
刻
ん
で

ほ
し
い
。

私
た
ち
が
ソ
ウ
ル
で
意
見
交
換
し
た
ヨ
ン
セ
大
学
新
聞
放
送
学
科
の
学
生
が
「
日
本
で
は
な
ぜ
反
米
運
動
が
な
い
の
か
」
と
私
の
ゼ
ミ
学

生
に
質
問
し
て
い
た
。
韓
国
で
学
生
、
市
民
の
政
治
的
関
心
が
高
い
の
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
活
性
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
で
ネ
ッ
ト
新
聞
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
オ
代
表
の
い
う
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
の
社
会
に
ど
う

い
う
問
題
が
あ
り
、
ど
う
改
革
す
べ
き
か
、
他
の
市
民
と
ど
う
連
体
し
協
力
し
て
い
く
べ
き
か
を
認
識
し
て
行
動
で
き
る
人
た
ち
の
こ
と

だ
。
メ
デ
ィ
ア
学
の
分
野
で
も
「
準
備
さ
れ
た
研
究
者
」
と
「
準
備
さ
れ
た
記
者
」
が
日
本
に
ど
れ
だ
け
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
。

オ
代
表
は
、「
日
本
で
も
若
者
を
中
心
に
芽
が
出
て
い
る
。
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
日
本
の
将
来
に
期
待
を
表
明
し
て
い
る
。
オ

ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
語
版
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
も
検
討
し
て
い
る
。
オ
代
表
は
「
ネ
ッ
ト
新
聞
は
、
紙
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
と
共
存
で
き

る
。
わ
れ
わ
れ
は
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
は
韓
国
語
で
伝
え
て
き
た
が
、
韓
国
語
以
外
の
言
語
で
も
活
動
を
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展
開
す
る
」
と
決
意
を
表
明
す
る
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
来
年
二
月
、
五
周
年
を
記
念
し
て
「
市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
化
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て
い
る
。
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
も
日
本
で
い
か
に
し
て
市
民
参
画
型
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
創
生
し
て
い
く
か

を
課
題
に
し
た
い
。

【
資
料
】

【
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス

オ
・
ヨ
ン
ホ
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
二
〇
〇
四
年
二
月
二
五
日

於
：
ソ
ウ
ル
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
本
社

聞
き
手
・
浅
野
健
一
、
李
其
珍
、
森
類
臣

日
本
語
訳
・
李
其
珍

│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
簡
単
な
概
要
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
二
月
二
二
日
午
後
二
時
二
二
分
、
二
〇
世
紀
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
決
別
す
る
と
い
う
決
意
で
、
出
発
し
ま
し
た
。
二
〇
世

紀
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
紙
新
聞
で
職
業
記
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、
性
格
は
一
方
向
的
で
し
た
。
私
た
ち
は
「
す
べ
て

の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
下
で
、
双
方
向
に
進
行
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
目
指
し
て
、
読
者
が
い
つ
で
も
や
り
た
け

れ
ば
記
者
に
な
れ
る
よ
う
な
新
聞
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
出
発
の
時
は
私
を
含
め
て
四
人
で
し
た
が
、
今
は
六
〇
名
の
常
勤
の
記
者

が
い
ま
す
。
市
民
記
者
は
、
最
初
は
七
〇
〇
名
で
し
た
が
、
今
は
三
二
〇
〇
〇
人
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
記
者
が
記
事
を
書
く
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
事
を
書
い
た
記
者
は
一
一
〇
〇
〇
人
で
す
。
そ
れ
以
外
の
記
事
を
書
い
て
い
な
い
記
者
も
読
者
で
あ
っ
て
、
意
見
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を
提
供
で
き
る
の
で
す
。
創
刊
当
時
は
一
日
二
〇
〇
〇
人
か
ら
三
〇
〇
〇
人
の
読
者
が
来
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
八
〇
万
〜
一
三
〇
万
の
読
者
が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
と
い
う
の
は
、
正
確
な
読
者
数
を
数
え
る
の
は
難
し
い
の

で
す
。
盧
武
鉉
大
統
領
の
選
挙
時
は
、
大
体
三
〇
〇
万
〜
四
〇
〇
万
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
現
在
株
式

会
社
で
す
。
三
年
間
赤
字
が
続
き
ま
し
た
。
毎
月
二
〇
〇
〇
万
〜
三
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
の
赤
字
が
あ
り
ま
し
た
。
去
年
や
っ
と
黒
字
に
な
り

ま
し
て
、
金
額
は
一
億
五
千
万
ウ
ォ
ン
で
す
。
そ
れ
は
読
者
数
が
上
が
る
に
連
れ
て
広
告
料
が
増
え
た
か
ら
で
す
。

│
│
広
告
料
だ
け
で
、
購
読
料
は
不
要
で
す
か
。

広
告
収
入
が
七
〇
％
〜
八
〇
％
で
、
残
り
は
コ
ン
テ
ン
ツ
販
売
と
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た
特
徴
的
な
の
が
自
発
的
な
有
料
化
で
す
。
い
わ
ゆ
る

カ
ン
パ
で
す
ね
。
こ
れ
が
一
ヶ
月
一
人
当
た
り
三
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
。
こ
の
収
入
だ
け
で
、
去
年
二
億
五
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
で
す
。

│
│
コ
ン
テ
ン
ツ
販
売
と
は
？

有
名
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
記
事
を
売
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

│
│
記
者
が
増
え
る
と
、
記
事
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
下
が
る
と
思
い
ま
す
が
。
例
え
ば
、
市
民
記
者
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
名
誉

毀
損
、
噂
話
の
政
治
的
な
利
用
な
ど
そ
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
市
民
記
者
が
書
い
た
記
事
の
編
集
の
た
め
だ
け
に
一
〇
名
の
編
集
者
が
い
ま
す
。
事
実
関
係
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
の
で
す
が
、
普
通
は
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
な
記
事
が
多
い
の
で
、
問
題
が
あ
り
そ
う
な
記
事
は
頻
繁
に
は
登
場
し
な
い
の
で
す
が
、
問

題
が
あ
り
そ
う
な
記
事
が
登
場
し
た
と
き
は
、
一
旦
外
部
か
ら
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
処
理
を
し
ま
す
。
そ
の
間
に
編
集
部
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
チ
ェ
ッ
ク
し
終
え
た
ら
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
四
年
間
、
市
民
記
者
が
書
い
た
記
事
で
大
き
な
訴
訟
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小

さ
い
訴
訟
が
二
、
三
件
あ
っ
た
の
で
す
が
、
全
部
解
決
し
ま
し
た
。
質
問
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
心
配
な
訴
訟
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
編
集
者
の
数
に
比
べ
て
、
市
民
記
者
の
数
が
多
い
と
思
う
の
で
す
が
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
も
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

そ
う
で
す
。
編
集
部
か
ら
「
労
働
が
き
つ
す
ぎ
る
」
と
い
う
文
句
も
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
記
者
の
性
質
が
わ
か
っ
て
き
て
か
ら
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は
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
よ
り
、
市
民
記
者
は
書
く
の
が
上
手
で
す
。
そ
も
そ

も
市
民
記
者
が
い
る
か
ら
こ
そ
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
成
り
立
ち
、
市
民
記
者
が
増
え
て
き
た
か
ら
編
集
部
も
大
き
く
な
っ
た
と
い
え
ま

す
。
一
日
一
五
〇
件
の
記
事
が
処
理
さ
れ
ま
す
。

│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
増
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ひ
と
つ
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
読
者
を
参
加
さ
せ
る
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
記
者
自
体
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ

ー
ス
の
広
報
マ
ン
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
常
勤
記
者
の
特
ダ
ネ
が
常
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
常
に
社
会

に
話
題
を
投
げ
か
け
世
論
を
主
導
し
て
き
た
の
で
影
響
力
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
去
年
は
韓
国
社
会
で
影
響
力
が
あ
る
メ

デ
ィ
ア
の
六
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
説
明
で
き
ま
す
。

影
響
力
の
調
査
を
し
て
い
る
の
は
、
時
事
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
い
う
、
毎
年
世
論
主
導
層
対
象
に
、
い
わ
ゆ
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
対
象
に
調
査

し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
、
そ
こ
で
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
創
刊
時
は
一
四
位
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
す
が
翌
年
に
は
一
〇
位
、
翌
々
年
に

は
八
位
、
三
年
目
に
は
六
位
に
な
っ
た
の
で
す
。
す
ご
い
急
成
長
で
し
た
。

│
│
大
き
な
特
ダ
ネ
と
い
う
の
は
例
え
ば
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

例
え
ば
、
韓
国
の
大
企
業
「
現
代
」
グ
ル
ー
プ
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
密
か
に
二
億
ド
ル
を
送
金
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
最
初
に
記
事
に
し
た
の
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
他
の
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
記
事
の
あ
と
に
報
道
し
ま
し
た
。
ま
た
、
盧
武
鉉
大
統

領
が
当
選
し
て
一
番
初
め
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
伝
統
的
な
意
味
で
の
特
ダ
ネ
も
も
ち
ろ
ん
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い
意
味
で
の
特
ダ
ネ
も
つ
く
っ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。
例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
に
金
泳
三
元
大
統
領
が
高
麗
大
学
で
講
演
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
学
生
た
ち
が

阻
止
し
た
の
で
す
ね
。
一
四
時
間
デ
モ
が
続
い
た
の
で
す
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
れ
を
一
四
時
間
携
帯
電
話
で
生
放
送
し
ま
し
た
。

―６３―

市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
連
帯



一
時
間
ご
と
に
送
っ
て
、
一
四
シ
ー
ン
に
分
け
て
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
流
し
ま
し
た
。
記
事
、
写
真
、
動
画
す
べ
て
で
報
道
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
そ
の
日
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
記
事
で
す
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
意
味
で
の
新
し
い
特

ダ
ネ
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

│
│「
現
代
」
に
関
し
て
の
特
ダ
ネ
は
ど
の
よ
う
に
と
っ
た
の
で
す
か
。
ど
う
し
て
大
新
聞
が
ス
ク
ー
プ
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。そ

の
特
ダ
ネ
を
取
っ
た
記
者
が
、
日
頃
か
ら
深
い
分
析
記
事
を
書
い
て
い
た
記
者
で
、
金
大
中
政
権
の
官
僚
に
よ
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

い
て
、
そ
の
中
で
そ
う
い
う
事
実
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
政
治
的
な
ス
タ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
哲
学
は
「
開
か
れ
た
進
歩
」
で
す
。
そ
れ
は
基
本
的
に
進
歩
的
で
改
革
的
な
立
場
、
政
治
的
な
ス
タ
ン
ス
を

意
味
し
ま
す
。「
開
か
れ
た
」
と
い
う
の
は
、
硬
直
的
な
進
歩
主
義
に
は
批
判
を
加
え
、
保
守
で
も
生
産
的
で
躍
動
的
に
動
い
て
い
た
ら
評

価
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
私
た
ち
は
柔
軟
な
姿
勢
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
大
統
領
選
挙
の
時
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー

ス
は
政
治
改
革
を
望
ん
で
い
る
若
者
の
声
を
反
映
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
で
「
親
盧
武
鉉
新
聞
」
と
い
う
誤
解
も
さ
れ
ま
し
た
。
で
も

こ
れ
は
盧
武
鉉
と
い
う
個
人
を
支
持
し
た
の
で
は
な
く
て
、
盧
武
鉉
の
土
壌
か
ら
影
響
を
受
け
た
政
治
改
革
に
対
す
る
若
者
の
望
み
を
報
道

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
人
気
の
秘
密
の
ひ
と
つ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
能
を
十
分
に
生
か
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
ど
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
十
分
に
使
っ
て
い
ま
す
。
他
の
ど
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
、
生
き
生
き
し
た
写
真
、
動
画
を
流
し

て
い
ま
す
。

│
│
韓
国
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
改
革
を
促
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
改
革
・
開
放
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
、
オ
ー
マ
イ
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ニ
ュ
ー
ス
は
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
る
の
を
拒
否
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
抵
抗
活
動
を
し
た
の
が
有
名
な
事
件

と
な
っ
て
世
論
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
し
て
盧
武
鉉
政
権
に
な
っ
て
、
青
瓦
台
（
大
統
領
官
邸
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
府
関
係

の
記
者
ク
ラ
ブ
の
開
放
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
上
げ
た
成
果
の
中
で
も
と
て
も
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
思
い
ま
す

│
│
裁
判
も
起
こ
し
た
の
で
す
か
。

は
い
、
起
こ
し
ま
し
た
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
記
者
ク
ラ
ブ
の
行
動
を
中
止
し
て
も
ら
え
る
仮
処
分

申
請
を
裁
判
所
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
そ
う
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
〇
〇
一
年
で
す
。
詳
し
く
は
記
事
を

見
た
ら
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
四
年
間
を
整
理
し
た
本
を
出
版
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
五
月
、
世
界
新
聞
協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
の
総
会

に
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
か
れ
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
と
こ
ろ
、「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
事
例
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
整
理
し

て
世
界
に
発
表
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
要
請
が
あ
り
、
出
版
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
本
の
ひ
と
つ
の
章
に
記
者
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を
書
い

て
い
ま
す
。

│
│
常
勤
記
者
は
、
官
庁
に
は
毎
日
行
く
の
で
す
か
。

常
勤
記
者
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
必
ず
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
け
い
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ

は
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
（
問
題
、
争
点
）
が
あ
れ
ば
行
き
ま
す
。
必
ず
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
や
ヨ
ル
リ
ン
ウ
リ
党
つ

ま
り
与
党
と
野
党
の
政
党
で
す
ね
。
後
は
検
察
と
青
瓦
台
で
す
。
他
の
と
こ
ろ
は
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
れ
ば
行
き
ま
す
。
基
本
的
に
記
者
ク
ラ
ブ

の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
頼
ら
な
い
方
針
で
す
。

│
│
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
る
権
利
を
記
者
ク
ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い
る
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
独
占
し
て
し
ま
い
、
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
こ
と
が

お
か
し
い
と
言
っ
て
闘
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
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そ
う
で
す
。

│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を
ま
と
め
て
、
紙
媒
体
の
週
刊
新
聞
と
し
て
も
発
行
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
考

え
か
ら
で
す
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
い
ろ
い
ろ
な
長
所
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
媒
体
も
長
所
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
が
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
紙
媒
体
を
も
う
ひ
と
つ
の
窓
口
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
見
ら
れ
な
い
人
と
か
紙
媒
体
に
こ
だ
わ
る
人
と
か
、
も
う
一
度
記
事
を
読
み
た
い
人
の
た
め
に
つ
く
り
ま
す
。
そ
れ
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ

ー
ス
の
記
事
か
ら
良
い
記
事
を
選
ん
で
週
刊
新
聞
を
つ
く
る
の
で
、
そ
ん
な
に
労
働
力
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
毎
週
水
曜
日
に
準
備
し
て
金
曜

日
に
発
行
し
ま
す
。

│
│
プ
レ
シ
ア
ン
と
の
違
い
を
教
え
て
下
さ
い
。

プ
レ
シ
ア
ン
は
、
職
業
記
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
専
門
的
な
記
事
を
書
く
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
特
徴

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
に
二
つ
の
種
類
が
あ
る
と
仮
定
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
紙
新
聞
に
近
い
新
聞
。

も
う
ひ
と
つ
は
紙
新
聞
と
全
然
違
う
新
聞
で
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
後
者
に
入
り
、
プ
レ
シ
ア
ン
は
前
者
で
す
。
プ
レ
シ
ア
ン
は
紙
新

聞
に
近
く
、
紙
新
聞
を
分
析
し
た
新
聞
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

│
│
共
存
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。

│
│
プ
レ
シ
ア
ン
も
影
響
力
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
先
ほ
ど
話
し
た
時
事
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
る
と
、
影
響
力
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
六
位
に
対
し
て
プ
レ
シ
ア
ン
は
一
三

位
、
読
者
数
は
、
プ
レ
シ
ア
ン
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
四
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
く
ら
い
で
す
。

│
│
市
民
記
者
は
ど
の
よ
う
な
人
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。
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二
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
若
い
人
た
ち
で
す
。
職
業
は
様
々
で
す
。
大
学
教
授
、
軍
人
な
ど
も
い
ま
す
。

│
│
内
部
告
発
な
ど
も
あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
す
。

│
│
一
番
印
象
に
残
る
記
事
は
何
で
す
か
。

税
務
省
の
官
僚
が
汚
職
に
関
し
て
内
部
告
発
し
て
、
そ
の
内
容
を
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
者
に
話
し
た
こ
と
で
す
。

【
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス

オ
・
ヨ
ン
ホ
代
表
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
二
〇
〇
四
年
八
月
三
一
日

於
：
ソ
ウ
ル
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
本
社

聞
き
手
・
浅
野
健
一
・
李
其
珍
・
森
類
臣

日
本
語
訳
・
李
其
珍

│
│
一
昨
日
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
学
会
か
ら
何
人
か
見
学
に
こ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
本
の
学
会
に
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の

こ
と
が
ど
の
く
ら
い
浸
透
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

何
人
か
の
方
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
興
味
は
持
っ
て
い
る
が
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い

て
市
民
記
者
が
何
人
く
ら
い
い
る
か
、
ど
の
く
ら
い
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
た
ら
、
と
て
も
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。
結

局
、
知
ら
れ
て
い
る
の
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
漠
然
と
し
た
感
じ
で
そ
ん
な
に
理
解
し
て
い
な
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｎ
の
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
の
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｎ
は
日
本
で
そ
ん
な
に
成
功
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
が
韓
国
と
日
本
の
違
い
は
何
な
の
か
を
聞
か
れ
ま
し
た
。

│
│
そ
の
質
問
に
は
ど
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
か
。
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韓
国
の
マ
ス
コ
ミ
と
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
そ
の
状
況
が
違
い
ま
す
。
韓
国
の
大
手
マ
ス
コ
ミ
は
大
衆
か
ら
不
信
感
を
持
た
れ
て
い
て
、
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
欲
求
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
市
民
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア

に
対
す
る
欲
求
が
果
た
し
て
大
き
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
と
利
用
率
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
何
よ
り
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
思
う
の
は
、
若
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
参
加
す
る
準
備
が

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
す
。
韓
国
の
場
合
は
準
備
が
で
き
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
単
一
民
族
で
あ
っ
て
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
対
す
る
集
中
力
が
強
い
と
こ
ろ
、
国
土
が
大
き
く
な
い
と
こ
ろ
な
ど
物
理
的
な
条
件
は
似
て
い

ま
す
ね
。

│
│
イ
ラ
ク
で
の
韓
国
人
金
鮮
一
さ
ん
殺
害
事
件
に
お
い
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
記
者
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
特

に
、
韓
国
軍
の
イ
ラ
ク
派
兵
に
つ
い
て
の
記
事
の
論
調
、
そ
し
て
オ
代
表
自
身
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
全
体
的
な
論
調
も
そ
う
で
す
し
、
個
人
的
な
意
見
も
派
兵
反
対
と
い
う
こ
と
で
す
。
盧

武
鉉
政
権
発
足
後
以
来
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
盧
武
鉉
政
権
に
友
好
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
派
兵
反
対
を
す
る
こ
と
で
、
盧

武
鉉
政
権
に
反
対
を
す
る
大
き
な
事
例
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
そ
う
い
う
論
調
だ
け
で
は
な

く
て
、
以
前
か
ら
の
盧
武
鉉
支
持
者
が
盧
武
鉉
大
統
領
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
も
起
こ
り
ま
し
た
。

│
│
日
本
で
は
イ
ラ
ク
拘
束
事
件
の
被
害
者
が
、
帰
国
後
に
自
己
責
任
論
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

日
本
人
拘
束
事
件
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
よ
う
な
バ
ッ
シ
ン
グ
し
た
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
韓
国
で
は
そ
の
よ
う
な
バ
ッ
シ
ン
グ
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

一
部
の
保
守
的
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
バ
ッ
シ
ン
グ
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
し
、
保
守
的
な
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
う
い
う
人
質
の
事
件
に

よ
っ
て
韓
国
の
派
兵
政
策
が
変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
立
場
で
し
た
が
、
若
い
ネ
テ
ィ
ズ
ン
の
大
多
数
の
意
見
は
、
ど
う
す
れ
ば
安
全
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に
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
議
論
で
し
た
。「
危
な
い
と
こ
ろ
に
な
ぜ
行
っ
た
の
か
」
と
い
う
意
見
も
一
部
あ
り
ま
し
た
。

│
│
今
、
日
本
は
韓
国
ブ
ー
ム
で
沸
き
立
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

私
は
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
も
数
あ
る
ド
ラ
マ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
か
な
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
日
本
で
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
が
人
気
を
集
め

て
、
日
本
の
観
光
客
が
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
が
撮
影
さ
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
た
り
す
る
の
を
見
て
、
と
て
も
理
解
し
が
た
い
で
す
。
評
論
家
た

ち
は
い
ろ
い
ろ
な
分
析
を
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
韓
国
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
韓
国
人
ス
タ
ー
を
好
き
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で

は
な
く
て
、
韓
国
国
内
で
社
会
的
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
市
民
の
動
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
一
環
と
し
て
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ

ー
ス
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
当
の
韓
国
ブ
ー
ム
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス

オ
・
ヨ
ン
ホ
代
表
講
演
会
の
記
録
】
二
〇
〇
四
年
九
月
一
五
日

於
：
同
志
社
大
学
今
出
川
校
地
至
誠
館
四
番
教

室

日
本
語
訳
・
李
其
珍

私
は
、
一
九
八
八
年
一
月
か
ら
一
二
年
間
、
韓
国
の
在
野
を
代
表
す
る
月
刊
誌
「
月
刊
マ
ル
」
で
記
者
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
韓
国

で
言
論
の
自
由
が
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
報
道
し
、
ど
う
し
た
ら
世
界
を
変
革
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
に

つ
い
て
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
私
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
二
日
に
「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を

つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
を
創
刊
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
、
革
新
的
な
目
標
と
し
て
「
す
べ
て
の
市
民
は
記

者
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
決
め
ま
し
た
。
二
つ
目
の
目
標
は
、
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
は
、
保
守
が
八
〇
％
で
進
歩
が
二
〇
％
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
民
主
主
義
的
な
討
論
は
で
き
な
い
と
判
断
し
、
こ
れ
を
五
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〇
対
五
〇
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
三
つ
目
の
目
標
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
韓
国
に
存
在
し
て
い
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
新
聞
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
特
長
を
十
分
に
生
か
し
て
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
何
を
見
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
市
民
に
は
っ
き
り
示
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
こ
の
よ
う
な
目
標
を
持
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
を
創
刊
し
た
い
と
い
う
話
を
し
た
ら
、
周
り
の
人
か
ら
「
こ
の
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
昔
か
ら
興
味
を
持
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技
術
も
優
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
」
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
創
刊
す
る
前
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技
術
に
関
し
て
は
ゼ
ロ
に
近
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
嫌
う
人
間
で
し
た
。

私
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
、
と
て
も
田
舎
で
、
五
〇
世
帯
く
ら
い
し
か
な
い
小
さ
な
村
で
し
た
。
だ
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
経
験
す
る
よ

う
な
環
境
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
大
学
入
学
後
、
大
学
の
図
書
館
で
初
め
て
乗
り
ま
し
た
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
、
す
な
わ
ち
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

親
近
感
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
過
去
五
年
間
、
急
成
長
を
み
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
急

成
長
の
核
心
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

去
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
が
私
た
ち
の
事
務
所
に
訪
問
し
て
き
て
、「
今
ま
で
で
一
番
大
き
な
特
ダ
ネ
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
私
は
「�
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
�
と
い
う
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
と
そ
れ
を
市
民
に
伝
え
た
こ
と
自
体
が
一
番
大
き

な
特
ダ
ネ
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
は
じ
め
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
た
と
き
に
、
果
た
し
て
市
民
は
記
者
と
し
て
来
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
が
、
私

た
ち
が
創
刊
準
備
を
し
て
い
る
と
き
に
既
に
七
〇
〇
人
の
市
民
記
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
、
市
民
記
者
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
と
言
っ

て
来
た
の
で
す
。
市
民
記
者
の
グ
ラ
フ
を
見
な
が
ら
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
者
は
三
万
五
〇
〇
〇
人
に

達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
市
民
記
者
が
一
日
平
均
一
五
〇
個
の
記
事
を
書
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
記
者
は
韓
国
に
い
る
あ
ら
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ゆ
る
職
業
の
人
で
警
察
・
軍
人
・
弁
護
士
・
普
通
の
お
ば
さ
ん
お
じ
さ
ん
な
ど
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
職
業
の
方
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
民
記
者
に
、
こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
人
が
い
る
の
で
、
記
事
の
種
類
も
実
に
様
々
で
す
。
一
部
か
ら
は
、
職
業
記
者
が
書
い
た
記
事

な
ど
あ
る
程
度
レ
ベ
ル
が
あ
る
記
事
で
な
い
と
難
し
く
な
い
の
か
と
い
う
質
問
を
よ
く
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
記
事
を
扱
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
李
さ
ん
の
場
合
は
、
今
ま
で
四
〇
〇
本
の
記
事
を
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
記
事
に
ア
ク
セ
ス
す
る
回

数
は
、
一
万
回
を
超
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
市
民
記
者
た
ち
は
、
プ
ロ
の
記
者
に
負
け
な
い
よ
う
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な

る
の
で
す
。
実
名
を
明
示
し
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
定
め
た
市
民
記
者
倫
理
綱
領
に
同
意
す
れ
ば
、
誰
で
も
市
民
記
者
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
市
民
記
者
の
記
事
に
対
し
て
原
稿
料
を
払
っ
て
い
ま
す
。
金
額
は
大
手
新
聞
社
が
払
っ
て
い
る
原
稿
料
に
比
べ
た
ら
、
と
て

も
わ
ず
か
で
す
。
一
面
記
事
に
は
、
一
つ
の
記
事
に
二
万
ウ
ォ
ン
払
い
ま
す
。
普
通
の
記
事
に
は
二
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
で
す
。
こ
の
よ
う
に
原

稿
料
が
少
な
い
の
に
、
な
ぜ
多
く
の
市
民
記
者
が
情
熱
的
に
活
動
し
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
を
よ
く
さ
れ
ま
す
。
市
民
記
者
が
こ
の
よ
う

に
集
ま
る
の
は
、
お
金
に
は
換
算
で
き
な
い
価
値
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
伝
統
的
な
紙
新
聞
は
「
私
た
ち
が
記

事
を
書
く
か
ら
、
あ
な
た
た
ち
読
者
は
読
み
な
さ
い
」
と
い
う
形
で
し
た
。
し
か
し
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
記
事
を
書

い
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
読
ん
で
、
み
ん
な
で
一
緒
に
世
の
中
を
変
え
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
す
。

市
民
記
者
は
女
性
よ
り
男
性
が
多
い
で
す
。
七
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
男
性
で
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
創
刊
さ
れ
た
と
き
に
、
主
に

政
治
や
社
会
問
題
を
扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
に
も
何
か
に
参
加
す
る
と
き
に
は
男
性
の
比
率
が
多
い

傾
向
で
す
。
職
業
で
は
、
大
学
生
が
約
二
〇
％
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
約
一
五
％
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
七
％
に
達
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
地
方
の
記
者
た
ち
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
自
分
の
記
事
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
二
〇
代
が
三

八
％
、
三
〇
代
が
三
四
％
に
な
り
ま
す
。
二
〇
代
・
三
〇
代
で
約
七
〇
％
で
す
。
六
〇
代
以
上
は
一
％
で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
、
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市
民
記
者
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
主
な
読
者
層
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
二

〇
代
三
〇
代
の
若
い
世
代
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

多
く
の
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
、
現
在
の
韓
国
の
政
治
的
な
変
化
を
、
若
い
世
代
の
活
発
な
参
加
に
そ
の
原
因
を
探
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー

マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
動
か
し
て
い
る
の
が
実
際
若
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
析
の
一
つ
の
事
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
部
の
保
守
的
な
マ
ス
コ
ミ
で
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
せ
い
で
、
若
者
と
お
年
寄
り
の
世
代
の
間

に
、
鐚
藤
が
生
じ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
で
お
も
し
ろ
い
事
例
を
上
げ
ま
す
と
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
の
韓
国
大
統
領
選

挙
の
と
き
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
選
挙
に
及
ぼ
す
影
響
が
と
て
も
大
き
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
お
年
寄
り
の
方
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
年
寄
り
の
世
代
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
始
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
表
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
と
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
ジ
ャ
ー
な
新
聞
が
自
分
た
ち
の

新
聞
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
違
う
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
と
し
て
の
特
徴
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
つ
く
ら
れ
た
と
き
に
、
も
ち
ろ
ん
コ
ン
セ
プ
ト
の
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
は
世
界
初
で

し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
世
界
で
初
め
て
行
っ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
記
事
の
後
ろ
に
、
読
者
が
意
見
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
欄
を
設
け
た

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
読
者
の
参
加
が
活
発
に
起
き
て
い
る
の
で
す
。
最
初
、
読
者
意
見
欄
を
設
け
た
と
き

に
、
一
つ
の
記
事
に
対
し
て
三
〇
〇
〇
件
の
意
見
が
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
か
ら
、
既

存
の
紙
新
聞
で
も
、
自
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
の
記
事
の
後
ろ
に
読
者
意
見
欄
を
つ
け
ま
し
た
。
韓
国
の
中
で
一
番
保
守
的
な
ニ
ュ
ー
ス

ス
タ
イ
ル
を
残
し
て
き
た
連
合
ニ
ュ
ー
ス
、
日
本
に
例
え
る
と
共
同
通
信
で
す
か
ね
。
そ
の
連
合
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
に
さ
え
読
者
意
見
欄
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
市
民
記
者
に
つ
い
て
話
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
こ
の
よ
う
に
成
長
し
て
き
た
根
拠
を
、
市
民
記
者
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と
い
う
制
度
だ
け
に
求
め
る
の
は
誤
解
で
す
。

な
ぜ
な
ら
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
創
刊
当
時
か
ら
市
民
記
者
と
職
業
記
者
（
プ
ロ
の
記
者
）
の
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
結
合
を
目
指

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
は
編
集
局
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
市
民
記
者
が
寄
せ
て
く
れ
た
記
事
を
編
集
す
る
デ
ス
ク
が
一

つ
、
専
属
記
者
の
記
事
を
編
集
す
る
デ
ス
ク
が
も
う
一
つ
で
す
。
専
属
記
者
は
、
市
民
記
者
が
で
き
な
い
調
査
報
道
、
企
画
記
事
や
機
動
力

が
必
要
と
さ
れ
る
取
材
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
専
属
記
者
は
、
毎
日
の
よ
う
に
、
他
の
紙
新
聞
に
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
特
色
の
あ
る
報
道
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
市
民
記
者
と
い
う
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
伝
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
慣
習
を
破
壊
し
、
伝
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
が
や
っ
て
き
た
重
み
の
あ
る
良
い
記
事
を
専
属
記
者
が
つ
く
っ
て
き
た

の
で
す
。

一
方
で
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
の
慣
習
を
破
壊
し
て
、
一
方
で
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
長
を
受
け
継
ぐ
体
制
づ
く
り
を
し
て
き
た
の
で
す
。
専

属
記
者
は
特
ダ
ネ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
特
長
を
ど
こ
ま
で
発
揮
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
お
見
せ
す
る
い
く
つ
か
の
写
真
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
盧
大
統
領
選
挙
の
時
に
当
選
し
た
盧
武
鉉
大
統
領
が
、
韓
国
の
メ
デ

ィ
ア
の
中
で
、
一
番
初
め
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
と
き
の
模
様
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
国
内
で
と
て
も

波
紋
を
呼
び
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
今
ま
で
は
大
統
領
選
挙
の
当
選
者
が
一
番
最
初
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
時
は
、
主
流
メ
デ
ィ
ア
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
こ
と
が
普
通
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
伝
統
的
な
紙
新
聞
は
こ
の
時
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
大
統
領
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
引
用
し
て
、
大
き
く
報
道
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
紙
新
聞
が
普
通
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
時
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ひ
と
つ
の
特
徴
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
に
、
ペ
ン
を
持
っ
た
記
者
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
記
者
も
い
て
、
オ
ー
マ
イ
Ｔ
Ｖ
と
い
う
よ
う
に

し
て
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
サ
イ
ト
で
中
継
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
映
像
は
、
韓
国
の
地
上
波
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
流
れ
て
、
非
常
に
大
き
な
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特
ダ
ネ
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
能
が
今
ま
で
一
番
よ
く
生
か
さ
れ
た
の
は
、
盧
武
鉉
大
統

領
の
弾
劾
事
件
の
時
で
し
た
。
こ
の
時
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
訪
れ
る
人
の
数
と
い
う
の
は
、
大
統
領
選
挙
の
時
を
は
る
か
に
越
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
写
真
・
文
・
動
画
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
能
を
駆
使
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真

は
、
弾
劾
事
件
の
時
に
ソ
ウ
ル
の
中
心
で
起
こ
っ
た
デ
モ
の
様
子
で
す
。
数
十
万
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
記

事
を
三
〇
分
お
き
に
発
信
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
私
た
ち
の
活
躍
を
写
し
た
動
画
が
あ
り
ま
す
。（
動
画
を
写
す
）

以
上
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
な
ぜ
韓
国
で
起
き
て
い
る
の
か
、
ま
た
日
本
や
他
の
国
で
、
同
じ
よ
う
な

動
き
が
つ
く
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
私
の
見
解
を
申
し
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
果
た
し
て
韓
国
の
特
殊
な
条
件
で
の
み
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
二
一
世
紀
の
新
し

い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
流
れ
の
中
で
の
端
緒
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。

韓
国
で
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
流
行
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
に
、
既
存

メ
デ
ィ
ア
へ
の
大
衆
の
不
信
感
が
歴
史
的
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
既
存
メ
デ
ィ
ア
へ
の
失
望
感
が
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
期
待
感
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
八
〇
年
代
前
半
に
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
月
刊
誌
「
月
刊
マ
ル
」
を
通
じ
て
現
れ

て
き
ま
す
。
八
〇
年
代
後
半
に
は
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
と
い
う
全
国
日
刊
紙
を
通
じ
て
民
衆
の
欲
求
が
現
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
今
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
現
れ
て
き
た
の
で
す
。

第
二
に
は
、
韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ン
フ
ラ
、
特
に
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
が
、
世
界
の
ど
の
国
よ
り
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
全
国
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
を
配
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
流
行
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

第
三
に
は
、
日
本
は
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
韓
国
で
は
一
つ
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
対
す
る
国
民
の
集
中
度
が
高
い
の
で
す
。
ひ
と
つ
の

事
件
が
起
き
た
ら
、
そ
の
事
件
に
対
す
る
国
民
の
関
心
・
興
味
が
注
が
れ
る
状
況
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
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聞
に
は
有
利
に
作
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
韓
国
の
国
土
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
市
民
記
者
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
る
事
が
と
て
も
有
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
市
民
記
者
が
書
い
た
記
事
が
本
当
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
の
に
は
、
全
国
ど
こ
で
も
半
日
あ
れ
ば
行
け
ま
す
。

し
か
し
今
ま
で
申
し
上
げ
た
よ
う
な
原
因
よ
り
、
一
番
重
要
な
原
因
は
今
か
ら
言
う
こ
と
で
す
。

韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
、
こ
の
人
た
ち
を
ネ
テ
ィ
ズ
ン
と
言
い
ま
す
が
、
韓
国
の
ネ
テ
ィ
ズ
ン
が
「
準
備
さ
れ
て
い
た
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

金
大
中
大
統
領
が
大
統
領
選
挙
に
出
た
時
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
と
し
て
使
っ
た
の
が
「
準
備
さ
れ
た
大
統
領
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
次
の
大
統
領
に
な
っ
た
盧
武
鉉
大
統
領
は
、
選
挙
期
間
を
通
じ
て
、
私
が
観
察
し
た
限
り
で
は
、
ま
だ
準
備
が
あ
ま
り
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
盧
武
鉉
大
統
領
を
大
統
領
に
し
た
若
い
ネ
テ
ィ
ズ
ン
た
ち
は
、
十
分
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
韓
国

で
は
若
く
て
躍
動
的
で
、
改
革
の
意
志
が
強
い
二
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
人
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
韓
国
社
会
を
よ
り
よ
い
社
会
に
す
る
に
は
、

自
分
自
身
が
参
加
し
て
何
か
を
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
参
加
す
る
若
者
の
ネ
テ
ィ
ズ

ン
が
韓
国
に
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
こ
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
成
長
で
き
た
第
一
の
原
因
で
す
。

私
が
最
初
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
作
る
と
き
、「
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
出
し
ま
し
が
、
も
し
そ
の

時
、
市
民
が
参
加
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
す
べ
て
の
記
事
の
後
ろ
に
読
者
意
見
欄
を
設
け
た
の
で
す
が
、
も
し
そ
こ
に
読
者
が
意
見
を
書
い
て
く
れ
な
か
っ

た
ら
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
く
ら
私
た
ち
が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
能
を
使
っ
て
動
画
を
流
し
た
と
し
て
も
、
誰
も
そ
れ
を
見
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
意
味
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
先
ほ
ど
お
見
せ
し
た
、
弾
劾
事
件
の
動
画
を
生
放
送
し
た
と
き
に
そ
の
記
事
に
対
し
て
反
応
が
返
っ
て
き
た
読
者

意
見
は
、
八
万
五
〇
〇
〇
件
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
が
読
者
意
見
を
書
い
て
く
れ
て
、
私
た
ち
の
サ
イ
ト
を
運
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営
す
る
の
に
必
要
な
サ
バ
ー
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
多
く
の
読
者
意
見
が
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

私
の
結
論
は
こ
う
で
す
。「
技
術
そ
の
も
の
で
は
社
会
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
準
備
さ
れ
た
人
た
ち
の
み
が
社
会
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
自
国
で
や
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
く
る
メ
デ
ィ

ア
の
関
係
者
に
対
し
て
、「
あ
な
た
た
ち
の
国
で
は
、
準
備
さ
れ
た
市
民
は
ど
の
く
ら
い
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
を
ま
ず
し
ま
す
。

最
近
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
日
本
で
も
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
タ
イ
ル
を
自
国
の
状
況
に
合
わ
せ
て
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
最
近
Ｅ
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
リ
大
学
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
新
聞
を
つ
く
る
の
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い

う
新
し
い
空
間
を
使
っ
て
ネ
テ
ィ
ズ
ン
が
世
論
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
は
ど
の
国
で
も
起
き
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

た
世
論
形
成
は
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
韓
国
で
は
紙
新
聞
の
影
響
力
が
弱
く
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
影
響
力

が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
象
を
私
た
ち
は
経
験
し
て
い
ま
す
。
権
力
に
対
す
る
定
義
は
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
権
力
と
い
う
も

の
を
「
社
会
に
基
準
を
つ
く
る
力
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
言
論
に
も
言
論
権
力
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
言
論
権
力
は
、

プ
ロ
の
記
者
た
ち
が
作
っ
て
き
た
基
準
そ
の
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
新
し
い
空
間
が
開
か
れ
て
、
そ
の
よ

う
な
既
存
の
基
準
は
崩
れ
て
い
る
の
で
す
。
い
ま
ま
で
の
言
論
権
力
は
、
紙
新
聞
が
持
っ
て
い
る
時
間
と
空
間
の
限
界
と
い
う
特
徴
か
ら
つ

く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
時
間
と
空
間
の
制
限
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
は
プ
ロ
の
記
者
だ
け
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
時
間
と
空
間
の
制
限
が
な
い
た
め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
民
記
者
と
ネ
テ
ィ
ズ
ン

が
、
世
論
形
成
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
か
ら
く
る
の
で
す
。
だ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う

新
し
い
空
間
が
新
し
い
主
体
を
つ
く
る
の
で
す
。
新
し
い
主
体
は
今
ま
で
存
在
し
て
い
た
主
体
と
、
必
然
的
に
鐚
藤
を
経
験
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
鐚
藤
は
、
今
ま
で
存
在
し
た
主
体
が
作
っ
て
き
た
基
準
を
巡
っ
て
起
こ
る
の
で
す
。
従
っ
て
、
私
は
市
民
記
者
の
登

場
が
韓
国
の
特
殊
な
現
象
で
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
今
、
市
民
が
自
ら
ニ
ュ
ー
ス
生
産
過
程
に
参
加
す
る
新
し
い
二
一
世
紀
型
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
を
目
撃
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
最
初
が
韓
国
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
だ
け
で
す
。

こ
れ
で
私
の
発
表
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
質
疑
応
答
〕

│
│「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
と
は
、
一
言
で
言
う
と
、
社
会
共
同
体
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
自
ら
参
加
し
よ
う
と
思
う
市
民
の
こ
と
で
す
。
韓

国
の
若
い
ネ
テ
ィ
ズ
ン
の
中
心
に
は
、
い
わ
ゆ
る
三
・
八
・
六
世
代
と
い
う
世
代
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
現
在
三
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
前
半

で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
二
〇
代
を
引
っ
張
っ
て
い
る
主
役
で
す
。
私
も
三
・
八
・
六
世
代
で
す
。
こ
の
世
代
に
は
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
世
代
の
特
徴
は
、
一
九
八
〇
年
代
軍
事
独
裁
政
権
時
代
に
大
学
生
で
あ
り
、
そ
の
当
時
は
言
論
の
自
由
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
学
生
た
ち
は
民
主
化
の
た
め
に
軍
事
政
権
に
反
対
し
て
闘
い
ま
し
た
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
刑
務
所
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
時
代
、
民
主
化
闘
争
に
参
加
し
な
い
で
普
通
に
勉
強
し
て
大
企
業
に
就
職
し
、
安
定
し
た
未
来
を
保
証
さ
れ
る
道
を
選
ぶ

こ
と
も
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
諦
め
る
人
た
ち
が
出
て
き
た
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
社
会
の
民
主
化
の
た
め
に
個
人
の
出
世
・
成
功
を
諦

め
る
経
験
を
し
て
き
た
人
た
ち
で
す
。
彼
ら
が
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
、
社
会
の
実
質
的
な
動
き
を
引
っ
張
る
世
代
に
な
っ
た
の
で

す
。
彼
ら
は
実
際
に
は
、
現
実
に
妥
協
し
て
生
き
て
い
く
家
長
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
問
題
を
自
分

が
参
加
し
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
以
上
が
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
の
説
明
で
す
。

次
に
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
つ
く
る
た

め
に
つ
く
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
も
っ
と
前
か
ら
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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私
は
一
九
八
八
年
か
ら
、
月
刊
誌
「
月
刊
マ
ル
」
と
い
う
在
野
の
雑
誌
で
記
者
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
一
年
で
「
す

べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
今
か
ら
一
五
年
前
の
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
当

時
、
私
は
在
野
の
少
数
派
の
雑
誌
記
者
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
自
分
を
理
論
武
装
し
て
い
な
い
と
、
生
き
残
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
主
流
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
に
よ
っ
て
私
は
記
者
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
日
本
で

も
記
者
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
韓
国
で
も
そ
の
頃
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
権
力
が
強
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
力
を
持
っ
て
い
な
い
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
と
し
て
、
主
流
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
に
対
し
て
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
自
分
の

精
神
を
武
装
し
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
自
信
に
満
ち
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
反
対
に
謙
虚
で

あ
る
こ
と
の
二
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
」
と
は
、
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
か
ら
、
朝

日
新
聞
記
者
で
あ
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
で
あ
れ
同
志
社
の
学
生
新
聞
記
者
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
記
者
は
同
等
の
立
場
に
な
れ
る
と
い
う
意
味
で
自

信
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
精
神
力
を
も
っ
て
我
々
は
韓
国
の
記
者
ク
ラ
ブ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

反
対
に
「
謙
虚
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
こ
れ
は
私
自
身
の
経
験
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
い
く
ら
力
の
な
い
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ

デ
ィ
ア
の
記
者
で
あ
る
私
で
も
、
自
分
が
記
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
傲
慢
に
な
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
し
た
。
記
者
は
基
本
的

に
、
人
に
見
せ
る
た
め
の
文
章
を
書
く
人
で
す
。
だ
か
ら
「
自
分
は
こ
の
よ
う
に
完
璧
な
記
事
を
書
け
ま
し
た
」
と
い
う
自
慢
し
た
い
心
が

あ
る
の
で
す
。
記
者
も
人
間
で
あ
っ
て
、
人
間
で
あ
る
た
め
に
限
界
も
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
ど
の
記
者
も
自
分
の
記
事
に
対
し
て

「
こ
の
記
事
は
一
〇
％
あ
る
い
は
二
〇
％
不
正
確
な
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
注
意
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
注
を
つ
け
る

記
者
は
い
ま
せ
ん
。

私
は
プ
ロ
の
記
者
で
あ
っ
て
記
者
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
他
の
市
民
記
者
に
比
べ
て
自
慢
す
る
こ
と
や
偉
い
こ
と
な
ど
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
「
す
べ
て
の
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
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│
│
現
在
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

多
く
の
プ
ロ
の
記
者
た
ち
が
指
摘
し
て
く
る
の
は
、
市
民
記
者
が
書
い
て
い
る
記
事
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
信
憑
性
は
ど
う
や

っ
て
獲
得
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
市
民
記
者
が
自
分
の
利
害
の
た
め
に
、
自
分
に
役
立
つ
よ
う
に
事
実
を
捻
じ
曲
げ
た
り

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。

私
た
ち
は
市
民
記
者
が
書
い
た
記
事
に
対
し
て
四
つ
の
段
階
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
民
記
者
が
記
事
を
書
く
と
、
ま
ず
は
「
セ
ン
ナ
ム
」
と
い
う
段
階
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
載
せ
る
記
事
に
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
こ
の
セ

ン
ナ
ム
の
段
階
で
、
編
集
委
員
が
記
事
の
事
実
関
係
を
検
証
し
ま
す
。
検
証
し
た
後
、
次
の
段
階
に
行
き
ま
す
。
こ
の
時
、
二
〇
〇
〇
ウ
ォ

ン
の
原
稿
料
が
発
生
し
ま
す
。
原
稿
料
は
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
に
よ
っ
て
五
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
、
二
万
ウ
ォ
ン
と
変
わ
り
ま
す
。

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
に
は
市
民
記
者
の
記
事
の
事
実
関
係
を
検
証
す
る
編
集
委
員
が
一
〇
人
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
、
編
集
段
階

の
記
事
を
も
読
者
は
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
に
は
警
告
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。「
こ
の
記
事
は
、
ま

だ
編
集
部
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
記
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
警
告
で
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を
い
ち
早
く
読
み
た
い
と
い

う
読
者
は
、「
セ
ン
ナ
ム
」
段
階
の
記
事
を
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
大
き
な
危
険
性
が
発
生
し
ま
す
。
も
し
記
事
に
嘘
や
名
誉
毀

損
に
値
す
る
こ
と
が
書
か
れ
た
り
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い
危
険
か
わ
か
り
ま
す
か
。

そ
れ
で
私
た
ち
は
解
決
策
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昼
は
「
セ
ン
ナ
ム
」
段
階
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
夜
は
記
事
自
体
が
読
め

な
い
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
見
出
し
だ
け
で
す
。
昼
で
も
そ
の
記
事
の
内
容
に
よ
っ
て
、
全
部
を
公
開
す
る
の

で
は
な
く
て
、「
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
」
と
い
う
注
意
を
貼
っ
て
、
一
般
読
者
に
は
公
開
し
な
い
で
、
編
集
部
が
そ
の
記
事
を
書
い
た

市
民
記
者
と
連
絡
を
と
っ
て
事
実
関
係
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
ま
す
。

今
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
創
刊
し
て
か
ら
五
年
経
っ
て
い
ま
す
が
、
大
新
聞
が
嘘
を
書
き
名
誉
毀
損
を
し
て
告
訴
さ
れ
る
数
の
ほ
う

が
、
市
民
記
者
が
名
誉
毀
損
な
ど
の
記
事
を
書
く
数
よ
り
多
い
と
い
う
統
計
を
出
し
て
い
ま
す
。
五
年
間
で
、
裁
判
ま
で
進
ん
で
し
ま
っ
た

―７９―

市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
連
帯



ケ
ー
ス
は
五
件
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
軽
い
ケ
ー
ス
で
し
た
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

《
パ
ネ
リ
ス
ト
》

■
オ
・
ヨ
ン
ホ
（
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
代
表
理
事
兼
代
表
記
者
）

■
浅
野
健
一

■
山
口
正
紀
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
元
読
売
新
聞
記
者
）

■
隅
井
孝
雄
（
京
都
学
園
大
学
教
授
、
元
日
本
テ
レ
ビ
記
者
）

通
訳
・
李
其
珍

司
会
・
上
野
恵
理
（
浅
野
ゼ
ミ
三
回
生
）

司
会最

初
に
、
な
ぜ
日
本
で
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
て
い
な
い
の
か
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
で
の
日

本
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
韓
国
で
は
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
裁
判
な
ど
に
よ
り
、
中
央
官
庁
の
記
者
ク
ラ
ブ
解
体
の
先
駆
け
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
問
題
と
絡
め
な
が
ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

隅
井先

ほ
ど
の
オ
代
表
の
講
演
を
受
け
ま
し
て
、
私
な
り
の
考
え
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
、「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
こ
と
が
し
き
り
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
と
、

既
存
の
も
の
が
新
し
い
も
の
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の

で
す
。
例
え
ば
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
」
と
い
う
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
流
行
り
だ
し
た
ロ
ッ
ク
は
、
非
常
に
多
面
的

・
多
様
的
で
既
存
の
形
に
囚
わ
れ
な
い
と
い
う
音
楽
で
す
。「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
を
こ
の
よ
う
に
多
様
で
自
由
な
と
考
え
た

ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

既
存
の
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
た
新
し
い
も
の
と
し
て
は
、「
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
」
が
そ
の
代
表
だ
と
い
え
ま
す
。
日
本
で
も
「
オ
ー
マ
イ

ニ
ュ
ー
ス
」
に
非
常
に
よ
く
似
た
か
た
ち
で
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｎ
」
が
あ
り
ま
す
。
大
新
聞
も
電
子
新
聞
を
出
し
て
い
ま
す
。
朝
日
新
聞
が
出

し
て
い
て
も
、
ア
サ
ヒ
コ
ム
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
新
し
い
も
の
を
包
含
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

他
の
種
類
と
し
て
は
、
日
本
で
は
「
ま
ぐ
ま
ぐ
」
な
ど
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
等
の
電
子
掲
示
板
が
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
最
近
力
を
つ
け
て
い
る
の
が
ｗ
ｅ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
で
す
。
日
本
で
も
最
近
流
行
り
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
共

通
す
る
要
素
の
一
つ
は
一
般
市
民
が
書
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
リ
ン
ク
を
は
っ
て
情
報
が
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
、
一
つ

の
情
報
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
情
報
に
厚
み
が
出
る
。
三
つ
目
は
、
ヒ
ッ
ト
数
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
人
々
が
ど
の
情
報
、
何

の
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
が
あ
る
か
が
即
座
に
非
常
に
よ
く
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
情
報
に
ど
ん
ど
ん
発
展
し

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
性
を
持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
私
は
考
え
ま
す
。
ｗ
ｅ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
で
有
名
な
の
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
時
の
「
サ

ラ
ム
パ
ッ
ク
ス
」（Salam

Pax

）
で
す
。
こ
れ
は
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
郊
外
に
住
む
一
人
の
青
年
の
手
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
中
の

人
が
そ
れ
を
見
ま
し
た
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
と
そ
れ
以
外
の
世
界
を
結
ぶ
唯
一
の
情
報
ル
ー
ト
と
し
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
政
治
的
・

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
メ
デ
ィ
ア
を
私
た
ち
は
経
験
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ｗ
ｅ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
が
政
治
面
で
も

非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
て
、
大
統
領
選
挙
な
ど
も
左
右
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
場
合
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
型
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｎ
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ッ
ト
数
が
一
日
四
〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
で
す
。
朝
日
新
聞
の
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「asahi.com

」
な
ど
は
一
日
五
〇
〇
万
〜
六
〇
〇
万
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
見
る
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｎ
は
影
響
力
が
は
る
か
に
小
さ

い
も
の
で
す
。

理
由
は
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
圧
倒
的
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
極
端
に
寡
占
化

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
で
も
基
本
的
に
は
七
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。
世
界
中
で
こ
れ
だ
け
の
少
な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を

持
っ
て
い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
も
八
〇
年
代
か
ら
一
〇
〇
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。
新
聞
も
朝
・
毎
・
読
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
紙
が
何
ら
か
の
形
で
寡
占
・
独
占
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
が
発
展
す
る
壁
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

同
時
に
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
日
本
の
市
民
は
政
治
的
・
社
会
的
発
言
を
し
な
い
、
若
い
人
も
そ
う
で
す
。
シ
ャ

イ
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
と
も
な
発
言
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
心
理
的
な
抵
抗
が
あ
る
。
一
歩
身
を
引
い
て
発
言
す
る
。
あ
る

い
は
発
言
を
し
な
い
で
見
て
い
る
。
あ
き
ら
め
が
あ
る
。
発
言
す
る
と
し
た
ら
日
常
身
辺
の
雑
話
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
発
言
・
思
考

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
で
す
か
ら
日
本
で
は
、「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
の
よ
う
な
掲
示
板
に
し
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
に
し
て
も
、
い
ず
れ
も

日
記
の
域
を
で
な
い
。
必
ず
し
も
そ
れ
が
悪
い
こ
と
だ
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
本
格
的
な
問
題
に
は
肉
薄
し
な
い
の
で

す
。し

か
し
そ
の
一
方
、
少
年
犯
罪
、
北
朝
鮮
の
拉
致
問
題
、
あ
る
い
は
サ
ッ
カ
ー
の
と
き
の
反
日
騒
ぎ
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
な
る
と
、
突

然
、
感
情
を
刺
激
さ
れ
た
日
本
人
が
排
他
的
、
愛
国
主
義
的
な
発
言
を
ｗ
ｅ
ｂ
上
に
ぶ
つ
け
ま
す
。
一
種
の
社
会
的
・
集
団
的
ヒ
ス
テ
リ
ー

状
態
が
起
き
ま
す
。
こ
れ
が
比
較
的
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
で

も
起
こ
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
ヘ
イ
ト
サ
イ
ト
（
憎
し
み
の
サ
イ
ト
）
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
妊
娠
中
絶
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

師
を
抹
殺
せ
よ
」
と
い
う
情
報
が
流
れ
て
、
実
際
殺
害
に
ま
で
至
り
ま
す
。
ま
た
イ
ラ
ク
戦
争
の
と
き
に
、
反
対
派
の
言
動
を
、
非
常
に
巧

妙
な
形
で
ラ
ジ
オ
と
連
動
し
て
封
じ
こ
め
ま
し
た
。「
ブ
ッ
シ
ュ
と
同
じ
出
身
な
ん
て
嫌
だ
」
と
言
っ
た
ポ
ッ
プ
ス
の
歌
手
が
徹
底
的
な
攻

撃
を
受
け
て
ラ
ジ
オ
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
と
い
う
事
態
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
も
う
ひ
と
つ
の
面
で
す
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ね
。
逆
説
的
に
言
え
ば
、
日
本
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
は
趣
味
や
生
活
情
報
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で

ア
メ
リ
カ
や
韓
国
の
よ
う
な
状
況
は
起
き
に
く
い
の
で
す
。

最
後
に
ひ
と
つ
、
日
本
で
も
新
し
い
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
京
都
に
「
京
都
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ーFM

」（
三
条
ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ
）
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
が
で
き
ま
し
た
。
半
径
二
〇
キ
ロ
し
か
聞
こ
え
な
い
。
地
域
の
住
民
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
ラ
ジ
オ
は
一
九
九
二
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
力
が
な
い
た
め
に
、
経
営
が
難
し
い
、
話
題
に
な
り
に
く

い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
京
都
で
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
は
一
味
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
政
府
か
ら
免
許
を
受
け
た

商
業
ラ
ジ
オ
局
に
も
か
か
わ
ら
ず
運
営
の
主
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。
そ
し
て
番
組
の
九
割
は
市
民
の
手
づ
く
り
で
す
。
つ
ま
り
市
民
の
電
波
で

す
。
市
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
番
組
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
局
が
存
在
し
て
じ
わ
じ
わ
と
発
展
し
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
日
本
で
も
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

山
口オ

代
表
も
言
っ
て
い
た
「
既
存
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
感
」、
こ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
な
形
と
し
て
表
に
は
見
え
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
新
聞
を
読
む
人
が
減
っ
て
い
る
、
得
に
若
い
人
の
新
聞
離
れ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信

感
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
二
四
歳
以
下
の
世
代
で
は
新
聞
購
読
率
が
、
八
〇
年
こ
ろ
に
は
九
〇
％
あ
っ
た
の
が
九
九
年
に
は
五
三
％
ま
で

減
っ
て
い
る
の
で
す
。
東
京
大
学
の
学
生
で
新
聞
を
取
っ
て
い
る
の
は
一
〇
人
に
一
人
も
い
な
い
形
で
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
感
、
不

信
感
と
い
う
よ
り
も
な
く
て
も
済
む
、
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
が
本
当
の
こ
と
を
伝
え
て
い
な
い
、
こ
れ
で
は
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
の
不
信
感
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
特
に
、
ア
フ
ガ
ン
攻
撃
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
報
道
に
お
い
て
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
が
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
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発
、
ま
た
は
日
本
の
権
力
発
で
あ
っ
て
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
の
人
々
の
声
、
そ
れ
か
ら
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
戦
争
が
起
き
た
の
か
と
い
う
歴
史

的
な
背
景
、
そ
れ
が
全
然
わ
か
ら
な
い
、
九
・
一
一
以
降
か
ら
し
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
れ
以
前
に
何
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

そ
れ
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
既
に
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
は
そ
の
欲
求
が
満
た
せ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い
く
。
そ
の
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
と
い
う
の
は
間
違
い
な
い
事
実
で
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
日

本
で
は
「
日
刊
ベ
リ
タ
」
な
ど
ま
だ
ま
だ
力
は
小
さ
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
英
語
の
で
き
る
意
識
の
高
い
若
い
人
た
ち
は
、
国
際
的
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
様
々
な
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
し
た
ら
、
大
手
メ
デ
ィ
ア

は
自
分
た
ち
の
欲
求
に
全
然
答
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
新
聞
購
読
は
し
な
い
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
韓
国
と
同
じ
よ
う
に
日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
保
守
的
で
あ
っ
た
り
、
権
力
情
報
中
心
で
あ
っ
て
、
本
当
の
こ
と
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
信
感
が
あ
る
わ
け
で
す
。

実
は
、
日
本
で
も
様
々
な
市
民
運
動
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

の
リ
ン
ク
を
順
番
に
見
て
い
く
と
、
本
当
に
深
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
に
本
当
に
詳
し
い
人
た
ち
が
最
新
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
個
別
で
は
あ
り
ま
す
が
。
こ
の
情
報
を
う
ま
く
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
つ
ま
り
個
別
情
報

を
一
つ
一
つ
探
し
て
い
く
の
は
す
ご
く
手
間
が
か
か
る
け
れ
ど
も
、
す
べ
て
の
最
新
情
報
を
載
せ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
最
新
情
報
を
市
民
記
者
と
し
て
発
信
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
、
速
報
性
の
あ
る
新
聞
が
で
き
あ
が
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

個
別
の
運
動
体
が
発
信
す
る
情
報
の
ほ
う
が
速
報
性
が
高
く
、
レ
ベ
ル
が
高
く
、
お
も
し
ろ
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
な
い
の
が
残
念
な
部
分
で
す
ね
。

も
う
一
つ
、
僕
が
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
こ
と
は
「
双
方
向
性
」
で
す
ね
。
日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
や
は
り
一
方
的
に
情
報
を
発
信

し
て
「
読
め
」
と
い
う
か
た
ち
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
双
方
向
性
も
増
え
て
い
ま
す
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
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で
も
、
そ
の
双
方
向
性
が
あ
る
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
の
質
を
変
え
て
い
く
と
い
う
実
験
も
少
し
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
新
聞
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
道
警
裏
金
報
道
」。
こ
こ
で
は
、
読
者
か
ら
の
情
報
を
受
け
付
け
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

つ
く
っ
て
、
道
新
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ァ
ク
ス
い
ろ
い
ろ
な
形
で
受
け
付
け
て
、
す
ば
や
く
紙
面
に
載
せ
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
生
き
生
き
と
し
た
紙
面
づ
く
り
を
促
し
て
い
る
と
い
う
報
告
を
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
事
な
の
は
道
新
の

ス
タ
ン
ス
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
警
察
権
力
の
情
報
を
流
す
だ
け
だ
っ
た
記
者
た
ち
が
、
権
力
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
権
力
の
悪
を
暴
く
の
だ

と
い
う
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
読
者
の
支
持
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
例
え
ば
、
逆
に
道
新
の
そ
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
を
評
価
し
て
情
報
を
な
が
し
て
く
れ
る
警
察
官
も
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
今
度
は
読
者
に
流
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
双
方
向
性
を
も

っ
と
も
っ
と
や
っ
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
だ
と
思
う
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
く
と
、
大
新
聞
も

変
わ
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
、
つ
ま
り
読
者
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
記
者
が
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
と
大
手
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
相
互

作
用
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
相
互
作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
て
、
多
く
の
人
が
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
集
ま
れ
ば
、
日
本
で
も
十
分
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

浅
野私

は
「
日
刊
ベ
リ
タ
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
の
論
説
委
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
ベ
リ
タ
は
国
際
ニ
ュ
ー
ス
を
主
に
や
っ
て
い
ま

す
。
同
志
社
で
川
口
外
相
が
講
演
し
た
と
き
も
、
学
生
が
学
生
記
者
と
し
て
日
刊
ベ
リ
タ
に
書
き
川
口
外
相
が
講
演
会
中
に
「
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
に
害
は
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
を
暴
き
ま
し
た
。
こ
の
時
は
ニ
ュ
ー
ス
ゲ
リ
ラ
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
で
大
学
の
敷
地
内
に
ヘ
リ
が
落
ち
た
事
件
も
、
大
新
聞
は
ほ
と
ん
ど
報
道
し
な
い
の
で
す
ね
。
ニ
ュ
ー
ス
の
大
き
さ
の
扱
い
も
四
、
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五
番
目
で
す
。
一
週
間
く
ら
い
し
て
朝
日
新
聞
が
や
っ
と
大
き
く
扱
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
沖
縄
国
際
大
学
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
事
故
の
詳
し
い
動
画
や
写
真
を
公
開
し
て
い
た
の
で
す
ね
。
撮
っ
た
の
は
学
生
や
市
民
で
す
。
朝
日
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
事
件
の

実
態
が
全
然
分
か
り
ま
せ
ん
。
基
地
反
対
の
デ
モ
を
し
て
い
る
市
民
た
ち
は
大
新
聞
を
ほ
と
ん
ど
信
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
信
用
し
て
い
る
の

は
沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
琉
球
新
報
だ
け
で
す
。

先
日
韓
国
に
三
回
生
と
一
緒
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
「
日
本
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
大
き
く
な
ら
な
い
の
は
市
民
運
動
が

な
い
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。
反
米
運
動
は
あ
る
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
さ
れ
て
、
三
回
生
は
答
え
に
窮
し
て
い
ま
し
た
。
市
民
運

動
、
政
府
を
批
判
す
る
運
動
を
つ
く
っ
て
力
を
つ
け
て
い
け
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
も
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
オ
代
表
が
「
準
備
さ
れ
た
市
民
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
私
な
り
に
理
解
す
る
と
「
自
立
し
た
諸
個
人
」
で
す
。
自
分
の
頭
で
考
え

行
動
す
る
個
人
で
す
ね
。

記
者
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
以
前
聖
教
新
聞
に
記
事
を
書
き
ま
し
た
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
裁
判
を
起
こ
し
て
勝
っ
た
の
で
す
ね
。
そ

の
一
方
日
本
で
は
大
体
負
け
ま
す
。
そ
の
判
決
理
由
は
「
記
者
ク
ラ
ブ
は
行
政
権
力
の
広
報
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
韓
国
で
は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

オ
・
ヨ
ン
ホ

私
は
こ
こ
に
来
る
前
の
三
日
間
、
下
関
で
開
か
れ
た
韓
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
朝
日
新
聞
論

説
委
員
、
読
売
新
聞
編
集
委
員
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
産
経
新
聞
の
幹
部
ら
と
今
日
こ
こ
で
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
討
論
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
人
た
ち
の
共
通
し
た
意
見
と
し
て
は
、
日
本
で
は
韓
国
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
動
き
は
起
き
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
日
本
の
読
者
は
受
身
的
な
態
度
を
と
る
、
そ
し
て
韓
国
人
の
よ
う
な
激
し
い
喧
嘩
の
よ
う
な
討
論
を
し

よ
う
と
し
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
連
帯

―８６―



ひ
と
つ
お
も
し
ろ
い
現
象
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
日
本
側
が
二
〇
人
、
韓
国
側
が
二
〇
人
参
加
し
た
の
で
す
が
、
日

本
側
の
参
加
者
た
ち
は
、
同
じ
意
見
を
出
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
韓
国
側
は
保
守
系
と
進
歩
系
に
別
れ
て
い
て
、
冗
談
で
「
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
私
は
疑
問
に
思
う
の
で
す
が
、
日
本
の
読
者
は
受
身
的
な
態
勢
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
そ
の

よ
う
な
態
勢
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
答
え
の
一
つ
と
し
て
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
が
う
ま
く
や
っ
て
い
る
の
で
読
者
が
満
足

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
今
、
山
口
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
ら
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ひ
と
つ
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
、
日
本
の
方
が
持
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
ア
メ
リ
カ
の
人
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
去
年
の
夏
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
に
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
学
者

と
話
し
合
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
学
者
た
ち
は
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
が
う
ま
い
こ
と
や
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
は
成
長
で
き
な
い
の
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
読
者
が
受
身
的
だ
と
い
う
の
は
あ
る
日
突
然
受
身
的
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
歴
史
性
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
韓

国
で
今
日
の
よ
う
に
能
動
的
な
参
加
者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
長
い
間
の
歴
史
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
歴
史
の
中
で
は
数
多

く
の
犠
牲
も
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
例
え
を
し
ま
す
と
、
韓
国
で
記
者
ク
ラ
ブ
を
な
く
す
と
き
に
、
そ
の
よ
う
な
試
み
は
金
大
中
政
権
の
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
金
大
中
政
権
で
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
を
な
く
そ
う
と
す
る
主
張
は
あ
っ
た
も
の
の
、
持
続
的
に
行
動
し
て
い
く
よ

う
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
は
、
週
刊
誌
と
月
刊
誌
の
記
者
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
声
を
上
げ
た
の
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
性
格
上
、
毎
日
毎
日
政
府
官
庁
に

出
入
り
す
る
必
要
の
な
い
記
者
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
そ
の
と
き
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
悩
み
と
い
う
の
は
、
週
刊
誌
・
月
刊
誌
の
記
者
の
悩
み
で
あ
っ
て
、
国
民
の
悩
み
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。
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し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
登
場
す
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
八
〇
度
変
わ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
は
、
毎
日
毎
日
情
報
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
週
刊
誌
・
月
刊
誌
の
記
者
と
は
違
っ

て
、
政
府
官
庁
に
取
材
に
行
け
る
と
い
う
こ
と
が
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
読
者
と
の
双
方
向
性

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
が
記
者
た
ち
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
う
読
者
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
も
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
今
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
を
迎
え
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
と
い
う
イ
ッ
シ
ュ
ー
が
大

き
く
な
っ
た
の
は
、
金
大
中
政
権
時
代
の
週
刊
誌
・
月
刊
誌
の
記
者
た
ち
の
努
力
が
な
か
っ
た
ら
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

結
論
的
に
い
え
ば
、
韓
国
で
は
八
〇
年
代
か
ら
積
み
重
な
っ
て
き
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
欲
求
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
に
入
っ
て
爆
発
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の
話
を
聴
い
て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
は
必
然
的
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
証

拠
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
多
数
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
本
当
に
歴
史
の
積
み
重
ね
で
あ
る
の

か
、
希
望
的
観
測
な
の
か
混
同
が
起
き
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
先
日
韓
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
会
っ
た
日
本
の
プ
ロ
の
記
者
た
ち
か
ら
は
、

「
日
本
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
が
と
て
も
低
い
」
と
断
言
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
着
実
に

積
み
重
ね
て
準
備
し
て
い
け
ば
可
能
性
は
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
続
い
て
質
疑
応
答
）

│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
「
公
正
・
中
立
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
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オ
・
ヨ
ン
ホ

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
編
集
哲
学
と
し
て
「
開
か
れ
た
進
歩
」
を
主
張
し
て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
進
歩
を
主

張
し
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
保
守
系
が
八
割
に
対
し
て
進
歩
が
二
割
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
五
対
五
に
す
る
に

は
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
進
歩
の
側
に
立
つ
し
か
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
編
集
哲
学
を
基
準
と
し
て
、
市
民
の
様
々
な

価
値
観
を
構
成
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
編
集
哲
学
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
自
然
に
改
革
的
で
進
歩
的
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
市

民
記
者
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
保
守
的
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
論
理
的
で
あ
り
妥
当
性
が
あ
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は
そ
れ

を
受
け
止
め
ま
す
。
そ
の
場
合
は
副
題
と
し
て
、「
主
張
」「
反
論
」
と
し
て
ネ
ッ
ト
上
に
載
せ
る
の
で
す
。

次
に
記
事
の
客
観
性
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
自
分
た
ち
が
客
観
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
た
自
慢
を
し
た

こ
と
は
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
「
記
事
の

ル
ー
ル
を
破
壊
せ
よ
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
記
事
の
ス
タ
イ
ル
を
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
自
分
の
主
張
を
は
っ
き
り
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
は

プ
ロ
の
記
者
が
書
く
記
事
で
は
あ
る
程
度
の
中
立
性
を
求
め
て
い
る
の
で
す
が
、
市
民
記
者
の
記
事
に
関
し
て
は
中
立
性
よ
り
も
自
分
の
主

張
を
は
っ
き
り
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
読
者
と
い
う
の
は
、「
客
観
的
な
記
事
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
要

求
よ
り
、「
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
は
っ
き
り
私
に
言
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
要
求
の
ほ
う
が
強
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
主
流
メ
デ
ィ
ア
か
ら
「
偏
っ
て
い
る
」
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
ま
す
。

│
│
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
観
を
世
界
中
の
人
と
共
有
す
る
た
め
に
、
オ
代
表
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
い
ま
す

か
。

オ
・
ヨ
ン
ホ

オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
は
今
年
の
五
月
か
ら
英
語
版
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
初
歩
的
な
レ
ベ
ル
で
す
が
…
…
。
そ
れ
で
オ
ー
マ
イ
ニ

―８９―

市
民
参
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
連
帯



ュ
ー
ス
の
Ｈ
Ｐ
に
き
て
「E

nglish

」
と
い
う
と
い
う
と
こ
ろ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
英
語
版
が
見
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
は
韓
国
語
を
そ
の
ま
ま
英
語
に
翻
訳
し
た
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
て
、
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で
す
。
英
語
で
記
事
を

書
く
市
民
記
者
が
発
信
し
た
情
報
が
、
英
語
版
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
の
八
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
や
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
な
ど
世
界
の
有
名
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
、
そ
れ
を
見
て
「
私
も
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス

に
記
事
を
送
り
た
い
」
と
思
う
市
民
記
者
が
増
え
て
き
た
わ
け
で
す
。
今
発
足
し
て
二
ヶ
月
く
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
約
一
〇
〇
人
く
ら
い

の
市
民
記
者
が
登
録
さ
れ
、
英
語
で
記
事
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
二
〇
％
は
韓
国
語
版
の
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
英
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
す
が
、
記
事
を
何
で
も
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
て
、
世

界
市
民
に
興
味
を
持
た
れ
そ
う
な
イ
ッ
シ
ュ
ー
を
翻
訳
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
最
近
韓
国
の
外
務
大
臣
を
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
場
合
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
全
文
を
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
英
語
版
に
載
せ
ま
す
。
日
本
語
版
を
作
ろ
う
と
い
う
動

き
も
出
て
い
て
、
そ
れ
は
現
在
考
え
中
で
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
、
韓
国
の
一
番
大
き
な
新
聞
の
朝
鮮
日
報
が
、
英
語
版
と
日
本
語
版
を

運
営
し
て
い
る
の
で
す
が
、
英
語
版
よ
り
日
本
語
版
の
方
が
ヒ
ッ
ト
数
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
地
域
的
に
近
く
共
通
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
在
日
の
方
が
見
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
記
者
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
、
ハ
ン
グ
ル
を
使
っ
て
い
る
韓
国
人
の
中
で
は
広
げ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
世
界
に
向
け
て
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
と
て
も
お
金
が
か
か
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
さ
っ
き
「
日
本
語
版
は
作
ら
な
い
の
で
す

か
」
と
い
う
質
問
を
あ
る
学
生
か
ら
受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
作
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
五
人
の
プ
ロ
の
記
者
を
雇
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
お
金
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

│
│
北
朝
鮮
か
ら
は
記
事
は
送
ら
れ
て
こ
な
い
の
で
す
か
。
ま
た
、
統
一
後
は
ど
の
よ
う
に
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
運
営
さ
れ
る
の
で
す

か
。
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オ
・
ヨ
ン
ホ

四
ヶ
月
前
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
訪
ね
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
も
全
く
同
じ
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
私
は
去
年
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
行
っ
て
三
泊
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
記
者
ク
ラ
ブ
で
行
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
北
朝
鮮
の
官
僚
ら
が
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
高
麗
ホ
テ
ル
か
ら
は
、
中
国
に
電
話
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な
い
で
、
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
滞
在
中
に
記
者
ク
ラ
ブ
で
合
意
し
た
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

に
発
信
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
私
は
大
き
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
読
者
に
対
し
て
「
こ
こ
は
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
で

す
」
と
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。
エ
ン
タ
ー
キ
ー
を
押
せ
ば
つ
な
が
る
状
況
で
し
た
。
し
か
し
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
同
じ
民
族

な
の
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
体
制
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
現
実
な
の
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
を
勉
強
さ
れ
る
方
な
ら
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
に
つ

い
て
勉
強
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
世
代
間
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
も
ひ
と
つ
の
問
題
で
す
が
、
朝
鮮
半
島
の
場
合
、
北
と
南
の
デ
ジ

タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
は
か
な
り
問
題
な
の
で
す
。
最
近
は
北
朝
鮮
か
ら
接
続
し
て
き
て
、
韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
意
見
を
残
す

場
合
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
か
は
統
一
し
て
、
北
か
ら
も
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
市
民
記
者
が
誕
生
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

│
│
私
が
情
報
を
得
る
と
き
は
、
ま
ず
紙
新
聞
を
見
て
、
そ
の
後
補
足
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
ま
す
が
、
オ
代
表
が
考
え
る
紙
新
聞

の
良
い
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

オ
・
ヨ
ン
ホ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
が
登
場
し
て
か
ら
、
紙
新
聞
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
、
紙
新
聞
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
紙
新
聞
独
特
の
長
所
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
っ
と
大
切
な
理
由
は
、
紙
新
聞
が
こ

れ
か
ら
も
一
定
の
影
響
を
持
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
理
由
は
、
紙
新
聞
の
両
面
性
で
す
。
あ
る
時
は
受
身
的
で
、
あ
る
時
は
能
動
的
で
す
。
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す
べ
て
の
読
者
は
そ
の
よ
う
な
両
面
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
私
で
も
、
一
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
紙
新

聞
を
通
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
り
、
夜
寝
る
前
に
、
テ
レ
ビ
で
そ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
整
理
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
読
者

の
中
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
読
ん
で
意
味
を
把
握
す
る
だ
け
で
満
足
し
て
、
無
理
し
て
参
加
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
韓
国
で
は
も
う
こ
れ
以
上
は
我
慢
で
き
な
い
、
私
自
身
が
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
人
が
多
く
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
従
っ
て
私
は
こ
の
よ
う
な
読
者
の
両
面
性
が
あ
る
限
り
、
紙
新
聞
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
紙
新
聞
が
持
っ
て
い
た
独
占
性
は
徐
々
に
力
を
失
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
、
紙

新
聞
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
に
権
力
が
移
行
す
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
権
力
が
分
散
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

隅
井今

の
日
本
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
と
携
帯
電
話
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
市
民
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
も
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
の
よ
う
な
掲
示
板
や
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
よ
う
な
Ｗ
ｅ

ｂ
ロ
グ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
い
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
が
人
々
を
閉
じ
込
め
て
い
る
と

い
う
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
を
発
信
し
て
い
る
人
の
中
に
、
物
事
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
真
剣
に
な
っ
て
訴
え
て
い
く
、
番
組
を
つ
く
る
、
記
事
を
書
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
北
海
道
新
聞
の
「
道
警
裏
金
事
件
」
取
材
や
、
沖
縄
の
新
聞
が
や
っ
て
い
る
基
地
問
題
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
活
動
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
市
民
サ
イ
ド
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
不
満
、
小
泉
政
権
に
対
す
る
不
満
、
イ
ラ
ク
戦
争
・
・
・
な
ど
現
状
に
対
す
る
不
満

に
対
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
ね
。
日
本
で
も
何
十
年
も
前
に
そ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
帰
れ
と
い
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う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
行
動
す
る
市
民
が
迫
力
を
持
っ
て
輪
を
つ
く
る
と
い
う
決
意
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

で
も
や
れ
ば
変
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
オ
代
表
も
や
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。

山
口実

際
に
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
子
新
聞
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
毎
日
新
聞
は
ほ
と

ん
ど
の
記
事
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
せ
て
い
ま
す
。
朝
日
は
あ
ま
り
載
せ
ず
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
れ
て
「
閲
覧
に
は
金
を
払
え
」
と
し

て
い
ま
す
。
読
売
は
そ
の
中
間
で
す
。
読
売
新
聞
で
は
、
販
売
店
か
ら
、
あ
ま
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
に
記
事
を
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
と

い
う
声
も
あ
っ
て
、
で
は
一
体
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
非
常
に
迷
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
日
本
で
も
若
い
人
た
ち
中
心
に
、
紙
新
聞
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

幹
部
た
ち
も
意
識
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

最
も
大
き
な
問
題
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
側
が
、
一
体
誰
の
視
点
で
ど
う
い
う
情
報
を
発
信
し
て
い
る
か
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
の
質
の

問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
哲
学
で
あ
る
「
開
か
れ
た
進
歩
主
義
」
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ど
の

よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
こ
と
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
紙
新
聞
も
求
め

ら
れ
て
い
る
し
、
そ
う
す
れ
ば
共
存
も
十
分
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

注（
１
）
「
時
事
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
一
九
八
九
年
以
来
、
毎
年
、
世
論
調
査
機
関
で
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア
リ
サ
ー
チ
社
」
に
依
頼
し
、
十
個
の
分
野
に
わ
た
る
専

門
家
ら
お
よ
そ
一
千
人
（
〇
四
年
の
調
査
は
十
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
、
調
査
人
数
は
一
〇
四
一
人
）
を
対
象
に
、�
韓
国
を
動
か
し
て
い
る
の
は

誰
�
を
テ
ー
マ
に
世
論
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
〇
四
年
調
査
に
お
け
る
応
答
者
の
分
布
は
、
行
政
官
僚
一
〇
五
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
一
〇
六

人
・
法
律
家
一
〇
〇
人
・
企
業
家
一
〇
四
人
・
金
融
家
一
〇
六
人
・
社
会
団
体
関
係
者
一
〇
三
人
・
文
化
芸
術
家
一
〇
五
人
・
宗
教
関
係
者
一
〇
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七
人
で
あ
る
。
標
本
の
抽

出
は
有
意
割
当
お
よ
び
無

作
為
で
行
わ
れ
た
。
調
査

方
法
は
構
造
化
さ
れ
た
設

問
を
使
っ
た
電
話
で
の
聴

き
取
り
で
あ
っ
た
。

〇
四
年
の
調
査
で
は
初
め

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
世
論
調
査
が
並
行
さ
れ

た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

あ
る
「
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｕ

Ｍ
」
に
よ
る
ネ
テ
ィ
ズ
ン

世
論
調
査
で
は
、
一
八
歳

以
上
の
一
三
一
〇
人
の
ネ

テ
ィ
ズ
ン
が
応
答
し
た
。

（
２
）
【
韓
国
の
週
刊
誌
、「
時
事

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
メ
デ
ィ

ア
影
響
力
へ
の
世
論
調
査

統
計
】

（
３
）

ブ
ロ
ッ
グ
（blog

）
と

は
、
ウ
ェ
ブ
（w

eb

）
の
「b

」
と
ロ
グ
（log

）
を
足
し
て
で
き
た
新
し
い
言
葉
で
あ
る
。log

と
は
、
誰
に
で
も
書
け
る
日
記
の
よ
う
な
も
の
を

指
す
。
つ
ま
りblog

と
は
「
ウ
ェ
ブ
上
で
日
記
の
よ
う
な
書
き
込
み
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
き
込
む
人
を
ブ
ロ
ッ
ガ
ー
（blogger

）

と
呼
ぶ
。

シ
ム
キ
ュ
ソ
ン

（
４
）
〇
四
年
九
月
五
日
、
我
々
は
韓
国
の
東
亜
日
報
を
訪
問
し
、
経
営
戦
略
室
経
営
総
括
チ
ー
ム
長
の
沈
揆
先
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
シ
ム
部

二〇〇一年メディア影響力に関する世論調査（％）

二〇〇二年メディア影響力に関する世論調査（％）
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長
は
一
九
九
九
年
か
ら

〇
二
年
ま
で
東
亜
日
報

の
東
京
特
派
員
を
務
め

た
。

「
私
は
日
本
に
い
た

時
、
ア
サ
ヒ
ド
ッ
ト
コ

ム
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン

新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
新
聞
を
子
会
社
化
す

る
べ
き
だ
と
言
っ
た

が
、
い
ま
だ
そ
の
様
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
結
局
は
そ
う
い
う

方
向
に
い
く
と
思
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
新
聞
は
、

何
を
ニ
ュ
ー
ス
に
す
る

か
を
即
座
に
決
め
、
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
。
今
、
日
本
で
は
紙

新
聞
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
全
部
局
長
が
い
て
、
そ
の
上
に
常
務
が
い
て
専
務
が
い
て
…
そ
う
い
う
体
制
で
は
対
応
で
き
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
子

会
社
に
し
て
三
〇
代
・
四
〇
代
の
若
い
人
を
社
長
に
し
て
、
そ
の
場
で
も
の
を
決
め
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代

が
必
ず
来
る
。
今
、
韓
国
の
紙
新
聞
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
は
す
べ
て
子
会
社
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
以
前
は
東
亜
日
報
も
内
部
に
お
い
て
い
た
。
で
も

今
は
子
会
社
に
し
て
独
自
で
運
営
し
て
い
る
」。
紙
新
聞
に
載
っ
て
い
な
い
記
事
も
載
せ
る
と
い
う
。「
大
部
分
は
紙
新
聞
の
記
事
を
載
せ
る
が
、

二〇〇三年メディア影響力に関する世論調査（％）

二〇〇四年メディア影響力に関する世論調査（％）
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別
に
ネ
テ
ィ
ズ
ン
が
好
む
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
集
め
て
載
せ
る
人
が
別
に
い
る
わ
け
で
、
記
者
は
多
く
な
い
が
、
独
自
に
採
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
新
聞
の
た
め
の
記
事
を
作
っ
て
い
る
」。

シ
ム
部
長
は
日
本
の
紙
新
聞
が
作
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
新
聞
に
つ
い
て
韓
国
の
場
合
と
比
較
し
、「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
韓
国
の
ほ
う
が
少
し

進
ん
で
い
る
。
昔
は
日
本
の
新
聞
業
界
が
韓
国
よ
り
非
常
に
進
ん
で
い
た
か
ら
韓
国
が
学
ん
だ
。
日
本
は
先
進
国
だ
か
ら
韓
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
は
少
し
韓
国
を
見
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
」
と
見
解
を
述
べ
た
。

（
５
）
金
泳
三
・
元
大
統
領
講
演
会
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
五
日
）
に
お
け
る
、
金
氏
の
問
題
発
言
部
分
を
以
下
抜
粋
す
る
。

《
講
演
》

今
日
先
進
国
の
国
民
は
、
産
業
化
を
達
成
し
、
物
質
的
な
繁
栄
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
知
識
・
情
報
時
代
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
情
報

の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
物
質
と
情
報
が
豊
か
な
中
で
、
一
般
大
衆
は
深
く
考
え
る
こ
と
と
時
間
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

韓
国
で
も
多
く
の
若
者
た
ち
が
政
治
、
社
会
的
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
の
断
片
的
な
討
論
に
よ
っ
て
思
考
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
理
性
的
に
判
断
す
る
よ
り
も
感
覚
的
な
も
の
に
導
か
れ
て
い
ま
す
。
産
業
化
や
情
報
化
を
高
い
レ
ベ
ル
で
達
成
し
た
多
く
の

国
々
で
も
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
ま
す
。（
中
略
）

ア
メ
リ
カ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
勢
力
均
衡
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
担
う
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
韓
国
と

日
本
が
成
し
遂
げ
た
民
主
社
会
の
建
設
と
産
業
化
は
ア
メ
リ
カ
の
主
導
す
る
世
界
秩
序
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

韓
国
で
、
主
張
の
強
い
若
者
の
一
部
が
反
米
志
向
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
大
多
数
の
国
民
は
韓
国
と
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
を
非
常
に
重
要
視
し
て

い
ま
す
。

《
質
疑
応
答
》

│
│
現
在
、
韓
日
は
歴
史
認
識
に
つ
い
て
難
し
い
壁
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

（
中
略
）
中
国
と
い
う
の
は
北
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
キ
ュ
ー
バ
と
と
も
に
世
界
で
四
カ
国
だ
け
が
共
産
主
義
国
家
で
す
。
も
ち
ろ
ん
体
制
は
少
し
ず

つ
違
う
け
れ
ど
も
、
根
本
的
に
世
界
の
歴
史
の
中
で
こ
の
四
カ
国
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
韓
国
、
日
本
、
欧
米
諸
国
と
違
う
状
態
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
歴
史
を
忘
れ
て
は
だ
め
で
す
が
、
今
か
ら
生
き
る
こ
と
が
も
っ
と
大
事
で
す
。

│
│
な
ぜ
こ
こ
ま
で
困
難
な
道
を
歩
み
つ
つ
大
統
領
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
か
。
そ
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動
機
づ
け
）
の
高
さ
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

中
学
生
の
と
き
に
「
未
来
の
大
統
領

金
泳
三
」
と
壁
に
貼
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
私
は
小
学
校
の
と
き
か
ら
下
宿
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
田
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舎
は
巨
済
島
で
す
。
私
は
小
さ
い
と
き
か
ら
必
ず
韓
国
の
大
統
領
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
韓
国
の
国
会
議
員
に
二
六
歳
で
な
り
ま
し
た

が
、
韓
国
史
上
最
年
少
で
す
。

私
の
実
家
は
水
産
業
を
営
ん
で
い
て
、
お
金
を
た
く
さ
ん
儲
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
金
に
は
不
自
由
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
政
治
資

金
も
相
当
使
い
ま
し
た
。
二
六
歳
の
時
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ひ
と
に
お
金
を
た
く
さ
ん
あ
げ
て
政
治
を
始
め
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
党
内
で
非
常

に
力
が
あ
り
ま
し
た
。
野
党
で
し
た
け
れ
ど
も
。
そ
し
て
私
は
す
ぐ
に
院
内
総
務
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
言
っ
た
ら
党
の
幹
事
長
で
す
ね
。
若

い
く
せ
に
党
で
非
常
に
力
が
あ
っ
た
の
で
、
党
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

イ
・
ス
ン
マ
ン

私
は
李
承
晩
大
統
領
の
時
に
国
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
。

（
中
略
）

軍
の
中
に
ハ
ナ
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。
歴
代
の
大
統
領
は
全
員
、
ク
ー
デ
タ
ー
し
て
大
統
領
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
勢
力
に
対

し
て
本
当
に
恐
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。
あ
い
つ
ら
は
私
と
一
緒
に
ク
ー
デ
タ
ー
し
た
や
つ
だ
が
、
あ
る
い
は
私
に
対
し
て
ま
た
ク
ー
デ
タ
ー
す
る

か
も
し
れ
な
い
と
。
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
そ
れ
で
一
ヶ
月
に
二
回
ぐ
ら
い
あ
の
人
た
ち
と
酒
を
飲
み
ま
す
よ
。
軍
人
た
ち
と
。
そ
し
て

お
金
を
や
り
ま
す
よ
。
相
当
た
く
さ
ん
の
お
金
を
（
会
場
失
笑
）。
そ
し
て
な
だ
め
る
の
で
す
よ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
、
よ
ろ
し
く
頼
む
と
（
会
場
失

笑
）。
私
は
、
そ
の
組
織
を
完
全
に
な
く
し
ま
し
た
。

現
在
軍
隊
に
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
す
る
力
が
な
い
の
で
、
盧
大
統
領
み
た
い
な
人
が
下
手
な
こ
と
を
や
っ
て
も
ク
ー
デ
タ
ー
を
さ
れ
る
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

（
６
）
金
元
大
統
領
の
こ
の
よ
う
な
問
題
発
言
を
批
判
も
し
な
い
で
集
会
を
終
わ
ら
せ
た
同
志
社
の
責
任
は
重
大
で
あ
り
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
。

責
任
を
も
っ
て
、
今
講
演
会
の
総
括
と
全
費
用
の
開
示
を
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
７
）
パ
リ
に
本
部
を
置
く
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
団
体
「
国
境
な
き
記
者
団
」（
Ｒ
Ｓ
Ｆ
、w

w
w
.rsf.org

））
は
一
〇
月
二
六
日
、「
報
道
の
自
由
・
世
界

年
鑑
３
」
を
公
表
し
た
。
Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
言
論
の
自
由
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
権
利
を
養
護
す
る
活
動
を
し
て
い
る
非
政
府
組
織
で
、
第
三
回
目
の

「
報
道
の
自
由
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
発
表
で
あ
る
。

日
本
在
住
の
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
オ
ー
ク
ボ
・
コ
バ
ー
ト
氏
は
一
一
月
一
一
日
、
同
志
社
大
学
の

新
聞
学
演
習
で
ゲ
ス
ト
講
義
し
て
、
こ
の
報
告
書
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

﹇
Ｒ
Ｓ
Ｆ
の
報
告
書
は
、
１６７
か
国
を
人
権
侵
害
で
は
な
く
、
報
道
の
自
由
の
侵
害
と
報
道
に
対
す
る
検
閲
に
つ
い
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｓ

Ｆ
に
よ
る
と
、
こ
の
報
告
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
報
道
機
関
が
自
由
を
共
有
し
て
い
る
か
の
度
合
い
と
、
国
家
が
報
道
の
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自
由
を
尊
び
、
保
護
す
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
か
を
反
映
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
連
続
３
年
間
、
一
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
１６７
位
で
あ
る
。
米
国
は
１６７
か

国
中
の
２３
位
。
世
界
に
報
道
の
自
由
を
誇
る
米
国
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
よ
り
２
ラ
ン
ク
下
に
な
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
米
国
が
な
ぜ
こ
の
様
に
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
か
を
こ
う
説
明
し
て
い
る
。「
情
報
源
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
プ
レ
ス
ビ
ザ

の
存
続
的
な
問
題
、
ま
た
複
数
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
反
ブ
ッ
シ
ュ
運
動
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
米
国
の
ラ
ン
ク
が
低
く
な
っ
て
い
る
理

由
で
あ
る
」

Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
あ
る
意
味
、
米
国
政
府
が
最
近
は
総
力
を
あ
げ
た
戦
争
の
報
道
の
自
由
に
主
客
転
倒
的
な
支
配
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
問

題
を
理
解
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
報
告
を
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。
リ
ス
ト
を
さ
ら
に
下
の
方
に
み
て
い
く
と
、
米
国
か
ら
さ
ら
に
２０
位
下
の
４３
位
に
日
本
が
あ
る
。
米
国
が

ト
ッ
プ
２０
位
に
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
も
興
味
深
い
こ
と
だ
が
、
日
本
は
４０
位
以
内
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
と
く
に
驚
く
事
に
は
今
現
在
も
パ
レ

ス
チ
ナ
と
の
紛
争
を
続
け
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
が
こ
の
リ
ス
ト
の
３７
位
に
入
っ
て
い
る
。
報
道
の
自
由
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
り
日
本
の
方
が

６
位
上
だ
。
こ
れ
は
一
考
の
価
値
が
あ
る
。

Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
日
本
が
４３
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
日
本
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
は
多
様
で
力
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
記
者
ク
ラ
ブ
の
シ
ス
テ
ム
は
今
な
お
、
外
国
と
独
立
系
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
、
多
く
の
情
報
を
得
る
事
か
ら
排
除
し
て
い
る
」

さ
ら
に
リ
ス
ト
の
下
の
方
に
眼
を
や
る
と
、
米
国
本
土
か
ら
離
れ
て
、
イ
ラ
ク
の
米
国
占
領
軍
政
府
が
１６７
位
中
、
１０８
位
で
、
イ
ラ
ク
の
国
そ
の

も
の
は
１４８
位
と
な
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｓ
Ｆ
の
レ
ポ
ー
ト
そ
の
も
の
は
、
矛
盾
し
て
い
る
様
に
み
え
る
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
イ
ラ
ク
は
「
こ
の
数
年
、
地
球
上
で
最
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
対
し
て
ひ
ど
い
場
所
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
米
国
の
つ
く
っ
た
イ
ラ
ク
占
領
軍
政
府
を
取
り
上
げ
、
イ
ラ
ク
そ
の

も
の
も
キ
ュ
ー
バ
や
最
下
位
の
朝
鮮
よ
り
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
解
く
方
法
は
い
く
つ
か
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
の
全
て
が
同
意
で
き
る
と
思
う
の
だ

が
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
の
組
織
（
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
見
地
）
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
ま
た
は
経
済
的
な
国
家
の
力
の
強
さ
と
、
報
道
の
自
由
の

レ
ベ
ル
は
比
例
し
て
い
な
い
。﹈

Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
米
国
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
保
護
委
員
会
」（
Ｃ
Ｐ
Ｊ
）、
米
メ
デ
ィ
ア
監
視
団
体
「
フ
ェ
ア
」
な
ど
と
共
に
、
〇
三
年
四
月
九
日
に
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バ
グ
ダ
ッ
ド
の
パ
レ
ス
チ
ナ
ホ
テ
ル
に
い
た
ロ
イ
タ
ー
通
信
の
写
真
記
者
た
ち
が
米
軍
戦
車
の
発
砲
で
死
傷
し
た
事
件
に
つ
い
て
目
撃
証
言
や
映

像
を
集
め
、「
明
ら
か
に
記
者
を
狙
っ
た
発
砲
」
と
認
定
し
た
。
Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
同
年
四
月
九
日
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
米
国
防
長
官
に
真
相
解
明
を
求
め

る
質
問
書
を
送
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
米
国
防
総
省
の
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ク
ラ
ー
ク
広
報
官
は
四
月
一
四
日
、「
我
々
は
報
道
機
関
に
、
バ
グ
ダ
ッ
ド

で
の
独
自
取
材
は
危
険
だ
と
繰
り
返
し
伝
え
て
い
た
」「
戦
争
は
そ
の
性
質
上
、
悲
劇
的
で
悲
し
い
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
て
謝
罪
を
拒
ん
で

い
る
。

（
８
）
「
週
刊
新
潮
」
〇
四
年
八
月
一
二
・
一
九
日
号
は
《「
汚
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」
の
決
定
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
！
「
海
老
沢
会
長
」
が
隠
蔽
し
た
ソ
ウ
ル
支
局

長
「
夜
の
帝
王
」
の
巨
額
「
裏
金
豪
遊
」》
と
題
し
て
三
頁
の
ス
ク
ー
プ
記
事
を
載
せ
た
。「
週
刊
文
春
」
の
告
発
記
事
に
続
い
て
、《
今
度
は
、
ソ

ウ
ル
支
局
長
が
取
材
経
費
を
水
増
し
請
求
し
、
巨
額
の
裏
金
で
豪
遊
し
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。》
と
リ
ー
ド
の
中
で
書
い
て
い
る
。

以
下
、
佐
藤
俊
夫
国
際
局
長
に
関
係
す
る
部
分
だ
け
を
引
用
す
る
。

《
問
題
の
人
物
は
、
今
年
７
月
に
ソ
ウ
ル
支
局
長
に
就
任
し
た
宮
尾
篤
氏
（
４６
）
で
あ
る
。

宮
尾
氏
は
、
か
つ
て
９３
年
か
ら
９７
年
に
か
け
て
の
４
年
間
、
ソ
ウ
ル
支
局
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
宮
尾
氏
が
裏
金
を
作
っ
て
い
た
の

は
、
こ
の
頃
の
こ
と
だ
。

そ
の
事
実
に
気
付
い
た
の
は
、
９７
年
６
月
に
後
任
の
ソ
ウ
ル
支
局
長
と
し
て
赴
任
し
た
岸
俊
郎
氏
だ
っ
た
。
当
時
を
知
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
は
こ
う

振
り
返
る
。》

《
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ソ
ウ
ル
支
局
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
に
あ
る
韓
国
放
送
公
社
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
の
建
物
の
中
に
あ
る
。
当
時
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
支
局
長

と
記
者
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
３
人
。
他
に
韓
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
数
名
雇
い
入
れ
て
い
た
。
そ
の
ソ
ウ
ル
支
局
の
中
に
、『
コ
ネ
ッ
ト
』
と
い
う
会
社

が
同
居
し
て
い
た
。》

《
別
の
幹
部
が
説
明
す
る
。

「
金
社
長
に
よ
れ
ば
、
宮
尾
支
局
長
の
指
示
で
、
実
際
に
使
っ
た
経
費
に
上
乗
せ
し
た
金
額
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
請
求
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
コ
ネ
ッ
ト
が
設
立
さ
れ
た
頃
か
ら
二
重
帳
簿
が
作
ら
れ
て
お
り
、
宮
尾
支
局
長
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら

請
求
額
が
異
常
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
」》

《
岸
支
局
長
は
、
こ
と
の
頷
末
を
当
時
の
報
道
総
務
の
松
尾
正
副
部
長
（
現
経
理
局
予
算
部
部
長
）
ら
に
報
告
し
た
。
９７
年
１０
月
、
松
尾
氏
は
、
国

際
部
の
井
上
孝
利
部
長
（
現
放
送
番
組
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
）
と
共
に
ソ
ウ
ル
に
飛
ん
で
調
査
を
行
っ
た
。》

《
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
巨
額
の
裏
金
作
り
が
発
覚
し
た
と
い
う
の
に
、
宮
尾
氏
が
処
分
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
９８
年
夏
の
人
事
異
動
で
、
宮
尾
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氏
は
四
国
の
松
山
放
送
局
へ
報
道
副
部
長
と
し
て
転
出
。》

《
宮
尾
氏
は
３
年
間
を
松
山
で
過
ご
し
た
後
、
国
際
部
勤
務
に
戻
り
、
あ
ろ
う
こ
と
か
今
年
の
７
月
に
再
び
ソ
ウ
ル
支
局
長
に
返
り
咲
い
た
こ
と

だ
。》

《
実
は
、
裏
金
作
り
で
事
情
聴
取
さ
れ
た
の
は
宮
尾
氏
だ
け
で
な
く
、
宮
尾
氏
の
前
任
の
ソ
ウ
ル
支
局
長
だ
っ
た
佐
藤
俊
行
氏
に
対
し
て
も
行
わ
れ

て
い
た
。
こ
の
幹
部
は
続
け
て
い
う
。

「
金
額
は
宮
尾
氏
よ
り
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
コ
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
裏
金
作
り
の
枠
組
み
を
作
っ
た
の
は
佐
藤
氏
で
し
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
張
本
人
だ
っ
た
佐
藤
氏
の
責
任
は
重
い
。
し
か
し
、
２
人
に
裏
金
の
一
部
を
弁
済
さ
せ
、
人
事
異
動
を
行
う
こ
と
で
内
々
に
済
ま
せ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
が
間
違
い
の
元
に
な
っ
た
の
で
す
」

宮
尾
氏
を
松
山
放
送
局
か
ら
国
際
部
の
朝
鮮
半
島
担
当
デ
ス
ク
と
し
て
呼
び
戻
し
た
の
は
、
当
時
、
国
際
部
長
だ
っ
た
佐
藤
氏
だ
っ
た
。
宮
尾

氏
は
、
今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
小
泉
首
相
と
金
正
日
総
書
記
と
の
２
度
目
の
首
脳
会
談
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
同
行
記
者
団
の
１
人
と
し
て
参
加
し
た
。

そ
し
て
７
月
に
ソ
ウ
ル
支
局
長
に
。
も
う
一
方
の
当
事
者
の
佐
藤
氏
も
、
国
際
放
送
局
長
の
要
職
に
あ
る
。

「
人
事
の
担
当
者
が
、
当
時
の
不
祥
事
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
ん
な
み
っ
と
も
な
い
人
事
を
ス
ル
ー
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」（
同
）

裏
金
問
題
を
も
み
消
し
た
上
に
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
ご
当
人
を
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
支
局
に
復
帰
さ
せ
る
デ
タ
ラ
メ
な
人
事
が
ま
か
り
通
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
組
織
の
体
を
な
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
不
正
を
見
つ
け
た
岸
俊
郎
元
ソ
ウ
ル
支
局
長
は
、

「
本
社
か
ら
内
部
調
査
を
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
前
任
者
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
が
支
局
長
に

な
っ
て
か
ら
経
理
に
つ
い
て
は
透
明
か
つ
明
確
な
も
の
に
し
ま
し
た
」

と
語
る
が
、
当
の
宮
尾
氏
は
、

「
私
の
方
か
ら
は
何
も
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
」

と
言
う
ば
か
り
。
海
老
沢
会
長
も
、

「
私
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
。
広
報
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
責
任
転
嫁
す
る
だ
け
で
あ
る
。

広
報
の
回
答
は
こ
う
だ
。

「
当
時
の
報
道
局
の
調
査
で
は
、
支
局
長
の
経
理
処
理
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
費
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
私
的
な
流

用
は
な
く
、
取
材
活
動
に
使
っ
た
も
の
と
認
定
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
報
道
局
長
が
支
局
長
に
対
し
厳
重
注
意
し
た
も
の
で
す
。
内
々
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で
処
分
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
の
回
答
も
ま
た
、
身
内
を
か
ば
う
た
め
の
隠
蔽
で
あ
る
。
裏
金
作
り
と
い
う
犯
罪
行
動
が
厳
重
注
意
で
済
ま
さ
れ
る
の
か
。

今
度
ば
か
り
は
海
老
沢
会
長
の
お
膝
元
の
報
道
局
で
起
こ
っ
た
不
祥
事
で
あ
る
。
組
織
ぐ
る
み
の
隠
蔽
工
作
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
海
老

沢
会
長
は
即
刻
辞
任
す
べ
き
で
あ
る
。》

ソ
ウ
ル
支
局
の
裏
金
作
り
を
制
度
化
し
た
の
は
現
在
国
際
局
長
と
い
う
要
職
に
あ
る
佐
藤
俊
夫
氏
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
九
七
年

に
佐
藤
氏
を
事
情
聴
取
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
際
局
の
ト
ッ
プ
と
し
て
宮
尾
氏
を
再
び
ソ
ウ
ル
支
局
長
に
選
任
し
た
の
も
佐
藤
氏
で
あ
る
。
〇

四
年
九
月
の
処
分
で
、
佐
藤
氏
だ
け
が
責
任
を
と
っ
て
い
な
い
の
は
実
に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
佐
藤
氏
が
今
も
国
際
報
道
の
ト
ッ
プ
に
立
っ

て
い
る
こ
と
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ラ
ク
報
道
が
偏
向
し
て
い
る
事
実
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
９
）「
裁
判
所
が
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
以
外
の
取
材
者
に
対
し
、
傍
聴
席
と
判
決
要
旨
を
用
意
し
な
い
の
は
、
日
本
国
憲
法
第
一
四
条
（
法
の
下
の

平
等
）
お
よ
び
同
第
二
一
条
（
表
現
の
自
由
）
に
違
反
す
る
」
と
い
う
訴
訟
（
第
二
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
）
の
提
起
と
記
者
会
見
の
お
知
ら
せ

（
添
付
資
料
・『
年
表
』）

〔
各
位

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
六
日

原

告
・
寺
澤
有
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
代
理
人
・
佃
克
彦
（
東
京
弁
護
士
会
）、
堀
敏
明
（
同
）

来
た
る
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
、
私
（
寺
澤
有
）
は
以
下
の
二
つ
の
出
来
事
に
つ
き
、
表
題
の
よ
う
な
訴
訟
を
提
起
し
、
そ
の
後
、
記
者

会
見
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

漓
二
〇
〇
三
年
四
月
二
一
日
、
稲
葉
圭
昭
元
北
海
道
警
警
部
の
銃
刀
法
違
反
等
事
件
の
判
決
公
判
が
札
幌
地
裁
で
開
か
れ
ま
し
た
。
私
は
事
前

に
傍
聴
席
一
席
と
判
決
要
旨
一
部
の
用
意
を
要
請
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
拒
否
さ
れ
、
取
材
、
執
筆
上
、
著
し
い
不
利
益
を
被

り
ま
し
た
。

滷
二
〇
〇
三
年
七
月
二
四
日
、
大
塚
万
吉
こ
と
趙
万
吉
被
告
の
武
富
士
一
億
円
恐
喝
未
遂
事
件
の
初
公
判
が
東
京
地
裁
で
開
か
れ
ま
し
た
。
私

は
一
般
傍
聴
席
が
満
席
（
先
着
順
）
だ
っ
た
た
め
、
記
者
傍
聴
席
に
座
り
ま
し
た
が
、
裁
判
所
職
員
か
ら
排
除
さ
れ
、
取
材
、
執
筆
上
、
著
し
い

不
利
益
を
被
り
ま
し
た
。

《
記
者
会
見
》
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日
時
：
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

（
午
前
一
〇
時
か
ら
訴
状
と
資
料
を
配
付
い
た
し
ま
す
）

場
所
：
日
本
外
国
特
派
員
協
会
（
有
楽
町
電
気
ビ
ル
ヂ
ン
グ
北
館
二
〇
階
）

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
―
七
―
一

〇
三
―
三
二
一
一
―
三
一
六
一
（
代
表
）

★
こ
の
記
者
会
見
に
は
、
ど
な
た
で
も
予
約
な
し
に
参
加
で
き
ま
す
★
〕

関
係
年
表

【
一
九
九
六
年
九
月
一
九
日
】

松
山
地
裁
で
今
村
邦
男
元
愛
媛
県
警
警
部
ら
三
名
に
対
す
る
銃
刀
法
違
反
事
件
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
。

当
日
朝
、
菰
田
斎
愛
媛
地
裁
総
務
課
長
（
当
時
）
に
対
し
、
記
者
傍
聴
席
一
席
を
割
り
当
て
る
よ
う
要
請
す
る
が
、
拒
否
さ
れ
る
。

一
般
傍
聴
席
の
抽
選
に
当
た
り
、
傍
聴
取
材
す
る
。

開
廷
早
々
、
田
村
秀
作
裁
判
長
（
当
時
）
が
「
判
決
要
旨
を
希
望
す
る
報
道
機
関
の
方
は
後
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
発
言
す
る
。

閉
廷
後
、
田
村
裁
判
長
の
言
葉
に
従
い
、
判
決
要
旨
を
総
務
課
へ
取
り
に
行
く
が
、
菰
田
課
長
か
ら
「
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
社
以
外
に
は
渡
せ
な

い
」
と
拒
否
さ
れ
る
。

【『
週
刊
文
春
』（
一
九
九
六
年
一
一
月
七
日
号
、
同
一
四
日
号
、
同
二
一
日
号
）】

警
察
が
暴
力
団
の
犯
罪
を
見
逃
す
か
わ
り
に
、
暴
力
団
か
ら
け
ん
銃
を
提
供
さ
れ
、
そ
れ
を
正
規
の
捜
査
で
摘
発
し
た
か
の
よ
う
に
装
う
、「
ヤ

ラ
セ
押
収
」
が
ま
ん
延
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
上
記
松
山
地
裁
の
判
決
公
判
に
も
触
れ
る
。

【
一
九
九
九
年
九
月
一
七
日
】

「
第
一
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
提
訴
。

「
菰
田
の
行
為
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
所
属
の
記
者
以
外
の
記
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
は
判
決
要
旨
を
交
付
し
な
い
と
い
う

も
の
で
、
そ
の
差
別
取
扱
い
は
、
憲
法
第
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
菰
田
の
行
為
は
、
広
く
国
民
の
知
る
権
利
に
奉
仕
す
る
記
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
し
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い
な
い
こ

と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
判
決
要
旨
の
交
付
を
拒
絶
す
る
と
い
う
も
の
で
、
憲
法
第
二
一
条
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

原
告
（
寺
澤
有
）
は
、
被
告
（
国
）
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
第
一
条
に
基
づ
き
、
金
一
二
六
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
八
年
九
月
一
九
日

か
ら
支
払
済
み
に
至
る
ま
で
民
事
法
定
利
率
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
」（
訴
状
よ
り
）
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【
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
五
日
】

「
第
一
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
第
一
審
（
東
京
地
裁
民
事
第
三
一
部
・
大
坪
丘
裁
判
長
）
判
決
。

「
主
文
：
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

報
道
機
関
が
裁
判
所
に
対
し
判
決
要
旨
の
交
付
を
請
求
す
る
権
利
が
取
材
の
自
由
に
含
ま
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
原
告
に
対
し
て
判
決
要
旨
を
交
付
し
な
か
っ
た
こ
と
が
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反
し
、
違
法
で
あ
る
と
の
原
告
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。

記
者
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
新
聞
協
会
の
加
盟
社
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
報
道
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
記
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
速
報
性
の
あ
る
新

聞
、
放
送
等
の
分
野
の
有
力
な
報
道
機
関
の
多
く
が
加
盟
し
て
い
る
組
織
で
、
我
が
国
の
報
道
分
野
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
松
山
地
裁
が
松
山
地
裁
の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
に
判
決
要
旨
を
交
付
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
し
、
そ
れ
以
外
の
報
道
機
関
に
は
特

に
交
付
は
し
な
い
と
い
う
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
、
そ
の
目
的
と
の
関
連
で
著
し
く
不
合
理
な
も
の
で
、
裁
量
判
断
の
合
理
的
な
限
界
を
越
え
て

い
る
と
は
言
い
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
に
対
し
て
判
決
要
旨
を
交
付
し
な
か
っ
た
こ
と
が
憲
法
一
四
条
一
項
の
平
等
原

則
に
違
反
し
、
違
法
で
あ
る
と
の
原
告
の
主
張
も
理
由
が
な
い
」（
判
決
よ
り
）

【
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
三
日
】

「
第
一
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
控
訴
。

【
二
〇
〇
一
年
六
月
二
八
日
】

「
第
一
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
第
二
審
（
東
京
高
裁
第
一
四
民
事
部
・
細
川
清
裁
判
長
）
判
決
。

「
主
文
：
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
。

憲
法
二
一
条
が
保
障
す
る
報
道
の
た
め
の
取
材
の
自
由
は
、
報
道
機
関
の
取
材
行
為
に
国
家
機
関
が
介
入
す
る
こ
と
か
ら
の
自
由
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
り
、
報
道
機
関
が
裁
判
所
に
判
決
要
旨
の
交
付
を
請
求
す
る
権
利
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
本
件
事
件
に
お
い
て
は
、
判
決
は
公
開
の

法
廷
で
言
い
渡
さ
れ
、
控
訴
人
も
現
に
こ
れ
を
傍
聴
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
が
判
決
内
容
の
理
解
を
容
易
に
す
る
と
い
う
補
助
的
な

役
割
を
期
し
て
、
便
宜
上
・
事
実
上
の
措
置
と
し
て
作
成
し
た
判
決
要
旨
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
報
道
の
た
め
の
取
材

の
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
判
決
は
公
開
の
法
廷
に
お
い
て
宣
告
さ
れ
る
が
、
当
事
者
以
外
の
者
が
訴
訟
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
事
件
の
終
結
後
に
限
ら
れ
て
お
り
、
訴
訟
終
結
後
で
あ
っ
て
も
、
閲
覧
に
よ
っ
て
関
係
人
の
名
誉
又
は
生
活
の
平
穏
を
著
し
く
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
等
、
一
定
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
閲
覧
が
許
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
刑
事
訴
訟
記
録
を
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閲
覧
し
た
者
は
、
閲
覧
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
項
を
み
だ
り
に
用
い
て
、
公
の
秩
序
若
し
く
は
善
良
の
風
俗
を
害
し
、
犯
人
の
改
善
及
び
更
生
を

妨
げ
、
又
は
関
係
人
の
名
誉
若
し
く
は
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

判
決
宣
告
の
時
に
裁
判
所
が
作
成
し
て
報
道
機
関
に
交
付
す
る
判
決
要
旨
は
、
訴
訟
記
録
で
あ
る
判
決
書
原
本
で
は
な
い
が
、
当
該
判
決
に
お

い
て
示
さ
れ
た
判
断
を
簡
潔
に
整
理
し
て
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
無
限
定
に
何
人
に
も
流
布
さ
れ
る
と
、
そ
の
内
容
い
か
ん
に

よ
っ
て
は
、
上
記
訴
訟
記
録
の
閲
覧
に
係
る
制
限
を
定
め
た
法
の
目
的
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
判
決
要
旨
は
、
裁
判
所

が
、
迅
速
で
正
確
な
報
道
に
資
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
弊
害
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
同

目
的
に
合
致
す
る
者
に
対
し
こ
れ
を
交
付
す
る
た
め
、
一
定
の
制
限
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
報
道
機
関
の
記
者
、
フ
リ
ー

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
業
務
を
行
う
に
つ
い
て
は
、
法
的
な
資
格
の
制
限
、
登
録
等
の
法
的
規
制
が
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
者
又
は
そ
れ
ら
を
自

称
す
る
者
の
中
に
は
種
々
様
々
な
者
が
あ
り
得
る
上
、
判
決
要
旨
は
、
判
決
宣
告
の
後
短
時
間
の
内
に
交
付
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

交
付
先
の
制
限
は
、
当
該
裁
判
所
の
広
報
担
当
者
が
簡
易
、
迅
速
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
客
観
的
に
明
確
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。こ

れ
を
本
件
に
つ
い
て
見
る
と
、
松
山
地
裁
の
担
当
者
は
、
本
件
事
件
の
判
決
宣
告
に
先
立
ち
予
め
希
望
の
あ
っ
た
同
地
裁
の
司
法
記
者
ク
ラ

ブ
所
属
の
報
道
機
関
の
記
者
に
対
し
て
、
本
件
事
件
の
判
決
要
旨
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
報
道
機
関
は
日
本
新
聞
協

会
又
は
日
本
民
放
連
に
加
入
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
報
道
機
関
と
し
て
一
定
の
実
績
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
松
山
地
裁
の
判

決
要
旨
の
交
付
先
の
限
定
が
、
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
上
記
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
に
お
い
て
、
判
決
要

旨
の
交
付
が
、
そ
の
目
的
に
合
致
し
、
か
つ
、
前
記
弊
害
の
発
生
の
防
止
が
確
保
で
き
る
か
否
か
を
簡
易
か
つ
短
時
間
の
内
に
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
絶
し
て
も
、
司
法
行
政
上
の
便
宜
供
与
と
し
て
、
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
松

山
地
裁
の
担
当
者
が
、
控
訴
人
に
対
し
て
、
判
決
要
旨
を
交
付
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
司
法
行
政
上
の
措
置
と
し
て
不
合
理
な
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
」（
判
決
よ
り
）

【
二
〇
〇
一
年
七
月
一
一
日
】

「
第
一
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
上
告
お
よ
び
上
告
受
理
申
し
立
て
。

【
二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
】

日
本
外
国
特
派
員
協
会
で
「
記
者
ク
ラ
ブ
を
考
え
る
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
。

司

会

：
柴
山
哲
也
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）
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パ
ネ
ラ
ー
：
高
島
肇
久
（
外
務
報
道
官
）

寺
澤
有
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

藤
森
研
（
朝
日
新
聞
編
集
委
員
）

ハ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ル
フ
ト
（
日
本
外
国
特
派
員
協
会
会
長
）

【
二
〇
〇
三
年
四
月
一
四
日
】

札
幌
地
裁
総
務
課
に
、
四
月
二
一
日
の
稲
葉
圭
昭
元
北
海
道
警
警
部
に
対
す
る
銃
刀
法
違
反
等
事
件
の
判
決
公
判
で
、
記
者
傍
聴
席
一
席
と
判

決
要
旨
一
部
を
用
意
し
て
く
れ
る
よ
う
、
電
話
と
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
要
請
す
る
。

【
二
〇
〇
三
年
四
月
一
八
日
】

井
川
雅
寛
札
幌
地
裁
総
務
課
長
か
ら
「
記
者
傍
聴
席
も
判
決
要
旨
も
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
電
話
が
あ
る
。

【
二
〇
〇
三
年
四
月
二
一
日
】

稲
葉
元
警
部
判
決
公
判
（
札
幌
地
裁
刑
事
第
一
部
・
小
池
勝
雅
裁
判
長
）。

一
般
傍
聴
席
の
抽
選
に
は
ず
れ
、
傍
聴
取
材
で
き
ず
。

判
決
要
旨
の
交
付
も
受
け
ら
れ
ず
。

【『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』（
二
〇
〇
三
年
五
月
二
七
日
号
、
六
月
三
日
号
、
同
一
〇
日
号
、
同
一
七
日
号
】

中
川
一
博
元
武
富
士
法
務
課
長
の
証
言
と
同
元
課
長
が
武
富
士
か
ら
持
ち
出
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
武
富
士
が
警
察
か
ら
犯
歴
等
の
個
人
情
報

を
入
手
し
て
お
り
、
警
察
は
そ
の
見
返
り
に
ビ
ー
ル
券
や
個
人
の
信
用
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

【
二
〇
〇
三
年
五
月
二
〇
日
お
よ
び
二
一
日
未
明
】

中
川
元
課
長
、
大
塚
万
吉
こ
と
趙
万
吉
氏
（
フ
ィ
ク
サ
ー
）
ら
が
武
富
士
か
ら
一
億
円
を
恐
喝
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
。

【
二
〇
〇
三
年
六
月
一
二
日
】

「
第
一
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
最
高
裁
（
第
一
小
法
廷
・
泉
徳
治
裁
判
長
）
決
定
。

「
主
文
：
本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

本
件
上
告
を
上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い
。

民
事
事
件
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
に
上
告
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
民
訴
法
三
一
二
条
一
項
又
は
二
項
所
定
の
場
合
に
限
ら
れ
る
と
こ

ろ
、
本
件
上
告
理
由
は
、
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
上
記
各
項
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
し
な
い
。
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本
件
申
立
て
の
理
由
に
よ
れ
ば
、
本
件
は
、
民
訴
法
三
一
八
条
一
項
に
よ
り
受
理
す
べ
き
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」（
決
定
よ
り
）

【
二
〇
〇
三
年
七
月
二
四
日
】

趙
被
告
に
対
す
る
武
富
士
一
億
円
恐
喝
未
遂
事
件
の
初
公
判
（
東
京
地
裁
刑
事
第
一
一
部
・
合
田
悦
三
裁
判
官
）。

一
般
傍
聴
席
が
満
席
（
先
着
順
）
の
た
め
、
記
者
傍
聴
席
に
座
る
が
、
裁
判
所
職
員
か
ら
排
除
さ
れ
、
傍
聴
取
材
で
き
ず
。

【
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
】

「
第
二
次
記
者
ク
ラ
ブ
訴
訟
」
提
訴
。
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SUMMARY

“OhmyNews” is an independent Internet newspaper in the Republic of Korea, and as such

it wields great influence now. It is reportedly the largest Internet newspaper in the world. Five

years ago, OhmyNews was published by four professional reporters and 727 “citizen reporters.”
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The number of OhmyNews citizen reporters has grown to more than 35,000 today.

Mr. Oh Yeon-Ho, founder and chief representative of OhmyNews, gave a lecture at Dosh-

isha University on 15 September 2004. We could hold a subject of inquiry on alternative media

from Mr. Oh’s lecture and could interview him. We found that, in fact, the success of Oh-

myNews is a remarkable accident in the world of journalism. So much so that many big media

outlets in the world, such as the New York Times, Washington Post, CNN and BBC have cov-

ered Mr. Oh’s experimental challenge and his success with OhmyNews.

We consider one of the big achievements of OhmyNews to be the abolition of the closed

system of press clubs in Korea known (in Japanese) as Kisha Clubs .

We thus refer to Internet newspapers in the Republic of Korea (especially OhmyNews)

and Kisha Clubs in this article.

As to why “OhmyNews” succeeded, we can point to several reasons. The most important

reason, however, is the existence of the “prepared citizen” in the Republic of Korea.

In the Republic of Korea, through a long fight for democratization, people have come to

not believe in the traditional corporate media. The corporate media is identified in the public

mind as standing by the “powers that be” and not reporting the truth. Consequently, people in

Korea have held high expectations for the appearance of alternative news media. Many people

harbor a strong will to change their society, and they can do so by supporting OhmyNews and

participating in it as “citizen reporters.”

OhmyNews operates on the basis of several important concepts, the most important being :

“Every citizen is a reporter.” Mr. Oh explained that “This concept is the most characteristic” of

OhmyNews.

The traditional corporate media represents journalism of the 20th century. It is a one-way

stream in which professional reporters write articles and the reader only reads it. But Oh-

myNews is breaking that cycle of 20th century journalism. OhmyNews has made journalism a

two-way stream in which the reporter is reader, and the reader is reporter.

The system of Kisha Clubs is a unique system in Japan and the Republic of Korea. It is

an exclusive and conservative system which excludes non-member reporters.

Mr. Oh of OhmyNews had successfully sued for abolition of the Kisha Clubs in Korea,

and following that, President Roh Moo-Hyon abolished the Kisha Clubs of the country’s cen-

tral administrative offices.

This dismantling of Kisha Clubs is rapidly advancing in the Republic of Korea. Yet in Ja-

pan it is not advancing at all, rightly inviting criticism of Japan’s press system. But that does

not appear to faze Japanese reporters of the corporate media and some Japanese scholars, who

insist that Kisha Clubs are the most proper system for Japan. By contrast, abolishing the Kisha

Clubs in Korea is the result of strenuous efforts by alternative media such as OhmyNews and a

large number of supporters. All of which begs the questions : What benefits do we receive

from the Japanese press club system? And what needs to be done to eliminate this outdated, in-

jurious system?

We dare to envision the kind of journalism in which people take part －as with Oh-
myNews－ and at the same time, we aim to solve the many problems of journalism in Japan,

above all permanently dissolving the Kisha Club system.
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